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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　①




　アクアリウムⅡ世号。

「……これは、一体何の真ま似ねですか……!?」

「こちらの指示に従っていただければ危害は加えません、博士」

　自室で数人から銃じゆう口こうを向けられるまま、修しゆう人とは両手を挙げた。踏ふみ込こんできたのはガスマスクたちではなく、急所や関節部分を簡易なプロテクターで覆おおい、統一されたフェイスマスクを着けた異様な兵士たちだった。

「〝組織〟の差し金ですか……！」

「そうです。お久しぶりです、朱あけ津つ君」

「り……リンデンバーグ博士……!?」

　白衣姿のとても小こ柄がらな少女。〝組織〟の所有と思われる地下施し設せつにいた中でも、ことさらな科学信しん奉ぽう者にして、計算機化学を用いた薬物設計のエキスパート。

　夏の合同演習、システムＲの試験時にオートラインの私兵が用いた『Ａ薬』と『Ｂ薬』、また普ふ段だんフォースに投とう与よしている『安定剤ざい』の原型を開発したのも彼女だ。

「どうしてあなたがこんなところに……！」

　リンデンバーグは厚底ブーツを履はいた足をコンパスのように真っ直すぐに、両手を白衣のポケットに突つっ込んだまま言った。

「成果を出さないと間に合わなくなる、という催さい促そくですよ。マックルイェーガーからエネルギーを抽ちゆう出しゆつし、その属性パリテイを『フォース』を初めとする適合者に投与する。私の開発したクスリと合わせれば、超能力付きのスーパーソルジャーが完成する……それが本来の計プロジ画エクトだったはずですよ、朱津君」

「……わかっています。ですが、状じよう況きようが変わったんです。オートライングループはプロジェクトを凍とう結けつし、マックル自身も実際にはそんな余よ裕ゆうがないほど……」

「プロジェクトはマッケンリー新代表が再開させます。彼にはもう会いましたか？」

「いえ……？」

　マッケンリー……今度、新たにオートライングループを統とう括かつするというＣＥＯの名前だ。

「会って喋しやべり方を聞けばわかると思いますが、彼が電話の話し相手ですよ」

　修人は啞あ然ぜんとなった。背筋が凍こおった。

〝組織〟の幹部には、そんな表向きの財界人までが関かかわっているのかと。オートラインのトップともなれば、もはや政界にも顔が利きくレベルだ。

「朱津君。マックルイェーガーが人間で言うところの衰すい弱じやく状態にあることは、あなたのレポートにも書いてありましたけど……そもそも『レイス』なんて生物学的に生きているか、死ぬかもわかってないのです。命じゃないものを消費することに何を躊躇ためらいますか。いわんや私たちが日ひ頃ごろから行っている人体実験に比べたら、どちらが倫りん理り的に重い罪でしょうか、をや。ねえ、朱津君？」

「ッ……」

　一度歯は嚙がみし。

「……それでも。マックルは精せい霊れいに関する唯ゆい一いつ無二の調査研究対象であり、かけがえのない協力者です。我々はまだ、彼女から学ぶべきことが」

「ありません。調査研究はもう充じゆう分ぶんです。あなたはもう充分な成果を出したのです。だからあの精霊はもう他ほかの使い道を探すか、使い潰つぶしましょうよ」

「なぜその必要が！」

「自我を持った神しん出しゆつ鬼き没ぼつの知的精霊体なんて恐おそろしすぎます。情報漏ろう洩えいもですけど、コントロールできないエネルギーがどれほど恐ろしいものかなんて、朱津君も科学者ならわかりきっていることでしょう」

　たとえば核かくエネルギー。たとえば自然災害。

　マックルイェーガーという存在は、それに類するものであると彼女は言っている。

「っ……」

「それとも朱津君はあれですか。核兵器もいつか地球に衝しよう突とつするかもしれない巨きよ大だい隕いん石せきを破は壊かいする役には立つとか、そういうロマンチックなことを言うタイプですか」

「……しかし」

　言いかけた修人を横目に、リンデンバーグは机にあった写真立てを取り上げ、間近に見せてきた。

「可愛かわいい妹さんですね。私と歳が近いんでしたっけ。投薬実験ですり潰すよりは、イイお友達になって欲しいですなぁ」

　その写真立てで、修人の胸をぽんと叩たたく。

　何より雄ゆう弁べんな脅おどしだった。

「待ってくださいっ……！　わかりました、指示には従います！　ですが！」

　パチン、と彼女が指を鳴らす。

　がつん、と鋭するどい痛みをこめかみに感じる。彼女の兵士に銃じゆうで殴なぐられたと気付いたのは、視界が白んでからのことだった。

「私は交こう渉しようしに来たんじゃないのです。いいから黙だまって私の言うことに従ってくださいよ。朱津君」




　　　　◆




　東京。

　下町と呼ばれる界かい隈わいにも、時々の政界人、財界人の好んだ閑かん静せいな一角がある。

《で、こんな夜分ってことはまたユーレイの張り込みかい？》

「違ちがう違う。そっちはもうとっくに夏シーズンが過ぎちゃったからね」

　そろそろ師走しわす、十一月も終わる頃ころだ。

　週間フライＤの中ちゆう堅けん記者である中なか津つ川がわ仁ひと美みは、宮く内ない庁ちように勤める友人の長は谷せ部べ翔しよう香かへ、携けい帯たい電でん話わ片手に笑っていた。

「と言っても、そっちも今じゃあんまりパッとはしないわよね。パソコンとインターネット様々でさ、どんないい写真を載のせても、掲けい示じ板ばんの一言めにはやれ合コラ成ージユだとかＣＧだとか……ウチで扱あつかってるのはどれも正しよう真しん正しよう銘めいのホンモノだけどね」

《投とう稿こう写真もかい？》

　翔香からの率そつ直ちよくな疑問に、仁美はハンチング帽ぼうに手をやりながら苦く笑しようした。

「厳しいとこ突くわねぇ……十分に進歩した科学は、魔ま法ほうと区別が付かないってやつよ。確かによくできたＣＧは、ホンモノの心しん霊れい写真と区別が付かないのかもね。それに編集部としては、大事な読者さんをあんまり疑っちゃいけないし、疑いたくもないわけ」

《なるほどねぇ》

「それでもありがたいことに、熱心なオカルトファンっていうのはいてね。たとえそういうものだったとしても、フィーリングで楽しむっていうか……ほら、プロレスで仮に台本ＢＯＯＫがあったとしても、見てる方も会場の中の舞ぶ台たい装置の一つになって、真しん剣けん勝負として楽しむっていう。もちろんウチの写真はホンモノなんだけどね」

《一いつ緒しよに赤屋に行った仲だから、別に疑っちゃいないさ。この肌はだ寒ざむい季節に怪かい談だんもないってのはわかったよ》

「そーいうこと。この時期、オカルト担当は毎年あちこちに駆かり出されててね。今は経済部の方のお手伝いよ。オートラインの代表が、外国人ＣＥＯに交代するとかでね」

　仁美がぐるぐるに巻いたマフラーに口元まで埋うまりながら、眼鏡越ごしに見み詰つめるのは高級料りよう亭ていの裏門。知る人ぞ知る……なんていうとインターネット全盛の今時ではうさんくさいが、ネットで情報収集するような一いつ般ぱん庶しよ民みんには縁えんもないし用もないしお金も足りない、そういう店だった。

　大っぴらに張り込みだと気付かれないように、今時の女の子らしく携帯電話でおしゃべりなどしている。

「出待ち中」

《ふーん……オートラインねえ》

「翔香は興味ないか。私も政治とか経済とかまったく興味ないんだけど……夏にオートライン所有の保養施設で発はつ砲ぽう事件があったとか、一月前にも関式の試験場で大きな事故があったとか、ちょっときな臭くさい感じなのよね。で、よその記者がつついてみたら、今度はお金の動きが怪あやしいなんて話も……」

　そっぽを向いて話しているその方角から、黒くろ塗ぬりの高級車が二台。一台が料亭の敷しき地ちの中へ入っていき、一台がその門をふさぐように停車する。

　なんかうるさくなってきて話しづらいなー、という体ていで仁美は歩き、事前に見つけておいた路地裏に入る。

《どうかしたのかい？》

「ああ、ごめん。人目を避さけるのはわかるけど、ちょっと厳重すぎる気がして」

　壁かべ際ぎわからそっと覗のぞくのだが、クルマから降りてきたボディガード風が、周囲を警けい戒かいしている。政治経済は仁美の専門ではないが、ただの財界人の移動にしては大おお袈げ裟さな気がした。なんだかマフィア映画か何かみたいだ。

「……話を聞くのは無理っぽいかなぁ」

《空から振ぶりかい？》

「たぶんね」

　電話を肩かたに挟はさんだまま、一応望遠付きの一眼レフを両手に構えておく。

　再び裏門が開いて、ＣＥＯを乗せたクルマが出てきたところで一発勝負……。

「!?」

「!?」

　仁美がびっくりすると同時、ボディガードの方も全く同じような顔で仰ぎよう天てんするのが見えた。反射的にシャッターを切る。自分の目に映ったのと同じものが焼き付いたかは知らないが、あとはダッシュで走り出す。

（は、ははっ……！　冗じよう談だん……！　なんで……!?）

　腕うで時ど計けいを確かく認にんする。午後十一時を過ぎている。クルマの後席にいたのは現総理大臣、咲さき坂さか栄えい悟ごではなかったか？

　政財界は詳くわしくないが……政界のＶＩＰと、財界のＶＩＰが同じ料亭にいるのってあんまり良くないのでは？　いや、そもそも総理大臣ってああいう風に個人的に外食とかしていいものなのだろうか。

　常識的に考えれば見み間ま違ちがい？　撮とり間違い？　しかしながら後ろから追いかけてくる数人の足音は、かなり鬼き気き迫せまるものだ。

《もーしもーし》

「ああ、ごめん翔香！　ちょっと待って！」

　雑居ビルの非常階段に隠かくれ、ハンチング帽をバッグに押し込んでニット帽に、メタルフレームの眼鏡を派手めのセルフレームに、リバーシブルのジャケットを裏返して着込み直す。これだけで遠目の印象はかなり変わるはず。

「ふぅ。とりあえずよし……」

《なんかあったのかい？》

「それがねぇ、すごいのよ！　ＣＥＯを狙ねらってたら総理大臣が出てきた」

　興奮気味に呟つぶやきながら、仁美はデジタル一眼の液えき晶しようで先ほどの画像をチェックする。

「たはは、怪しい心霊写真並のブレ具合……でもちょっと修整してフォトショすれば……いやでもこのまま載せた方が臨場感があるかしら……？」

《総理大臣が？　なんでさ》

「え……？　うーん……密会とか？」

　先ほど通り過ぎた足音が戻もどってこないことを確認し、カメラをしまった仁美は素知らぬ風に歩き出す。

《ＣＥＯさんは？》

「……知らない。いなかったのかしら。いたらちょっと大変かもよ、このネ……タ……」

　路地から出たところで、厳めしい顔をしたスーツ姿の数人に前後左右から囲まれた。




　　　　②




　車中。

「確保しました、総理。週刊誌記者のようです」

　インカムから報告を受けたエージェントへ、咲坂栄悟は苦虫を嚙かむような表情で言った。

「よりによってゴシップか……全く、ひやひやさせてくれる。だから直接の面会は避けたかったんだ……」

「しかし、それがマッケンリー氏のご要望でした」

「わかっている」

　咲坂は舌打ちして横を向いた。今、自分の掌てのひらの上にある国。その夜景が車窓を流れていく。

　だがまだだ。まだまだ権力が足りない。絶対的に力が足りていない。民間人に呼び出されてノコノコ出向かねばならぬようでは、総理大臣も高が知れているというもの。

　もっとだ。ここまで来たのだから、もっと上を目指すべきだ。

「……記者の処分は？」

「処分？　処分してメガフロントの基き礎そにでも埋うめるつもりか？　口頭で厳重に注意した上でフィルムだけ没ぼつ収しゆうすればいい。事を荒あら立だてるな、馬ば鹿か者」

「は、はい、かしこまりました……！」




　　　　◆




　その頃、表口に回ってきたリムジンへ悠ゆう然ぜんと向かいながら、マイケル・ハーリー・マッケンリーは笑っていた。

「ふっ、今いま頃ごろ咲坂は泡あわを食っているだろうな。いや、そうでもないか」

「何のことです？」

　と尋たずねた甲こう山やまへ、マッケンリーはこう返す。

「ゴシップ誌にリークしてやったんだよ。今日、ここに、私が来ることを。あまり大事になっても困るから一社だけにね」

　このような言動を、人を喰くった、と表現するのだろう。今日からこの男が、一時的にではあるがオートライングループの代表取とり締しまり役やく兼けん最高経営責任者となった。総理大臣との食事は、その挨あい拶さつだ。

「腕うでのいいパパラッチなら、お忍しのびする彼の姿を捉とらえているかもしれないな」

　得意げなマッケンリーの後ろで、甲山は眉まゆをひそめた。

「……それに、何の意味が」

「何って、ただの嫌いやがらせだよ。奴やつは国家元首の座に着いて全すべてを手にした気になっているかもしれないが、意外とそうでもないことをわからせてやったんだ」

　負ったものが大きい分だけ、当たり前のように身軽さは失われる。小回りは利きかなくなる。

「金があるのはいい。権力を持つのも自由だ。だが自由に密会もできないというのでは……この先の世界を動かしていく〝組織〟の一員としては相応ふさわしくない」

　マッケンリーはリムジンに乗り込むと、甲山から受け取ったファイルをめくった。

「……これが君の手がけた子供たちか。ピーキーだな。やはり人間そのものというのでは量産性がない」

「プレミアム品……」

　甲山は言いかけて、失敗を鑑かんがみ、自重した。

「……に、なる予定でした」

「そうかい？　だが人間が商品になる時代は、終わったよ。いや、人類の黎れい明めい期きより続いたその悪あく癖へき。錯さく誤ご。いい加減、私たちの代で終わらせようじゃないか。甲山副社長」

「それが、〝組織〟の方針ですか？　それとも新代表の？」

「そう。私個人の信念だ。不満かい？」

「……正直、納なつ得とくのいくものではありません」

「結構だ。それでいいとも。その不快感こそが、ぬるま湯から出るということだ。世界を変革する。だが偉い人じんや国家がそれをする時代はもう終わった。これからは我々、企き業ぎようが世界を経営していかねばならない。これは夢や野望ではなく、使命なんだよ」

　資本主義社会が世界の大半を占しめる現在。

　その資本主義の根幹を企業が織り成す現在。

　ならば世界は、企業で成り立っていると言っても過言ではない現在。

　マッケンリーの言葉は決して傲ごう慢まんなものではなく、厳然たる事実であるのかもしれない……甲山はそう感じながら言った。

「では……まずどちらへ向かいますか、プレジデント」

「そうだな。政府には釘くぎを刺さした。東京観光……噂うわさのメガフロントを見ておくのもいいが、リンデンバーグ博士が来ているそうだから、まずは朱津博士に会おう。それから、この子供たち……そして、マックルイェーガーという存在についてだ」

「ですが、このプロジェクトはすでに凍とう結けつ……」

「弱い企業ほど、そうして資産を眠ねむらせているものさ。だが、それでは時間の流れと共に価値を失っていくだけだ。そうじゃないんだよ。使えるのであればトイレットペーパーの芯しんまで使う。だからもちろん、少年少女の人生だって使う。問題が起きた？　市民団体や自治体がうるさい？　金で解決すればいい。それが企業だ。それを容認するのが、資本主義という構造だよ」

　マイケル・ハーリー・マッケンリー。アメリカで経営コンサルタントとして頭角を現した後、ヘッジファンドでも成功を収め、企業の再建屋としても多方面に渡わたり辣らつ腕わんを振ふるった。米国企業の半分は、直接的、また間接的にでも、彼と何らかの金銭的繫つながりを持っていると言われるほどに。

　名も知れぬ〝組織〟の幹部。その中の一人が、この男だ。




　　　　③




　宮内庁、神しん霊れい班のオフィスに全員が集まっている。

「……以上の理由から我々、宮内庁神霊班もこの査察に同行することとなった」

　那な田たがホワイトボードの文面をノックした。

　オートライングループ所有の豪ごう華か客船、アクアリウムⅡ世号の調査に立ち会う旨むねだ。

　試験か実験かはともかく、船内で行われているであろう秘ひ密みつ裏りのそれが行き過ぎているのではないか、という判断だった。

　睡すい蓮れんが小さく挙手。

「しかし超ちよう科学的な機材やデータを見付けたとしてです。それを持ち帰ったとして……どうするのですか」

　オカルト絡がらみなだけに、大事にはできない。オカルト絡みだからこそ、公おおやけにもできない。それでも公的機関として表向きに行動するというのであれば。

　那田が答える。

「恐おそらく、どうもできないだろう。オートライン内部の関係者が協力してくれるのであれば別だが……そうでもなければ査察をして、終わりだ」

　次に翔香が、馬のぬいぐるみを膝ひざに抱かかえながら言った。

「こんなのはさ、嫌がらせなんだよ睡蓮ちゃん。これ以上厄やつ介かいごとを増やすようだと、面めん倒どうになるぞっていう、そういうアピール」

「……生なま温ぬるい。やるならとことん、はっきり、やってしまえば良いのです。実験がどのようなものであれ、それが過日の関式や宇宙海兵隊のような下らぬ者どもを呼び寄せたのは事実でしょう」

　その節はある。それはヒデオも思ったことだ。宇宙海兵隊の方は、どちらかと言えば自分と黒くろ瀬せ麻ま衣いを狙ってきたが……そもそもの麻衣が、研究をするオートラインに潜せん入にゆうしていなかったら、という見方もできる。

　しかし那田は一息するのみ。

「法が追い付いていないのだよ。オカルトの研究や実験という名目で引っ張ったのでは、大学生のサークル活動まで規制の対象になってしまう」

　だから今回は、『船の安全性について不備があるかもしれない』という全く別件の、まさしく嫌がらせ以外の何ものでもない口実をでっち上げて乗り込むことになった。

　繁しげるが刈かったばかりの坊ぼう主ず頭あたまをシャリシャリと撫なでながら言った。

「経営者っていうか社長っていうか、突とつ然ぜん変わったらしいじゃないすか？　あれもなんか関係あるんですかね？」

　里さと八やが思うところあるように引き取った。

「たとえばボロが露ろ見けんしてもいいように、鳳おおとりの一族でもある前任者を前もって切り離はなし、使い捨てのために外と様ざまの外国人ＣＥＯにすげ替かえた……という見方はできるだろうな」

　ぱちくりとして世よ見み子こ。

「あれ？　じゃあ、査察のことは先方にはバレてるんですか？」

　那田が首しゆ肯こう。

「バレるどころか正式に伝えてあるのだよ。こちらの体面としては、船の安全性に問題がないか見せて欲しい、という程度のものだ。誰だれかが監かん禁きんされているというような緊きん急きゆう性もなければ、捜そう査さ令状があるわけでもない」

　よって強制性はなく、抜ぬき打ちは無理。だからアポイントメントを取ってから行く。怪あやしいものを他ほかに移されたり隠かくされたりすればそれまでだが、それでも良いのだ。これ以上、目立つような事態を起こさないように、と釘を刺すことが目的なのだから。だがオートラインのような大手企業にしてみれば、そうして公的機関が出入りするだけでもイメージダウンになりかねない。

「回りくどいわねぇ。私は睡蓮の意見に賛成だわ」

　ふわふわしながら現れたノアレが、眠たそうな声で言う。眠いわけではなく、退たい屈くつで不満なのだ。

「第一、オジサマ。そんなお願いするような言い方で、断られたらどうするのよ」

「その場合は先方が自ら、船と、その運行会社としての信用を失しつ墜ついするだけだよ。やましいことを隠している、と自らのたまうようなものだ」

「ふ～ん」

　那田の説明に、納得したのか、気に入らないのか、どちらとも取れるように鼻を鳴らすノアレ。

「他に質問はないかね？　詳くわしくはまた後日通達するが……なければ、今日は解散だ」

　三々五々。

　もう少しすれば日付も変わるが、シフトで残る者は残り、帰る者は帰る。

　今日は帰る方の組であったヒデオは、オフィスを出る前に那田に呼び止められた。

　招かれたのは掃そう除じ以外では立ち入ったことのない、局長室。翔香や繁なんかは説教部屋と嘯うそぶいたりもしているが……そういう、あまり用事のない部屋に迎むかえられ。

「……その。何か」

　やらかしたでしょうか、という意味を含ふくむ。

「そう緊きん張ちようしなくていい。以前も言った『レイセン隊』の話だ」

　前に聞いたときは確か、対精せい霊れい特化戦隊、だったはずだ。長いからだんだん略されてきたのだろう。まあ計画段階と言うから、呼こ称しよう自体変わってもおかしくないのだろうけど。

「先日のオートラインの関式試験場でのことを受けて、計画が前まえ倒だおしになった。人的被ひ害がいや地じ滑すべりを起こすほどのチカラが、すでに顕けん在ざい化している。ならば国として体制を整えるのに、早いに越こしたことはない。よって来年……と言っても、もう一ヶ月もないな。年明けから試験的にだが、運用を開始することが決定した」

　役所の部署なんてどうやって発ほつ足そくするか知らないが……つまりは、それだけ危き惧ぐしているということだろう。そう言えば高校生グループがバラバラにされたという猟りよう奇き事件の方も、犯人が捕つかまったという話は表向きにも、裏側からも出ていない。

「私と、警察、自衛隊、それぞれに協議した結果、君を第一グループの隊長とすることで意見が一いつ致ちした」

　……。

「いや」

「まあ試験的にだ。今回のアクアリウム号の査察は、その予行演習のようなものと思ってくれたまえ。船を見学するだけで何をするわけでもないだろうが、とりあえず人間を率いるということを経験してみるといい」

「いえ」

「ちなみに第二グループの方は自衛隊の天あま白しろ三さん尉いが務める。無論従来の業務もあるため、まずはその二グループで運用する。どちらのグループに誰を配するかはまだこれから決めるところだが、希望はあるかね？」

　もちろんある。

「じ、辞退を……」

「はーい、やりまーす」

　と、ノアレが元気に挙手した。

「そうか、やってくれるかね」

「ええ、面おも白しろそうなので是ぜ非ひうちの閣下にやらせますわ、オジサマ」

　……。
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　深夜、暗い夜道を、アパートに向けて自転車を押す。

「君は。何の権限が、あって」

「ヒデオは面白いことをする。私はそれを見て楽しむ。そういう契けい約やくでしょ？」

　契約と言われると、弱い。

　時事折々、良きにつけ悪あしきにつけ、厄介ごとには首を突つっ込めということだ。

「ヒデオはもっと、どん欲よくにならなきゃダメよ。ちょっとやる気を出すだけで、あなたは何でも手に入れられるのに」

　なんでもってなんだ。

　衣食住、あまつさえネットやゲームをするための余分な小こ遣づかいまで足りている今の暮らし。

「何でもよ、ヒデオ。〝組織〟のやり口が気に入らないなら、〝組織〟を叩たたき潰つぶすことだってできるのに」

「どうやって」

「査察なんて言わないで、あの船を沈ちん没ぼつさせちゃえばいいじゃない。技術か何か知らないけど、〝組織〟か、それとも夏のロボット軍団とか、あなたの嫌きらいな奴やつらがわんさか寄ってくるわよ」

　嫌いだから、関かかわり合いになりたくないのだが……しかし……正体を引き出すには、有効な方法かもしれないと思った。確かに、そんなことをされたら向こうは放っておかないだろう。

「子供たちを道具扱あつかいするのが本当に気に入らないとかね。本当に世界を変えたいとか……思っても、そのチカラを持ってないヒトはいっぱいいるのに。ヒデオは、そうは思っていないのね。今のこの世界のままでいいと思ってるワケね」

「……。」

　やけに絡からんでくると思ったが、最近のノアレの言葉は核かく心しんを突いているように聞こえる。もちろんドクターからサングラスの代わりに渡わたされた、ノアレの闇やみのチカラを利用するというナントカ～を使う機会をうかがってもいるのだろうけれど。

「ナントカ～じゃなくて、『ノアレスペシャルＬｉｍｉｔｅｄファクトリーエディションＶｅｒ．２チャレンジ』よっ！」

　ノアレは属性のイメージとは裏腹にノリのいい性格をしている。

　ヒデオは懐ふところからナントカ～を取り出した。

　元はショックＢＢ弾だんを撃うつためのエアガンだったらしいが、銃じゆう身しんは極きよく端たんに切り詰つめられ、銃把グリツププラスαくらいしか残っていない。引き金トリガーは残っているので、それを引けば何かが起きるのだろうが、効果は……よくわからない。

「私も知らないわよ」

　よく開発に協力しましたね闇のカミ。

「でも普ふ通つうに考えて、私のチカラを対象に向けて撃つ感じでしょ」

「人が死ぬようなものは。人として、困る」

「だからいきなり実戦で使うより、何かで試ためし撃ちして……」

　他た愛あいもない話をしながら、アパートに辿たどりついたときだった。

　後ろからけたたましい排はい気き音が聞こえてきたかと思うと、一台のバイクが凄すさまじいスキール音を立て、ほとんど横よこ倒だおしに滑すべりながらヒデオの横を追い越していった。

「ヒデオ！」

「……マックル」

　彼女はバイクの後ろに乗せていた白衣姿の青年を担かつぎ上げると、そのまま米こめ袋ぶくろでも渡すようにヒデオの肩かたに預け、

「お願い！」

　とだけ言い残して、倒たおれたバイクを引き起こした。夏に自分も乗せてもらった、レトロモダンなスクーター。

「いや、マックル」

「縁えんがあったら、また会いましょう！」

　明るい笑え顔がおでそう言った彼女の身体からだから、きらりと、光の粉が散るのが見えた。その向こう側の景色が、透すけて見えたのは……。

「……気のせいじゃないわ。もうすぐ消えるのね、彼女」

　は？

「それより、ヒデオ。その人」

「……あ、ああ」

　いきなり預けられたこの男性は……と目をやり、ようやく気付く。白衣の一部が、どす黒く染まっている。そして、どこか金かな臭くさい匂におい。

　出血しているのだ。

　そう思うが否いなや、ヒデオはアパートのドクターの部屋……出張ラボ目め掛がけて走り出した。

　そしてドアを開ける間ま際ぎわ、こんな深夜に、ヘリコプターが飛んでいく音が聞こえた。マックルが走り去ったのと同じ、南の方へ向けて。
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　ヘリが張り付いている。

　音は小さいが、実際には聞こえるよりもずっと低いところを飛んでいる。闇やみ夜よに紛まぎれているが、マックルの目からはよく見えた。

　西側の流れも東側の流れも汲くまない、一言で言えば未来的なシルエット。一いつ般ぱんには発表さえされていない、次世代か、あるいは次々世代型のヘリコプターなのだろう。

　が、マックルとしては修人を預けるあの一いつ瞬しゆんだけでも姿を晦くらませられれば充じゆう分ぶんだった。

　晴はる海み埠ふ頭とうの開けた場所まで来てバイクを止めると、ヘリは緩かん降こう下かしてきて、後から後から、それを取り巻くように数台のフルサイズバンが集まってきた。クルマの荷室から降りてきたのは、アサルトライフルを持ち部分部分をプロテクターで装そう甲こうした兵士たち。〝組織〟側の通つう称しようは、『ライトアーマー』。

　そしてヘリの方から降りてきたのは、白衣姿のとても小こ柄がらな少女だった。

「追いかけっこはもう終わりでいいですか、マックルイェーガー」

「ええ。もう終わりにするわ、リンデンバーグ。……ていうか、相変わらずちっちゃくて可愛いわね。そのブーツ脱ぬいだら一三〇センチくらい？」

[image: ]

「一三一だッ!!　で、朱津君をどこに隠かくしたんですか」

「さあ、どこかしらね」

　とぼけるマックルに、リンデンバーグは唇くちびるの端はしを持ち上げた。

「霞かすみヶが関せきの近辺ですよねぇ。もちろん、あなたが信用するに足るだけの知り合いのところ。いいんですね？　そんな大事なお友達に死ぬほど迷めい惑わくがかかっても」

　対し、マックルは屈くつ託たくなく笑う。

「さあ、どうかしら。厄やつ介かい者を巻き込んだのは私で、迷惑を被こうむるのはあなたたちの方かもよ？」

　潮風を浴びて、きらきら、淡あわい光がマックルの身体から流れ出す。リンデンバーグは目を細めてそれを指し摘てきした。

「ほら。あなたはもう、私たちの助けなしでは姿を保てないほど消しよう耗もうしているのですよ」

「……そうね」

「マックルイェーガー、私たちはあなたのチカラだけが目的ではないのです。あなたがこの世界に存在することを望むのであれば、科学によってそれを成し遂とげることができます」

　リンデンバーグは背後に開いたままの、ヘリの乗り口を示した。荷室カーゴの中には、人ひとりをホルマリンにでも漬つけられそうな巨きよ大だいなシリンダーポッドが積せき載さいされていた。

「あなたが神だろうと悪あく魔まだろうと精霊レイスだろうと、私たち〝組織〟にはそれを可能にするだけのテクノロジーがある……第一人者であるはずの朱津博士がそれを理解してくれなかったことは、心残りですが」

「でも、結局はチカラが目的なんでしょ？」

「カラダが目当てみたいな言い方はやめてくださいよ」

　マックルは軽く肩をすくめると、抵てい抗こうするでもなく、自発的にヘリへ向かって歩み始めた。

「そうね。そうまで言うなら、賭かけてあげてもいいわよ」

「聞き分けがよくて助かります」
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　修人が目を覚ました先。

「……マックルが……、捕つかまった……と」

　そう言ったのはフォースの四人と仲の良かった、宮内庁の川かわ村むらという青年だった。

　修人はベッドの上で、まだどこか茫ぼう洋ようとした意識のまま頷うなずく。

「僕だけ置いて逃にげたというなら……きっと、そのつもりなんです。彼女は精霊工学に関する研究対象であり、最高の協力者なんですから。ですが、研究主任である僕がいなければ……少しの間は、頓とん挫ざするはずです。一年か、二年か……一ヶ月だけかも知れませんが」

「精霊。工学……」

　呟つぶやくような彼に、修人は頷いた。

「そうです。オートライン主導で行ってきた一連のプロジェクトは、霊れい的てき存在をメカニズムとして捉とらえるための研究でした。結果として精霊という存在がピックアップされ、フォースの凪な木ぎ君たちについても、その過程で必要なデータを蓄ちく積せきしてもらうための……」

　言ってしまえば、副産物のようなものだった。さすがに、そんな言葉は伏ふせたが。

　どうあれ、ナイトや美み野の里りが危き惧ぐしたように、彼ら自身を兵士として売り込むことが目的ではなかった。霊的エネルギーをもっと普ふ遍へん的な概がい念ねん、大きな一つのパッケージングとして扱うことがコンセプトの根底にあった。

　だがフォースの四人は、こちらの予想を大おお幅はばに上回る形でチカラを身に付けてしまった。〝組織〟から成功例などと勘かん違ちがいされるほどに。だが修人からすればフォースの能力は副産物であって、決して目的ではなかった。青少年の人生を左右するようなものが、目的であってはならない。科学研究や、技術の進歩や、社会的発展性といった言葉を、人権を無視するための口実にしてはならない。

「……まさか、ナイトたちも。捕まって、いるのですか」

「それは……わかりません。ですが、彼らが進んで協力するのでもなければ、捕まっている可能性は高いかも知れません……」

「……」

　川村という青年は口数少なく、終始鋭するどい眼まな差ざしのまま、黙もつ考こうを繰くり返している様子だった。見た感じはまだ二十歳そこそこに見えるが、実戦経験豊富なガスマスクたちのように、見た目のみならぬ風格のようなものが感じられた。

「困ったわね、ヒデオ」

「……、ああ」

　黒い衣装をまとった少女が、川村氏の背中にふわふわ、軽そうにおぶさっている。あの試験場で美野里たちの危険を忠告してくれた……精霊だ。

「とりあえず。局長に、聞いてみます」

　そう断った彼は、携けい帯たい電でん話わ片手に部屋を出て行った。

　修人は思わず、ふぅっと吐と息いきを漏もらした。

　これで、警察などにも知られることになっていくだろうが……逃がしてくれたマックルのことや、偽いつわらざる自分の気持ちを鑑かんがみれば、もう覚かく悟ごするより他ほかになかった。

　妹の身の上だけが心残りではあるが……。

　修人はその場に残って漂ただよっている、黒い精霊の少女へ尋たずねた。

「……ところで」

「なぁに？　センセ」

　小学生くらいにしか見えないが、妙みように扇せん情じよう的な言こと葉ば遣づかいをする精霊だった。

「ここは……本当に、アパートなのかい？」

　そう聞いた。

　見る限り小さな診しん療りよう所じよ……程度にはあらかた揃そろっている。壁かべに飛び散ったような黒いシミがいささか非衛生に感じられるが、肝かん心じんの診しん療りよう器具らはいずれもピカピカに手入れが行き届いている。

　すると衝つい立たての向こうから、男が引きつった笑みと共に現れた。

「いひひっ、本当さあぁ……その証しよう拠こに、これが君の腹に止まっていた銃じゆう弾だんだよ」

　伸のばしっぱなしのような長ちよう髪はつ。片側にだけレンズを入れた奇き天て烈れつな眼鏡。いわゆる闇やみ医者か何か知らないが……修人は頭かぶりを振ふった。

「結構です。銃弾なんか見ても、わかりません……」

　自分を傷つけた張本人……いや、人ではないが……弾たまなんか、顔も見たくない。

「そうかい？　でも少し変わった材質でねぇ、いひひっ」

「材質……？」

「強化樹じゆ脂しなのさぁ。うまく火薬を調節すれば、皮下組織と筋肉を食い破ったところで、内臓を傷つけないうちに停止するだろうね。この鋭さと軽さなら」

「……何の意味が。当たり所が悪ければ、同じでしょう」

　非殺傷兵器とでも言うつもりか。だが、たとえば浅い場所にある大動脈でも傷付けたら同じことだ。人間、奇き跡せきのように生き延びることもあるが、驚おどろくほど簡単に死に面することだってある。

　ところがその医者は、それが問題なのではないと言うように……その場で一回転して右手にメスを手にした。なぜ一回転したのかはわからない。左手に持ったプラスチック製だという銃弾を切り付けると、割れた中に電子部品が埋うめ込まれていた。

「っ……。まさか、……発信器……ですか？」

「しかもね、ちゃぁんと生きて作動しているのさぁ。このコンパクトさで、火薬による激発と、着ちやく弾だんの衝しよう撃げきに耐たえる電子回路だよ。ひひっ、〝組織〟っていうのかいぃ？　いろいろツクっているようじゃないか。ボクは、嫌きらいじゃあないけどねぇ……いっひひ！」

　ボタボタボタボタ……と、ヘリコプターのような、特とく徴ちよう的な音が上空を通り過ぎていく。次世代型ローターブレードを使用する〝組織〟の新型ヘリの音だ。

「っ……これ以上、ご迷惑をおかけするわけ……に……？　は……？」

　修人は撃うたれた脇わき腹ばら、傷の痛みを覚悟して上体を起こしたのだが。

「？　？　？」

「やろうと思えばね、ボクにだってできるのさ。まあ無理に力を入れなければ、明け方までには完治するよ」

　……。

　完治？

　自分も、分野は違ちがうが医者の端はしくれである。そう思った修人が腹の絆ばん創そう膏こうをはぐったら……もう、術後二週間か三週間か、というくらいの傷きず跡あとしか残っていない。精霊だ何だと研究してきた自分が、そんな事実から目を反らすのもおかしな話であり。

「……なんなのですか、あなたは……。いえ、あなたたちは……？」

「ひひっ！　いいねぇ！　それだよ、その目!!　その顔!!　やっぱり、ヒトが驚く顔を見るのは楽しいなぁ、いひひ!!」

　川村青年が戻もどってきた。

「可能なら、一度話をしたいということでした。が……、怪け我がの。具合は」

「ああ、はい。それが、経過は……良いようなので」

「ひひっ。極きわめて良好さぁ。ボクに！　間ま違ちがいが！　あるはずがないからねぇ!!」

　川村青年が一いつ瞬しゆん、ひどく何か言いたげに眉まゆをひそめたように見えたが……修人は告げた。

「ひとまず場所を変えましょう。いま上をうろついているのは、きっと〝組織〟のヘリコプターです。追っ手が来るかも知れません」

「……こんな深夜に、とは思いましたが。では、クルマを出しますので」

　彼は再び診しん察さつ室を出て行……こうとしたのだろうが、そのまま後あと退ずさりで戻ってきた。

「全員動くな」

　部分部分をプロテクターに覆おおった、体付きのよい外国人数人。大きなサイレンサー付きのサブマシンガンを手に踏ふみ込んでくる。

　ガスマスクの部隊ではない。リンデンバーグの部下だ。

「探しましたよ朱津博士。さあ、一いつ緒しよに来てもらいましょう」

「……」

　こちらの様子を窺うかがう川村青年へ、修人は首を横に振った。

「戻るわけにはいきません。〝組織〟が寄こした新任者の方針は違います。マックルから手っ取り早くチカラだけを抽ちゆう出しゆつし、軍事目的に転用しようとしています。そのために僕が必要なのでしょうけど、今のマックルにそんなことをすれば、彼女はもう姿を保てなくなってしまう……！」

「姿を……、保てなく……」

　驚いたような彼へ、修人は念を押した。

「ええ、精霊という存在から、ただチカラという概念に分解されると言ってもいいでしょう！　言うなれば彼女は、殺されるかもしれないんです……！」

「何を言っているのか我々には理解できませんが、朱津博士。リンデンバーグ博士からはあなたの協力が不可欠だと聞いています」

　三人の私兵の銃じゆう口こうは室内にいる川村氏、闇医者、精霊の少女を、満まん遍べんなく狙ねらっている。

「この日本でそんなものを撃てば、あっという間に警察が……！」

「そうでもありませんよ」

　ポロロッ。

　隊長らしき男が、ベッドに向けて威い嚇かく射しや撃げきした。オモチャのような音しかしない。スプリングの弾はじける音の方がやかましく聞こえたくらいだ。サイレンサーか、マシンガン自体か、あるいは弾だん薬やくか……考えればキリがないが、男の余よ裕ゆうから察するに、これも組織の開発した静音型のマシンガンなのだろう。

「……博士は、無用な血が流れるのは嫌いな方だと思っていましたが。それともここにいる全員と、大切な妹さんを犠ぎ牲せいにしてまで一人で逃げ延のびるつもりですか」

「っ……」

　ひっ……という引きつった笑い声が聞こえた。

「っひ！　いっひひひひひひひっ!!　ケーサツ!!　ケーサツねえ!!　呼ぼうか!?　呼んでみるのかい!?　消防の方が先に駆かけ付けてしまうかもしれないけどねぇ!!」

「なんだ貴様は……黙だまっていろ！」

　突とつ如じよ笑い出した闇医者へ、一人が恫どう喝かつするが。

「ひ……ひいい……！　ここは、ボクのラボだからねぇ！　指図する権利はボクにある！　いやボクにしかない！　キミたちは侵おかすべからざる神聖なる領域に踏み込んでしまったのだ!!　嗚あ呼あ、なんという悲運！　ついにボクの秘密のアジトが露ろ見けんしてしまった！　かくなる上はもう!!」

　マンガ……とりわけギャグマンガに出てくるような、アンテナ一本に赤い丸ボタン一つだけのリモコンを高々と掲かかげる。

　凝ぎよう然ぜんとして、川村氏が彼に尋ねる。

「……ドクター。それは」

「もちろん自じ爆ばく装置だともッ!!　他に何があるというんだい!?」

　……。

「朱津、先生」

「……なんですか、川村さん」

「ここは。大人しく、彼らに従」

「だっ、だまらっしゃぇえああああああああッ!!　そうはさせなひぞぉおおおおおお!!　発破ぁあああああああああひぃやっひゃあああああああああああッ!!」




　カッ──!!




　　　　⑥




　朱津修人が隠かくれるアパート上空をホバリングしていたヘリの中。一階部分の半分が吹ふき飛んだのを見たリンデンバーグはきっかり三秒、啞あ然ぜんと固まってから、ようやく無線目め掛がけて怒ど鳴なり散らした。

「なっ……なにやっとんのですかあッ!?　大の大人が、隠おん、密みつ、行、動!!　の！　意味！　知らねえのかよ、ああッ!?」

《も、申し訳ありません！　ですが我々は今回のミッションに爆ばく薬やくを携けい行こうしていません……！》

「やかましい。口答えしないでください。ああもう。ああもう。……リンデンバーグより全無能どもへ。引き上げます」

　少し離はなれた場所で、早くも赤色灯が瞬またたき始めるのが見えた。警察か、消防か、救急かはともかく、もうこの場に止とどまってはいられない。いかに無比無類のテクノロジーを擁ようしていても、秘ひ匿とくしなければならないという制約だけはある。

　無線のスイッチから指を離して、リンデンバーグは吐息と共にベンチに腰こしを下ろす。大きなシリンダー型のポッドの中で、マックルがにこにこしていた。

「……なに笑ってるんですか。朱津君、あなたのせいでバラバラに吹っ飛んだかもしれないのですよ」

「まさか。あたしの信用している〝彼〟は、あんなテロ紛まがいのことは許さない人間よ」

「は？　でも、爆ばく発はつしたじゃないですか」

「でしょ。つまり、〝彼〟がやったのよ」

「な……」

　目から鱗うろこの論理に、リンデンバーグは言葉を詰つまらせた。

「だってほら。軽ライト装アー甲マーは吹っ飛ぶ。警察や消防が駆けつける。あなたたちは引き上げる……よくできてるじゃない」

　リンデンバーグはホルスターから端たん末まつを引き抜ぬき、今回の関係者一覧から『Ｈｉｄｅｏ Ｋａｗａｍｕｒａ』のデータベースにアクセスする。ごく一いつ般ぱん的な家庭に生まれ、ごく一般的な公的教育機関をハイスクールまで卒業した後は、進学も就職もなく、丸二年ほどの空白期間を置いて現在の役所勤めに至る……。

　この二年の間に何らかの特記事じ項こうがあったのは明白だが……〝組織〟の情じよう報ほう網もうが届いていないのだから、よほどうまく身を晦くらませたのだろう。いや、それ以前に、不自然なほど当たり障さわりのない経歴が逆にあからさまだった。さも害のない少年時代を歩んできました……という。実際はスラムやキャンプで育ったような、プロのアウトロー連中が使う経歴詐さ称しようだ。

　埒らちがあかないと、リンデンバーグは視線を上げた。

「……少し前に重ヘビー装アー甲マーとやり合ったって話を聞きましたが。そいつ、ナニモノなんですか」

「さあ。あなたは、なんて言えば納なつ得とくする？」

　妙みように楽しそうな……いや、嬉うれしそうか……顔をするマックルの表情が、からかわれているようで、リンデンバーグは横を向いて舌打ちした。

　そのとき、ヘリのオペレーターからの声。

《リンデンバーグ博士！　アパートから逃とう走そうした車両が北上中です！　現在、地上部隊が》

「追え。見失ったら投薬実験に参加してもらいます。もちろんベッドで寝ねてるだけでご飯をもらえる被ひ験けん者しやの方ですよ。ラクチンでいいですなぁ。明日あしたからもニンゲンらしくいたかったら、頑がん張ばって追い駆けてください」

《りっ、了りよう解かいっ……！》

　マックルが小さく笑っていた。

「まだ若いんだから。ニンゲンだとかニンゲンじゃないとか、悲しいことは言わないものよ」

「今回連れてきたのは私のクスリ欲ほしさに走り回る犬ばかりです。犬は犬、無能は無能、どう呼ぼうと私の勝手です」

　そう言ったリンデンバーグの髪かみの下には、額から後頭部までのぐるりを回る横一文字の手術跡あとがある。前髪の隙すき間まから薄うすく見えるそれを眺ながめながら、マックルは穏おだやかに微笑ほほえむ。




　　　　◆




「うん。うん。はい。はぁーい、オジサマ。じゃあね」

　携けい帯たい電でん話わで話し終えた後部座席のノアレに、運転席のヒデオは尋たずねた。

「局長は。なんと」

「あんまり人里離はなれた場所には行かないように、ですって」

　……ドクターの自爆装置のせいで、アパートの一階の半分が吹き飛んだ。幸いあそこに入居している里八、繁、世見子は今日はシフトでいなかった。もう一つ幸いだったのは、魔ま導どう性の爆発だったらしく、〝組織〟の連中は通路側へ、ヒデオたちは駐ちゆう車しや場側へ、死なない程度に壁かべごと吹っ飛ばされたことだ。

　現在はそうして着の身着のままボロボロのまま、クルマで逃走中だった。

　見える限り聞く限り、ボトボトと低い音のする妙なヘリコプターは追ってきていないようだったが……。

「……他ほかに。何か」

「アパートから煙けむりが上がっているのは見えたから、これから偉えらい人たち同士で話し合うみたいよ。都心部でテロ騒さわぎなんて言われると国家的な威い信しんがどうとかこうとか」

　もしかしたら、またあのロッジのときのように、ガス爆発事故の扱あつかいにでもなるのだろうか。

　とにかく、追って通達があるまで時間を潰つぶすしかあるまい。どこか落ち着いて隠れられる場所でもあればいいが、しかし一カ所にとどまるのもよくないかもしれない。

「すみません、僕のせいで……」

　となりの席で申し訳なさそうな顔をする修人に、ヒデオは頭かぶりを振ふった。

「いえ。どう考えても、悪いのは……」

〝組織〟が原因だが、より直接的には後ろの席にいる……。

「踏ふみ込まれたら自爆!!　秘密がばれたら自爆!!　やられるくらいなら自爆!!　最後の手段としての自爆！　そう!!　自らを爆するロマンがそこにあるじゃないか！　その日が来て、その時が訪おとずれた！　だから行った！　そのどこに非があるというんだいぃいいいい!!」

「行った、部分にです」

「……君も変わったねぇ。鈴すず蘭らんもねえ。昔はきゃあきゃあ言って、そりゃあ可愛かわいかったもんさぁ……」

　ドクターが珍めずらしく、寂さみしげに黄昏たそがれていた。何を言いたいのか察する気も起きなかったが、鈴蘭で思い出す。

「……社長の、家に。匿かくまってもらうのは」

「ダメ」

　言ったのは後ろの、ドクターの隣となりにいるノアレだった。

「なぜ」

「あそこの連中、チートすぎ。つまんない」

「いや。人の、命が。かかっているのにそんな」

　ドクターが小さく笑った。

「実はあんまりそうでもないんだよねぇ」

「何がよ」

「貴たか瀬せは神殺し四家の当代だよ。半分は第四世界の住人だからねぇ……基本的に、そのチカラを振ふるう対象は、同じ世界の住人でなければダメなんだよ。睡蓮と同じなのさ。表社会や裏社会程度の脅きよう威いに対してはそのチカラを行使しないよう、そして伊い織おり家で飼っているみーこ様たちのような存在にそれを行使させないよう、管理する。それが伊織家に課せられた役目だからねぇ……魔ま力りよくを持っているようなモンスターや魔人の相手はＯＫだけど、今だとただのギャングや兵隊はＮＧだったはずさぁ」

　今だと。

　前は、軍隊やギャング相手でもよかったのだろうか。そう言えば花か果か菜なの家に行ったとき、戦中はどうとか……。

　ノアレが首を傾かしげた。

「要はファンタジーな問題じゃなきゃ、協力できないってこと？」

「もう少し現実味のあるオカルトくらいまでは、許容してくれるんじゃないのかい？　睡蓮もそこまでの活動は、上から認められているようだからねぇ」

　では〝組織〟はどうか。

　確かにフォースの高校生らは精せい霊れいを扱っていたが、現状、それ以外については静音型のヘリだの、マシンガンだの……単に最さい先せん端たん科学的なものを使っているというだけの存在だ。隔かく離り閉へい鎖さ都市の地下ダンジョンにいたような本物のモンスターを放ったり、エルシアのような本物の魔ま法ほうを使うわけではない。

　ヒデオは言った。

「宇宙海兵隊は、ＳＦ……ということですか」

「ひひ。まあ、タテマエはねぇ……けど、所しよ詮せんはキミたちヒトの子が決めたルールさ。詳くわしくはキミたち同士が決めることだよ」

　つまり、それが世界の摂せつ理りというのではない。状じよう況きよう如何いかんによっては、特例があるかもしれない。

　ヒデオは言った。

「ノアレ。一応……、電話で。聞いてみて欲しい」

「あのねぇヒデオ。言っちゃ何だけど私って結構スゴイのよ」

　知ってる。

「あっちで言うところのロソ・ノアレ。こっちで言えばアンリ・マンユなのよ」

　それも知ってる。だからなんだ。

「そんなね、端末とは言え億千万の闇やみの一部である私みたいな超ちようスゴイ精霊にたまに命じたと思えば電話って。うふふ電話ってなに。なにさ。あんた私のなんなのさ」

　契けい約やく者ですが……。

　ちょっと怒おこらせてしまったらしい。

「いや、しかし。〝組織〟が、追ってきている可能性もある。今は。曲げて、なんとか……」

「はいはい電話ね。電話すればいいのよね～。厄やつ介かいごとは全部魔まつ殺さつ商しよう会かいに丸投げして、自分は公務員として当たり障りのない余生を送っていくのね～」

　ノアレの言葉が……重い。

「しかし、できる限りの、ことは」

「……あ、もしもし社長。え、鈴蘭？　うん、私ノアレ～。……電話番してたの？　総そう帥すいなのに？　ふんふん……ふーん。ひどーい。実は私も今ね、ヒデオに言われて。お前なんか電話の精霊で充じゆう分ぶんだって。……そう。ねー。そう、調子乗っちゃってー」

　おいおいおいおいおいおい。

「わかっ、わかりましたノアレさ」

「あ、それで話っていうのは、魔殺商会ってファンタジーとかオカルト絡がらみじゃないと動けないの？　ううん、別に暗殺とかじゃなくて……やだぁ、だってヒデオなんてそんな、私イチコロだもんウフフ。そうじゃなくて、黒瀬麻衣って、今そっちでお世話になってる。うん、その〝組織〟から、今度は精霊工学のセンセイが逃にげてきて。うんうん」

　固かた唾ずを吞のんで耳を澄すますと、鈴蘭の声が漏もれ聞こえてきた。

《……うーん、それだとねー。確かに大手を振るって暴れるなら、闇の世界に片足突つっ込んでるくらいじゃないと。裏で魔ま法ほう使つかいが糸を操あやつっているとか？　精霊だったら……召しよう喚かん師っていうの？　そういう人が研究に協力してるとか、かなぁ》

　ノアレの視線を受けた修人が、首を横に振った。

「僕の知る限り、エンジニアは科学者だけです。得体の知れない組織なので、どの部分に誰だれが関かかわっているか、定さだかではありませんが……最も非科学的な研究をしていたのは、僕だったはずです」

「ニュアンスからすると、いないみたいね」

《そう？　じゃあいつもの装備だね》

　えっ。

「えっ、て。ヒデオが」

《いやいや。だからフツーの連中相手にするなら、別に魔法とかいらないし、フツーの武器持ってけばいいじゃない。ロケランとＭ16。とりあえず、麻衣ちゃんの言ってたフネ？　ヤッちゃう？　ヤッちゃうんだよね？　ね？》

　途と端たんに声がウキウキしてきた。この人はやっぱりダメやもしれぬ。

「ノアレ。電話は、もう」

「やるそうよ、総帥」

　……。

《おお？　冗じよう談だんで言ったのに、控ひかえ目で地味なヒデオくんにしては珍しいね……なんかあったの？　そ、そのセンセイと男のゆゆ、友情、みたいな？　さっきちょっとイケメンぽい声がしたし》

　イケメンぽい声がしたから何だ。

「それは知らないけど、仲のいい精霊が捕つかまってるのよ。ね、ヒデオ」

「……っ」

　そう言われると誤ご魔ま化かせない。逃げられない。そもそも、逃げてはいけない問題のはずだ。

　ノアレが差し出した電話に耳だけ当てて、ヒデオは言った。

「局長が。神しん霊れい班としての対応を現在協議中であり、返事を待っているところですが。ひとまず、朱津博士だけでも」

《……ひょっとして、いまニュースでやってる都心で爆ばく発はつ事故っていう。これ？》

「それは……、僕ではなく。ドクターですが」

　と、ややも会話に意識を割さいていたせいで気付くのが遅おくれたが。

「川村さん……！」

　修人の声にはっとなる。追い越こすと思った後ろのクルマが、ぴたりと横に張り付いた。スモークウィンドウが降りて銃じゆう口こうが覗のぞいた瞬しゆん間かん、ヒデオはブレーキを蹴けった。

　ハリウッド映画で見るような、火花と、金切り音と、蜘く蛛もの巣す状にヒビが走るフロントガラス。

　無む茶ちやだ。

「美み奈な子こじゃないものね」

　そうだ。ついでに言えば鈴蘭でもないしクラリカでもない。全身にどっと冷や汗あせを感じながらハンドルを切る。

　切った先を少し進むと、同じような雰ふん囲い気きの違ちがうクルマが、横よこ滑すべりして車道を塞ふさぐ。やむを得ずまた別の道に入る。

　修人が叫さけんだ。

「ひょっとしたら、どこかに誘ゆう導どうされているのでは……!?」

　死ぬのか。死ぬくらいなら赤信号を無視して警察に捕まるか。いや、映画は映画、ゲームはゲームであって、信号無視なんかしたら連中の銃じゆう弾だんより先に事故で死ぬかもしれない。自分はともかく同乗者や、いやまさか歩行者を跳はねたなんていったら申し訳のしようも……。

「……。」




　ぷしゅーっ……。




　スイッチの切れたように、ヒデオはアクセルを緩ゆるめた。法定速度＋αまで車速を落とす。

「ちょ。ヒデオ」

「敵が危ない連中なのはいいが。自分が危ないことをするのは、ダメだ」

　世の中に何をやってもうまくいくクラスの人気者タイプと、調子に乗った瞬間に恥はずかしい失敗を晒さらす底辺タイプがいるとすれば、間ま違ちがいなく自分は後者だ。

《もしもし？　どうしたの？》

「えっとね総帥……襲しゆう撃げきされたんだけど、ヒデオがオーバーヒートしちゃって。すごく地味に」

《あー。地味そう。今どの辺？　迎むかえに行ってあげるよ》

「えーと、ここは……」

　フルサイズバンが前に回り込んでブレーキをかけてきたが、ヒデオはウインカーを出して対向車線に出て追い越した。法定速度内で。

「……ええっと、ここだとまだ、川かわ崎さきに入った辺りだと思いますが……」

「ありがと、センセ。川崎の海の近く。あ、埠ふ頭とう埠頭。工場とかいっぱい見えるわぁ」

　再び追い抜ぬいたフルサイズバンが、今度はクルマを真横にして道をふさいだ。

　が、大型トレーラーも頻ひん繁ぱんに往来する沿岸工業地帯は道も広く造成してある。ウインカーを出すと、ヒデオはそのクルマの横を素す通どおりした。もちろん最徐じよ行こうで。
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「遊んでんじゃねえぞっコラぁッ!!　ナメられてどうすんですか。ナメられてるんですよ。しっかりしてくださいよ、お願いですから」

《す、すみませんリンデンバーグ博士っ……！　しかし、朱津博士の安全のためにこれ以上の発はつ砲ぽうは禁止と……》

「当たり前です。朱津君が死んだらあんたらの脳ミソ百個並べても足らんのですからして」

　当初は人目に付かない埠頭の方へ誘導する予定だったが、発砲したら車速を落とした。しかしそのまま止まるかと思ったらなかなか止まらない。

　こうなると追う方としても、何か企たくらんでいるのではないかと不安になる。何せ自分たちごと部屋を爆ばく破はするようなイカレた連中だ。捨て鉢ばちになられて朱津博士に何かあったら、今度は自分たちがリンデンバーグに何をされるかわからない。

　現在、地上部隊は三台の車両で追っているが、全部で囲むと何かあったときに救助や証しよう拠こ隠いん滅めつといった対応ができなくなる。

「二号車、体当たりで止めてください。何かあってもショック死までなら蘇そ生せい薬で生き返らせてあげます。でもできないなら全員、」

《り、了りよう解かい、突とつ撃げきします……！》

　端たん末まつのモニター、ヘリのガンカメラからの映像内で、すぐさま一台が側面から激げき突とつした。修人を乗せたクルマを、そのまま車道から押し出すように……工場か何かの建設現場のフェンスに突っ込み、ようやく止まった。

「ほら。簡単じゃないですか。何やってんだか、全く……」

《博士……！》

「はい。あんたたち、いちいち私みたいなお子様に指示仰あおがないと何もできないのですか」

《いえ、しかし……連中、朱津博士を人ひと質じちに、銃じゆうのようなものを突き付けています》

　……。

「それは予想外でしたなぁ……」

　リンデンバーグは宙を仰いで、自分の額をピシャリと叩たたいた。どこまで規格外というか想定外というか常識外というか。

　シリンダーの中でくつろぐマックルが尋たずねてきた。

「なに、なに。どうしたの？」

「川村ナニガシ君が、朱津君を人質に取ったのです」

　モニターに指を滑すべらせ、ガンカメラの映像を拡大する。地上部隊がリンデンバーグの返事を待つ間に、クルマを降りた目付きの悪い男は修人へ銃のようなものを当てたまま、走り出す。それに続くのは、白衣に長ちよう髪はつの男と、黒いワンピース姿の女の子。地上部隊がカワムラ某なにがしを刺し激げきしないよう、慎しん重ちようにそれを追う。

「あらら。苦くるし紛まぎれね」

「ですよね。……私から無能どもへ、実力を行使してでも足止めしてください。話を聞きたいので全員生いけ捕どりが好ましいですが、最悪、朱津君以外は死んでも構いません」

《……最悪、というのは》

「行けっ、つったんですけど聞こえましたか？」

《り、了解しました、博士……！》
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　余程大きな工場が建つ場所らしく、逃げる場所も隠かくれる場所も多分にあったが……。

　車両一台につき、戦せん闘とう員は四人ほどか。あのときの宇宙海兵隊ほど重じゆう装そう甲こうではないが、胸部や腹部、手足の外側などを似たような雰囲気のプロテクターで覆おおっている。

「止まれ！　止まらんと発砲するぞ！」

「ひぃ、ひいぃ、ボボ、ボクのことは構わず、先に行けへぇええ……！」

　足止め云うん々ぬん以前にまず、ドクターが音を上げた。

　いや多分この人は人間ではないと思うのだが、キャラ的にマッドサイエンティストであり、体力がないようだった。

「はぁ、はぁ、はは、すみません、僕も……、はぁ、はぁ……」

　朱津博士も聞く限り研究者であり、スレンダーな見た目通りに体力がないようだった。

「……。はぁ。はぁ。しかし、……ええ」

　当たり前だが、ヒキコモリも体力はない。

　睡蓮のおかげで瞬間的に無茶は利きくようになったが、食が細いせいでスタミナ自体はさほどなかった。男二人抱かかえて走れるようなパワーなんてもちろんなかった。

「なんっ！　なんなの!!　ダメ過ぎるにもほどがあるでしょこのパーティー!!　しかもよりによって男三人って!!　よりにもよって男三人って!!　挙げ句に全部インドア派とかハリウッドだったら企き画かくすら通んないんじゃないの!?　どうするのよ!!」

　……どうしましょうね。

「私が先に聞いたんですよ、閣下!?」

　とりあえずジョギング気味に、鉄筋で組み上げられた建設中のビル、積み上げられた建設資材の陰かげまで行き息を整える。

　走れないのは致ち命めい的てきだった。動かなければあっという間に包囲される。かと言って……鉄筋はすでに地上数階ほどまで組まれているが、上に逃にげては袋ふくろのネズミだ。まだ床ゆかもない足場だけの吹ふき抜けであるから、銃じゆう撃げきからも身を隠し切れまい。

　ボトボトボトボトと、例のヘリコプターが高度を落としてきた。遮しや蔽へい物越ごしになるので直接は見えなかったが、吹き荒あれる風や砂すな埃ぼこりの舞まい方から、近場に着陸したようだった。

《あー、あー。あー。聞こえますか、川村ナニガシ君。私は朱津君の同どう僚りようの科学者で、リンデンバーグという者です。あなたたちは完全に包囲されています。朱津君を解放して大人しく投降しなさい》

　拡声機を通したそれは意外にも、女……それも子供のような女の子の声だった。

《朱津君も、そこにいる人たちがミンチになるところを見たくなかったら、自発的に逃げようとかしてみてください》

　なかなか容よう赦しやのないことを言ってくれる。

　勧かん告こくをするということは、向こうも実力行使は避さけたいということだろうか。いや、実力行使されたら戦うすべのないこちらはアウト。安全圏けんなのは交こう渉しようする気がある今が最後と考えるべきだ。

《返事がありませんね。死にたいのですか？》

「……判断は閣下に任せるけどね」

　ヒデオは手にしたノアレナントカ～に視線を落とす。

　覚かく悟ごを決めたように修人が顔を上げた。

「僕が出ます。少なくとも、川村さんたちに危害が及およばないように交渉できるはずです」

「いえ。向こうに話を聞く気が、あるのなら……まず、僕が話を。それで、最悪の場合は……申し訳ありませんが、博士に」

「……わかりました、そのときはそのときです。では、まずは川村さんにお任せします」

　修人と頷うなずき合って後、ヒデオは一人物陰から顔を覗のぞかせた。扇おうぎ状じように……何人いる？　追ってきた何台かのクルマの他ほかに、ヘリにも乗っていたのだろうか。

　ふと気付いたことには誰だれもライトを付けていない。ヘリでさえ無灯火のままだ。夜目……というより、ヘルメットについたゴーグルの性能なのか。

「……話が、ある」

《こっちにはありません。朱津君を出しなさい》

　目を凝こらせば拡声機を持っているシルエットは驚おどろいたことに、まだ子供のような背格好の女の子だった。背にしたヘリのローターに白衣のようなものをはためかせている。

「……マックルを、解放しろ。朱津博士も、話はそれからだと言っている」

《しかしマックルイェーガーをいま解放すると消えますよ。私たちは彼女を捕とらえたのではありません。保護しているのです》

「それは詭き弁べんです！」

　修人が積んである資材の陰から叫さけんだ。

「あなたたちは、彼女の力を安易に軍事転用しようとしている！」

《もっと前向きに考えてください、朱津君。どうせ消えるならマックルイェーガーが存在した証あかしとして、そのパリティだけでも保存しようって話じゃないですか》

「綺き麗れい事を言わないでください……！」

《では待ちますか。マックルイェーガーという精せい霊れい体を意識ごと完全保存できる、ニンゲンで言うところの不老不死的なテクノロジーが確立されるまで。十年先か二十年先かわかりませんけど……待つとしたって、じゃあその十年後二十年後まで、マックルイェーガーをどう保存しておきますか》

「それは……！」

《マックルイェーガーは、朱津君が〝組織〟の協力で開発したポッドと、外部からの霊レージ力エンスの供給なしでは、もう一年と姿を保てない。レポートにそう記したのは朱津君じゃあないですか。マックルイェーガーと一いつ緒しよに〝組織〟を抜け出し、それからの一年でどうするつもりですか。貧相なアパートで仲むつまじくおママゴトにでも興じて、それでどうします。私が見た感じ、マックルイェーガーというのはそんなことで満たされるようなタマに思えないのですけど》

「……っ……」

　修人が歯は嚙がみする。

　他方のヒデオはずけずけと明かされる真実に翻ほん弄ろうされながらも、言い得えて妙みような気分を味わっていた。マックルのあけすけな笑え顔がお。奔ほん放ぽうな言動。確かにおママゴトでは納なつ得とくしないだろう。匿かくまったところで、きっとノラネコのように気ままに、そのアパートを抜ぬけ出してしまうに違ちがいない。その方が、彼女らしい。

《ま、ね。方法がないわけじゃあないのよ》

　マックルの声だった。

　もう一度目を凝らすと、後方、ヘリの荷室の中に透とう明めいなシリンダー型のポッドがあり、その中に彼女が浸ひたるか、浮うかぶかしているようにみえた。声は、シリンダー内にあるマイクから通されているのだろう。

《余計なこと言われると困りますが》

《大だい丈じよう夫ぶよ、リンデンバーグ。私は真実しか言わない》

《……じゃあどうぞ》

　マックルは咳せき払ばらい一つ。

《デカい戦争が起きればいいのよ。馬ば鹿かデカイやつね。第三次世界大戦と呼ばれるような。あたしってば、銃の神さまだからね》

　……歌や物語で、たまに、世界中を敵に回してでも、というようなことを聞くが。ここまでファンタジックかつ直接的な想定はないだろう。敵に回すまではともかく、結果が全人類の不幸というのでは、いくら何でもハードルが高すぎる。

　修人は絞しぼり出すように言った。

「……そんなことをしなくても、延命はできるんです。フォースの凪木君たちに小さな霊れい体たいを集めてもらっていたのは、そういうことなんですから。ですが……〝組織〟は、それをもう待たないと……」

　長期的な観察よりも、短期的な成果が欲しいということだろうか。それを急がせるための刺し客かくがあの小さな女の子博士とその兵隊……。

《ちょっと話を変えましょうか。朱津君。あなたの妹さんが生き長らえているのは、〝組織〟の開発した新薬が最初から延命目的のものであるからです。言わば妹さんはどこまで生きられるかの実験台だから、生きられるだけ生きてもらっているのです。ですけどマックルイェーガーはそういうためのものではありません》

　修人が思わず姿を晒さらして、叫んだ。

「いいえ、第一人者である僕が、それを認めません！　精霊とは、少なくとも彼女は、我々人類の良き隣りん人じん、良きパートナーとして共に……！」

《やれ》

　声にヒデオが振ふり返ったときには、すぐそこにプロテクター付きの兵士が二人いて、修人の首筋に銃型の注イン射ジエク器ターを撃うち込んでいた。

　やられた。向こうは話を聞くフリをして注意を惹ひき、その間に兵隊を回り込ませていたのだ。

（っ……）

　インジェクターを持った方はそのまま修人の体を抱え、もう一人の方はマシンガンをヒデオへ向けている。至近距きよ離りだ。

《上出来です。そのまま死んでも朱津君だけは連れ帰ってこい。川村某なにがし君は殺してよし》

　考える暇ひまはない。武器はこれしかないのだ。

　ヒデオは、ノアレスペシャルＬｉｍｉｔｅｄファクトリーエディションＶｅｒ．２チャレンジの引き金を引き絞った。
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　ごちーんっ!!

「きゃーっ!?」

　響ひびき渡わたる、ノアレの悲鳴。

　何が起きたのか。

　……。

《な……何してんですか!?》

「わか、わかりません博士っ！　女の子がっ……！」

《いいから朱津君連れてこいっ！　はーやーくっ!!》

「は、はいっ……！」

　修人を抱えた方は走り出す。撃たれた方も起き上がって走り出す。その後には、銃じゆう弾だんや何かではなく……目を回したノアレが倒たおれ伏ふしていた。

《よし、勝った勝った！　走れ！　他は全員射しや撃げき準備！　殺して埋うめたら帰ってパーティーです！　好きなクスリを好きなだけ食わせてやりますよーッ！》

　ＨｅｌｌＹｅａｈｈｈｈ……！　みたいな声が上がる。

　ヒデオは真っ直すぐ、声より、気持ちで貫つらぬくように言った。

「君はそれでいいのか、マックル！」

　このまま消えていいのかと。

〝よくはない！〟

　とても彼女らしい答えを胸きよう裡りに感じて、ヒデオは再び、走り去る敵兵の背中にノアレスペシャルの照準を合わせた。これは、完かん膚ぷ無なきまでの非殺傷兵器だ。

　なぜなら。

「倒れろっ」

　引き金を引くと、『闇あん理りノアレ』が弾だん丸がんとして飛んでいく。

　普ふ段だんは軽そうにふわふわしているが、銃弾のごとき速度ですっ飛ぶとそれなりの質量はあるようで、ごちーん!!　とぶつかってひと一人を打ちのめすに充じゆう分ぶんなくらいの威い力りよくを発揮した。

　原理はよくわからない。

　きっと理解できないのでどうでもいい。

　修人を抱かかえていた敵兵は倒れ、修人の体は投げ出された。

《撃ち方やめぇッ!!　誰でもいいから朱津君を拾え！　川村ボウを殺せ！　そして帰りましょう！》

　修人へ群がる片かたっ端ぱしから、ごちーん!!　ごちーん!!　とノアレを撃ち込んでいく。打ち出されたノアレは目を回して倒れたままなので、新たに撃ち出されるたびにノアレの個体が増えていくが、新しいノアレがどこから装そう塡てんされているかなんて気にしない。きっと気にした瞬しゆん間かんに負ける。気にしている場合ではないからだ。

　それはまるで、３Ｄシューティングで、当たり判定の馬鹿でかい弾数無限のロケットパンチでも乱射しているようなチート的爽そう快かい感かんがあった。

「これは、最高です。ドクター」

　ヒデオが思わず率そつ直ちよくな感想を述べると、成り行きを隠かくれて見守っていた彼は。

「……む、むふぅ、むっぎゅおっほあああああああああっ!!　ぼっぼぼぼぼぼぼぼボクぁ褒ほめられるために何かを作ってるわけじゃあ、ないっ!!　そんな安っぽい自己顕けん示じ欲よく丸出しっ子な連中と一緒にしないでくれたまえよきっっきききき君という貴様はマッドサイエンティストを!!　馬鹿にしているのかッ!!　馬鹿にしているのか!!　馬鹿にしているのかぁあああああああきひゃああああああああああああッッッ!!」

　はっは。

　ごちーん[image: !!!!]　ごちーん!!　ごちーん!!　ごちーん!!

　はっはっはっはっは。

〝ヒデオ〟

　マックルの声がした。胸の裡うちに。

〝ヒデオ、あたしは消えるわ。それは事実だとしても、消え方は選びたい。でも、人間に生み出された私だから、それを人間に選んで欲しいとも思うの〟

　なら、人として、君を助けに行く。

　リンデンバーグの考え方よりも、最後に修人が叫んだことの方が、きっと人間らしいと思う。人として。一人の友人として、君がよくないと言うのであれば……君が納得できるように、助けに行く。

〝そう。じゃあ、きっとそれが……人間なのね〟

　……マックル？

　だが寂さみしげなその声を最後に、彼女の声は聞こえなくなった。

　そして気付いたときには、ノアレにノックアウトされた兵士たちが右往左往していた。

「は、博士！　なんなんですか、この少女は!?　ここ、この、少女の山は!?　これも〝組織〟の技術なのですか……!?」

「いくら俺たちだって、子供を投げて遊ぶようなことはしない！　しない！　しない！　あ、あ、あ、あ、あっ……！」

《わ、わかった！　わかりましたから！　私だってなんか超ちよう怖こわいですッ!!　クローンなんて〝組織〟でもまだそんなっ……帰ります！　帰ります！》

　クスリのせいで精神状態が不安定なのか、こんな愉ゆ快かいな光景に敵兵たちは半ば恐きよう慌こう状態に陥おちいり戦意を喪そう失しつ、健常な者は倒れた者を引きずるようにして、あたふたと撤てつ退たいしていった。

　ただ、ヒデオの方も敵からの牽けん制せい射で近付くこともできず、結局修人を連れ去られてしまった。敵兵のクルマも、マックルを乗せたヘリも、ヒデオが追いかけるよりずっと早く遠ざかっていく。

　諦あきらめて、足を止めて、息を整え……夜空を見上げ、ヒデオは溜ため息いきをつく。

（………そう、か）

　マックルは、消えるのか。

　そういう、寿じゆ命みよう……なのだろうか。精せい霊れい。カミにも、そういうものがあるのだろうか。

　出会ったばかりなのに、という気がする。でも彼女にしたら、長い旅路の行き着いた果てが、ここだったというだけなのかもしれない……。

「何一人でかっこつけてんのよ。そんなに楽しかったですか、閣下」

「……いえ。そんな、には」

　振り返ると闇の精霊らしい真っ黒いオーラを揺ゆらめかせたノアレが、ゆらゆらと揺らいでいた。

「「「あらあら私はあれほどまで身を挺ていしましたのに、お楽しみ頂けなかったのですか」」」

　という声が、背後から十数人分ハモって近付いてきた。

「とても。痛快、でしたので」

「「「「「あらあら私どもはとてもとても痛かったですのに閣下はそれが愉快でならなかったのですか」」」」」

　というノアレの声が、数十人分ほどハモって押し寄せてきた。

　気がつくと、見み渡わたす限かぎり三六〇度オール・ノアレ状態だった。

　なぜ、こんなに無む駄だ弾だまを撃ってしまったのか。

「「「「「「無駄って言うなぁ!!」」」」」」

　計四十八発分のノアレの罵ば倒とうとともに、ヒデオは四十八発のあらゆる体たい罰ばつを受けた。




　　　　◆




「おら」

「オラ」

「おらおら」

「エセ科学者」

「偽にせ科学者さん」

「魔ま導どう力とか使ってる時点で科学者とは呼べないただの変な人さん」

「ひっ、ひいいいいいっ……!?　それは、それは言わないお約束だろぅおおおおおおおおおおおぅ……!?」

　ヒデオが目を覚ますと、同一個体系暗黒精霊ユニット・ＡエーＮエヌＲアール[image: 48]フオーテイーエイトの数はだいぶ減っていたが、まだ十数人ほどの闇理ノアレがドクターを取り囲み殴なぐる蹴ける蔑さげすむ貶おとしめる等の暴行、恐きよう喝かつ、迫はく害がいを加えていた。

[image: ]

「おや閣下、やっとお目覚め……おい寝ねたふりするな！」

　まあ、時間が経たてば減るとわかっただけでも僥ぎよう倖こうだが……そうしてドクターと二人、ボロボロの姿で正座しているところに鈴蘭が覆ふく面めん戦せん闘とう員を連れて現れた。

「……ああん。もう終わっちゃった？」

　ああんって。

「終わり、ましたが」

「………ところでノアレちゃんてこんなにたくさんいたっけ？」

　まだ九人ほどノアレが残っていたが。

　結局、笑える見た目ならいいのか……というノアレからの一連の質問には、こう答えるしかない。

　それでも必要であるのだから、正しく使うしかない。どうしようもなく銃じゆうや兵器がある社会を、法で律するように。台所にある包丁やガスを料理にしか使わないように。自分は、自分にある力を正しく使うと固く決意するしかない。

　五人まで減ったノアレの中のどれかが言った。

「そう。ならそれでいいんじゃないの」

「私は不満だけどね」

「あ、私も」

「クレームよ。クレームを付けて返品しましょう」

「よくもこんな不良品を摑つかませたわね」

「ほら、さっさと作り直してよ変な人」

「ちっ、ちちっ、違ちがぁう！　これは、当初から意図して設計されたこのノアレスペシャルＬｉｍｉｔｅｄファクトリーエディションＶｅｒ．２チャレンジの仕様であって決して僕の失敗では……ないっ[image: !!!!]」

「暗黒ぱーんち」

「暗黒きーっく」

「かーらーのー」

「雪崩なだれ式暗黒裏ふらんけんしゅたいなー」

　打だ撃げきのコンボで高度三メートルほどの高さまで浮ういたドクターの体が、頭から逆落としに地面にめり込んだ。
















　　　　①




　時間をさかのぼり、霧きり也や、ナイト、水みず姫き、三人で見み舞まいに行ったときのこと。

　ベッドの上で、記き憶おくを失った美み野の里りがこう言った。

「あのさ、じゃあ、せっかくこうして知り合いに……っていうか私が忘れてるだけっぽいんだけど、どこか一いつ緒しよに遊びに行こうよ」

　そういう明るさ。前向きな物もの怖おじのなさが、記憶など関係無く彼女に備わった本質なのだろう。

　なんだかんだで時間は過ぎて十二月に入ってしまったが、土曜日、高校生たちは四人で街に繰くり出すことになった。

　繰り出して……店先を眺ながめながらデパートのエスカレーターを上がったり、下がったり、映画を見たり、何をするでもなくショッピングモールを歩いたりして、カフェテラスで一息。

「……なんかさ」

　美野里が微び妙みような表情で切り出した。

「三人とも……距きよ離り感かんが微妙だよね」

　もう十二月だったが、ぽかぽか、日差しの暖かい日だった。

　ブレンドコーヒーを手にした霧也と、ミルクセーキを手にしたナイトと、レモンティーを手にした水姫が、その手を止めて顔を見合わせる。

　そもそも霧也とナイトは、一応の決着を付けたとはいえ精神的な和解にまで至ったわけではない。マイペースな水姫はそんな二人のイデオロギーに我関せずで、距離を置くではないが、立ち入ろうともしない。

　しかし『フォース』というそもそものキッカケや事情を、脱だつ退たいしてしまった美野里に詳くわしく話すわけにもいかず……自然と醸じよう成せいされる、よそよそしさ。微妙な距離感。

　取り繕つくろうように霧也は言った。

「……まあ、俺たちはつまり……成り行きで集まった……その、……だな」

　それをフォローするように、頰ほお杖づえ突いたナイトが道行く人波を眺めながら呟つぶやく。

「盟約により背負わされし呪のろわれた因果ってヤツさ」

「ワケわかんな～い」

　水姫がお愛あい想そ的にコロコロと笑い出す。

　これが一サイクル。かれこれ、もう五サイクル目くらいだろうか。でも美野里は飽あきるでも、呆あきれるでもなく、レモンスカッシュのストローを咥くわえたまま、ふやけたような顔で微笑ほほえむ。

「うふふ、でも嬉うれしいなぁ。いっぺんに三人も親友ができるなんて……」

　三人は、ふと瞬まばたきする。

「親友……？」

　と、気付いたように水姫が言った。

　気付いたように美野里が手を左右に振ふった。

「えっ……、あ、ごめんね。そんな、忘れちゃうような人間に親友とか言われても……めーわくだよね。私ってばどうも気分屋って言うか、思い込むと周りが見えなくなってうざがられるとかたまに……いや、よく……？　学校でもあったりして……」

　ああ……と、それについては三者三様に想像して納なつ得とくした。とりあえず、前と変わらず大きな声でよく喋しやべるし。

「でも……覚えてるわけじゃないんだけど、水姫ちゃんたちとは、なんか……ただクラスメートだから、とかじゃなくて……もっと本気でものを言い合える……言い合ったような……、それでも一緒にいられる、特別な友達だったような気がして。うん。きっと、そんな友達がいた気がするの。バクゼンとだけど。まあ、なんとなく」

　じゅるここコ……。

　氷だけのグラスの中で、吸い上げるもののなくなったストローが水音を立てる。

「……ああ。そうだったぜ」

「やっぱり！　ほんとに!?」

　あっさりと肯こう定ていしたナイトに、手を打って笑えみを浮かべる美野里。霧也が異を唱える。

「お、おいナイト……お前……」

「事実じゃないのか。実際俺たちは今、ここにこうして前と変わらず雁がん首くびを揃そろえている……いや、以前は任ミツ務シヨン以外で顔を合わせるなんてことはなかったはずだ。それがあれだけ派手にやり合ったってのに、懲こりずにまたこうして集まっている」

「そう？　バーベキュー行ったじゃない？　霧也君の家の別べつ荘そう」

　首を傾かしげる水姫へ、霧也が否定した。

「あれは、彼女に誘さそわれたから集まっただけだ。いま思えば、あれもひどい欺ぎ瞞まんだった」

　美野里がきょとんと言った。

「えっ……。霧也君て彼女いるんだ。今日一緒に連れてくればよかったのに」

「は？　何の勘かん違ちがいをしている。彼女というのは符ふ丁ちようで、つまり……」

　マックルイェーガーのことは、口外できない。まあ言っても、予備知識がなければ理解できない。

　はっ、と美野里が自分の口を押さえた。

「あ……。ご……ごめんね、もう別れちゃったとか……？　あたし、いっつもそういう気が回らなくてさ……いやぁ……。アハハ」

「だから、違ちがう、いま話しているのはそういうことじゃなくてだ……！　おい、一人で納得するな！」

　美野里の微妙にうざったいところとか、霧也の必要以上に真面目まじめなところとか。

「ほらな。以前なら、そろそろ二人のオーラが極リミ点ツト突バー破ストしてお互たがい不視断絶シカトに入るところだぜ」

「ほんとだね～」

　ナイトの世界観を崩くずさないところとか、水姫の当たり障さわりない適当な相あい槌づちとか。

　陽気は良いが、暖かいのも昼のうちだけだ。

　道行く人々の装いはダウンジャケットやマフラーの目立つ冬模様。

　コツコツ、ヒールの高いブーツの音が近付いてきて、コツン、すぐ側に止まった。

「ここに集まっているのはオートラインが主しゆ宰さいする人工精せい霊れい体のプロジェクトチーム、『フォース』の皆さんで間ま違ちがいありませんか」

　同じテーブルを囲う四人が見上げると、自分たちと変わらぬ年とし頃ごろの少女が、明るく、潑はつ剌らつとした表情で立っていた。霧也が眼鏡に手をやりながら、油断なく訝いぶかしむ。

「君は……誰だれだ？　なぜそれを知っている」

　しかもそれを、白昼堂々たるものだ。

「〝組織〟、と言えばわかってもらえますか？　と言っても、私もその組織がどういうなんなのかまでは、わからないんですけどね」

　おどけたような少女の笑顔に、ナイトは首を傾げつつ問いかける。

「なら、お前も構成員メンバーではなく、さしずめ〝組織〟からの託メツ宣セン者ジヤー、といったところか？」

「そうですね。今日の目的としてはそんな感じで」

「とぼけるならいいさ……それで、俺たちに何の用だ」

　少女は他ほかのテーブルから空いている椅い子すを引っ張ってきて、霧也たちのテーブルに割り込んだ。

「私と同い年くらいなんですってね、皆さん。だったら単刀直入に、腹を割って話しましょう」

　狸たぬきオヤジが料りよう亭ていに集つどっているわけではない。端はたから見れば高校生たちのお茶会に、新たな友達が加わったくらいの自然さだった。

　会話の内容を抜ぬかせば、だが。

「腹を割った話ってのはなんだ。単刀直入というのなら、余計な前置きはいらないぜ」

　言われた少女は望むところとばかりにテーブルに手を置き、軽く身を乗り出す。

「一つめ。私たちは、科学の進歩が正しいことだと信じています」

　少女は続けた。

「二つ。私たちはマックルイェーガーを持っています」

　少女は微笑む。

「三つ。私はやっぱり、川かわ村むらヒデオが欲しい……！」




　　　　②




　小さな女の子博士、リンデンバーグとの対たい峙じから半日が過ぎて昼。神しん霊れい班のオフィスでヒデオは報告する。

「僕も。どうかとは、思いますが。人体実験のような話も、していました」

「〝組織〟……。なるほど、また例の〝組織〟か……」

　どう手を着けていいか見当を付けかねた那な田たの様子。里さと八やが独りごちるように言った。

「超ちよう科学的なテクノロジーを持ち、それを多方面へバラ撒まき、薬物の製造にも着手し、銃じゆう器きやヘリコプターの製造まで手がける……もしそれが全すべて可能というのであれば、規模としては犯罪組織などというより、国家そのものではないのか」

　一方でまた、那田は首を傾げた。

「規模としては確かにそうだ。だが、国というのはそれを囲む他の国々から常に監かん視しされている。そんな犯罪組織のように特異な国家が隣となりにあるとなれば、良かれ悪かれ、放って置かれはしないだろう」

　そして今のところ、そういった国というのは他の一いつ般ぱん的な国からも距離を置き、また置かれているので、国家としてさほど豊かには発展していないのが実情だ。

　仮に企き業ぎように技術を提供するくらいであれば、その国はもちろん、すでにそれらを実用化しているだろうが、そんなことをどこかの国が開発したというニュースは、当たり前のように聞こえてこない。

　繁しげるが頰杖しながら言った。

「ま、ヒデオ君たちがあの島で見たっていうマジェストとか。巨きよ大だいロボットが跳とんだり跳はねたり、ってだけでも大したＰＲになりますよねぇ」

　世よ見み子こも頷うなずく。

「それに、病気を治す薬も作っているなら……ひょっとしたら、ノーベル賞に関かかわるような役に立つ研究や発見もしてるかもしれないし」

　翔しよう香かが赤鉛えん筆ぴつを回しながら尋たずねた。

「ほんと、毎度毎度噓うそみたいな話だけど……肝かん心じんの対応策はどうするんです、局長？」

「ニュースは見たかね」

　那田が顔を見み渡わたしたオフィス内の全員、頷く。

　都心で爆ばく発はつなどしたものだから、ワイドショーなどはとりあえずそのネタを入れていた。今回は、古くなったガス管がどうのこうの。よって不ふ発はつ弾だんの類たぐいではないから安心して良いとか悪いとか。

「俺たちの部屋がある二階まで被ひ害がいがなかったのは幸いだが」

「いやー不幸中の幸いっていうか……さすがにマスコミが引き上げるまでは、帰れそうにないっすけどね」

「でも川村君の部屋って……一階だったよね」

　気の毒そうな世見子の言葉に、ヒデオは「はい」としか言えなかった。

　那田が続ける。

「実際に起き爆ばくしたのが彼ということもあるが……そんな得体の知れない武装集団が、容易に都心部を出入りしていることを発表しても誰も信じないだろうし、仮に信じたとしたらパニックが起こりかねない……というのが、現段階での政府側の判断だ」

「……ですが。事実、出入りしているのです」

　そんなヒデオの主張を補うように、睡すい蓮れんが付け加えた。

「フォースの四人を護衛していた傭よう兵へいもですが、木き島じま京きよう司じが現れたのも事実です」

　となれば、言うほど日本は安全ではないのだ。五十歩譲ゆずって、ガスマスクや京司たちは傭兵という規き範はん内で行動しているとしても……リンデンバーグたちがどうかはわからない。

　現実に危険はあるにもかかわらず、信じないとか、パニックになるとか……あとはたぶん、それを防げない国や政府への不信感を買いたくないこともあるのかもしれないが。

　何かが起きてからでは遅おそいのではないか。そういう危機感の欠けつ如じよこそがきっと、本当の意味での平和ボケと……。

「言っては何だが、ヒデオ君」

　那田が真しん摯しな面おも持もちで机に手を組んだ。

「上の方では、君の存在自体を煙けむたがるか、訝いぶかっている節がある」

　他でもない、ヒデオ自身が声を失ったが。他の全員とも、しんと静まり返った。

（……）

　……そうか。

　それは確かに……毎月のようにこんな、〝組織〟絡がらみか何か、得体の知れない、よくわからない報告ばかりを上げているのだ。そしてよくわからない何かは、神霊班内の他の誰でもなく、自分の身の回りでばかり起こっている。挙げ句の果てにただの妄もう言げんというのでもなく、山間部での爆ばく撃げきや、無人島での関式の襲しゆう撃げきや、先日の試験場には、銃じゆう弾だんのような揺ゆるぎない物証が残っていて……。

（…………）

　アタマでは理解できたが、気持ちは暗転したままだった。息苦しい。嫌いやな汗あせをかく。

「……つまり。僕が……その。厄やつ介かいごとを、起こしていると」

「さすがに君が実行犯とは言わないが、最悪を想定するのも政府官かん僚りようの役割だ。何種類かの最悪のうちの一つとして、その可能性も含ふくめての対応策を検討しているようだ」

　……。

　行き当たりばったりばかりで、頑がん張ばったつもりもあまりないのだが。でもいつも、良かれと思ってやってきたつもりだ。なのに見ず知らずの人たちから疑われるというのは。

　いや、見ず知らずの人からすれば、そうなのだろうけれど。

「ということを踏ふまえた上でだ。少し、休きゆう暇かを取ったらどうかね」

「まさか厄やつ介かい払ばらいにでもするつもりですか」

　鋭するどく言い放つ睡蓮だったが、那田は案ずるなと手で遮さえぎり、ヒデオへ続けた。

「とりあえず住む場所があの有り様だ。それに今後は他でもない、君自身が〝組織〟というものに狙ねらわれる可能性が高い。そこまで機密性にこだわる連中が刺し客かくまで放ち、〝組織〟と名乗りながらも、二度も君を取り逃のがしている」

　それも事実だ。

　ただではおかないだろう。少なくとも、何らかの決着や区切りは必要なはずだ。そして自分が今のままの生活を続けていたら、その何かがあった場合に他の誰かに被害が及およぶ恐おそれがある。

　殺人も厭いとわぬような連中相手に、そのような事態は避さけたい。

「オジサマ。そのままうちの閣下をクビにするとかは、なしよ」

　ふわりと現れたノアレに、那田は杞き憂ゆうだと笑って見せた。

「言ったはずだ。彼はレイセンの第一戦隊長への就任が決まっている。だからもちろん私は疑っていない。私自身も彼の実直さを見てきている。そして睡蓮君や鈴すず蘭らん君、澱おりのカミガミにまで気に入られるほどの青年が、そんな矮わい小しような者のはずがない。純じゆん粋すいに、上からのわずかな懸け念ねんをかわすと同時……〝組織〟の今後の出方を探さぐるためにも、少し様子を見た方がいいだろうということだ。どうかね？」

「……わかりました」

「ちょ、ヒデオ……」

　ノアレが口を尖らすが、続けざまにヒデオは言った。

「ですが、お願いが」

「何だね」

「アクアリウムⅡへの、査察には。同行を、させてください」

　すぐさま那田は察したようだった。

「……なるほど。件くだんのマックルイェーガーという精せい霊れいは、そこに囚とらわれていると？」

「わかりません。はっきりとは、言えませんが……ですが」

　言いかけたとき、デスクの固定電話が鳴った。軽く挙手して那田が断りを入れる。

「すまない、少し待ってくれたまえ……私です。ええ、その件で今……。はい……？」

　いま話していた件と言えば、アクアリウムⅡへの査察と、レイセン隊と……それとも川村ヒデオという職員についてだろうか。

　程ほどなく那田が受話器を置いた。

　少し黙もつ考こうするような後。

「……予定が変へん更こうになった。アクアリウムⅡ世号への査察が延期になった」

　……延期？

「なんでですか？　俺、結構楽しみにしてたんすけど」

「遊びに行くわけじゃないってば……」

　繁と世見子のやりとりを聞きながら、那田は続ける。

「もう二週間もすれば冬休みだ。クリスマスに年末年始、旅客船としての繁はん忙ぼう期きにそういったものは営業妨ぼう害がいが過ぎるのではないか、という物言いが付いたらしい」

「どこから」

　里八の疑問はもっともだったらしく、那田は顎あご先さきに手をやった。

「私も、そこが少し不自然だと思ってね……オカルト絡がらみであることを知っているのは、政府内でも一ひと握にぎりの部署と一部の高官だけだ。警察や国税のようにテレビカメラ付きで乗り込むとなれば、多方面から悪わる足あ搔がきのようなクレームが付くのもわかるのだが……表向きは半日で終わる安全点検だ」

「ですが延期ということであれば、査察自体は行われるのでしょう」

　睡蓮の疑問を受け、那田は首しゆ肯こうする。

「そうだ。ただし来年、年が明けてからになるそうだ」

「んじゃ、オートラインの偉えらい人が根回しでもしたんじゃないんですか？　都合の悪いものを片付けるまでの、時間稼かせぎ」

　意地悪く笑う翔香の推理に、那田は一息。

「そうだな。母体である鳳おおとり重工は元の財ざい閥ばつだ。鳳の一族自体が政界にも充じゆう分ぶんにコネクションを持っている。その可能性は否定できないだろう」

　ノアレが気にせず言った。

「いいじゃない。乗り込みましょうよ。時間稼ぎしたがるってことは、逆に言えば今はまだ、やましいものがそこにあるってことでしょ。来年になってから空っぽのフネを探したって意味ないわ」

「空っぽの……」

「ええ、そうよヒデオ。マックルだってどこに移されるかわからない。いいえ、その時にはもう、分解されててもおかしくないのよ」

　分解、という直接的な言葉に背筋が凍こおった。

「……それまでの、リミットが。年内と」

「話の流れからして、そうじゃないの？　朱あけ津つセンセイが言うには、研究はマックルを中心にしたものだったんでしょう？　じゃああのフネに研究所か研究室があったとして、それは本来マックルのために作ったものってことでしょう。でも肝心の研究対象がいなくなるなら……ねぇ？」

　意味深に笑ったまま、ノアレは姿を消した。

　マックルがいなくなるなら。

　研究のための施し設せつ、機材、その他、処分しても問題はなくなる……。

「……局長」

　向き直ったヒデオに、しかし那田は小さくかぶりを振ふった。

「掛かけ合ってはみるが、望みは薄うすいかもしれない。今回の延期を決定したのは恐らく、君を訝っているのと同一の筋だ」

　……。

「それは。一体」

「私の勘かん……というより、もはや憶おく測そくに等しいものだが」

「しかし、ですが。その筋を説得すれば、彼女を救える可能性が……」

「民推党代表、咲さき坂さか栄えい悟ご以下の派は閥ばつだ」

「っ……」

　那田が口にしたそれは、現内閣総理大臣の名前だった。
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　もちろん、年内にマックルがどうなるという確証があるわけではない。だがノアレの言う通り、今日明日でさえも彼女が無事だという保証もない。

　とかくアパートが吹ふっ飛んでしまったことは事実なので、那田から暇ひまをもらったヒデオは貴たか瀬せの家……魔まつ殺さつ商しよう会かい本社の方でお世話になることにした。何か起きたとしても、ここであれば都心のど真ん中よりは安心……だそうだ。

　そんなわけで夕方。

「ここが君の部屋だ。自由に使うといい」

　と、貴瀬に案内された。館やかたの中の空き部屋なので、室内にバストイレキッチンはないが、さすが金持ちの家。部屋としては元のアパートよりも広かった。しかもベッド付き。

「ではこちら、原形をとどめていた範はん囲いでのヒデオさんの私物ですねー」

　葉は多た恵えが風ふ呂ろ敷しき包みを置く。

　風呂敷にまとまる程度にしか無事なものがなかったらしい。

「……ちなみに他の。先せん輩ぱいたちは、どう」

「ああ、里八さんたちがいるお二階のお部屋はまるっと無事ですよー。一階のリフォームが終わるまでは、工事の音がうるさいと思いますけど」

　それで済むのか。

　よく聞くとあのドクターらしいというか、見た目派手に壁かべなどは消し飛んだが、基き礎そや骨組みなどはほぼ無傷だったそうだ。一階に住んでいた自分だけがとんだとばっちりだ。

「実は私の管理人室も半はん壊かいしましてね。ヒデオさんから常つね日ひ頃ごろ預かっていたああいうゲームソフトコレクションも大変申し上げにくいのですが……」

「いえ。だったら、無理に申し上げずとも。そこまでコレクションしていたわけでもありませんので」

「え、なんすか？　川村さんて意外とゲームとかやるんすか？　簡単なのなら、お相手しますよ」

　ここの規則のようにメイドの格好をさせられた黒くろ瀬せ麻ま衣いが、少し楽しそうにしていた。試験場で命を狙ってきたときより、随ずい分ぶんと顔色も良さそうに思える。

　その笑え顔がおを見られただけでも良かったと思うが、全すべての真実をありのまま告げる必要はない。

「まあ。僕のことは、気にせず。君は、君のことを」

「はい、でも会長に言ったら私、今日から川村さんのお世話係でいいそうです」

　ばっと貴瀬の方を振り返る。

「俺じゃない。会長は鈴蘭だ。だが我が社で採用したというよりは、君が拾ってきたものだ。好きにすればいいのではないか？」

　そんなまた何かのゲームのような。

「クククッ……麻衣は実働隊員としては久々の出物だ。だから紹しよう介かい料代わりにこの部屋も与あたえてやるといっているのだ、川村ヒデオ。いっそ那田のところを辞やめて我が社に出で戻もどりするか？」

「いえ、それは。……しかし。仲良く、しているのであれば」

　ヒデオの言葉に、麻衣が明るい表情で頷うなずいた。

「はい。前も言った通り、皆みなさん良くしてくれるんで……楽しいっすよ」

　貴瀬が不服そうに付け加えた。

「唯ゆい一いつ問題があるとすれば、クラリカと一いつ緒しよになると語ご尾びが鬱うつ陶とうしい」

「だからそれはクラリカ先輩がやめればいいんすよ。ガキじゃあるまいし、もうイイ歳なんすから」

　ガンガンガンガンと開けっ放しのドアがグーパンチでノックされた。

　ノックしたのは偶ぐう然ぜん通りかかったらしい、ひどく怖こわい目で笑うクラリカ本人だった。

「おう黒瀬、ちょーっと表に出るっすか。まだまだ全然二十代半ばのお姉さんとお話するっすよ」

「オーケー、いーっすよクラリカ姉さん。今日は私、機き嫌げんがいいんで愛の力で勝てそうな気がしていたところっす」

　ああ。確かになんか語尾が鬱陶しい。

　部屋を出て行った二人を見ながら、貴瀬が卑ひ屈くつげにクックと笑い、銀ぎん縁ぶちメガネを押し上げた。

「いいではないか。これは久ひさし振ぶりにビッグゲームになりそうだな。暇ひま潰つぶしに見に行くとしよう」

「……何を。で、しょうか」

「メイド同士がエプロンが真っ赤になるまで殴なぐり合いをするところを見たことはあるか？　覆ふく面めんどもではあの迫はく力りよくはなかなか……」

　ヒデオは麻衣を止めるために、部屋を飛び出した。




　……。




　間に合って。

「……もーなんなんすか！　ヒデオさんが拾ってきたんなら、ちゃんと責任を持って躾しつけて欲しいっす！」

「いえ。ですから、クラリカさん。拾ったわけではなく、飽あくまで」

「開いてても閉まってても関係ないっすよ！　鈴蘭さんに教育係やれって言われて黒くろ髪かみメガネだからてっきり大人しい文学少女かと思ったら性格がまんまチンピラじゃないっすかコイツ！」

　クラリカに指差された麻衣が、納なつ得とくいかなそうにこめかみを搔かく。

「いや……んなこと言ったら姉さんも大たい概がいじゃないんすかそれ。知ってますか川村さん、この人こんなでっかいマシンガン担かついで山の中走り回れるんですよ。私初日で吐はきました」

　……。

「あの。失礼ですが、なんの。教育を」

「楽しかったらいいじゃない！」

　なんかカワイイっぽいポーズをしながら鈴蘭が現れた。

「ねっ♪」
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「……まあ」

「文句あるならヒデオくんが養えばいいじゃない。あ、でもそうなるともちろん、うちの睡蓮との関係は清算してもらわなくちゃだけど……」

　なんかよくわからないことを言い出したが、ここが今日からの自分の部屋だ。ほぼ着の身着のまま手ぶらだったのでパソコンやテレビやゲーム機もない。つまり逃にげる場所もとぼける方法もない。

「あ、何か必要な物があるなら持ってきますよ。何がいいっすか、川村さん」

「……とりあえずは。大だい丈じよう夫ぶだ」

「じゃあ、何かして欲しいこととかあったら、何でも言ってください」

　健けな気げな子だ。

　あのとき助けられて、良かったと思う。
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　昨夜はまともに寝ねられなかったこともあり、早めの夕食の後は新しい部屋の中ですることもなく、宵よいのうちからうとうとしていた。

「……」

　気付くと暗い中で、携けい帯たい電でん話わが鳴っていた。知らない番号から電話がかかってきていた。

「……もしもし」

《魔ま眼がんか。俺だ。監かん視しや盗とう聴ちようの恐おそれがある。手短に言うぞ》

　壮そう大だいな世界観を感じさせるような言い回しだった。番号を教えた記き憶おくはなかったが。

《〝組織〟からの接せつ触しよくを受けた。マックルイェーガーの今後について話したい……とな。これから言う場所で待つ》

　横よこ浜はまの方の住所を言われて、一方的に切れた。

〝組織〟──。

（……）

　ならば行かねば。

　敵は銃じゆうを持っている。街中でそれを振ふりかざすことも厭いとわない。それでも……マックルを助けたいという今の気持ちは、間ま違ちがってはいないはずだ。

〝その行動は、間違っていないの？〟

　それがわからない。

　自分から行動したことがない。ずっと巻き込まれてきた。側にいる誰だれかに、そうしろと言われてきた。でなければ、自分は部屋から出ようとすらしなかった。

〝ヒデオは恵めぐまれているのよね〟

　その通りだ。自分がダメだというだけで、それ以外の全てに恵まれていた。本当にそう思う。でも、変わりたいともずっと思ってきた。だから今回。せめて、そうしなきゃいけないから、そうするのだ。

〝マックルを助けなければいけないから、行くのね〟

　そうだ。

　彼女はその最さい期ごを自分で決めたいと、希望を打ち明けてくれた。今まで肝かん心じんなことは何も教えてくれなかった彼女がだ。ならば友人として、そうなるように協力してあげたい。それでいいはずだ。

（……）

　改めて時計を確かく認にんすると、十一時を過ぎていた。

　賑にぎやかだった館内も、消灯と戸と締じまりの見回りらしいメイドの靴くつ音おとを最後に寝ね静しずまる。

　カーテンの外には葉を枯からした木々の賑わい。寒空は澄すみ渡わたり、月は薄うすく、星の瞬またたきが鮮あざやかだった。

　あり合わせの安いバスケットシューズに、ジーンズに、ダッフルコート。後ろ姿だけなら、普ふ通つうの大学生くらいに見えなくもない。そもそも服自体をほとんど持っていないこともあるが、他ほかに無事な衣類がなかった。

　なるべく静かに、しかし抜ぬき足差さし足ではなく堂々と廊ろう下かを進み、階段を下り、玄げん関かんまで辿たどり着く。

「なるほどね。夜よ討うち朝あさ駆がけなんて、確かに真面目まじめなヒデオくんらしくもない。それだけ本気ってことか」

「……総そう帥すい」

　まぁまぁと、私服姿の鈴蘭が手を挙げた。

「精せい霊れいなんだっけ？　誰かのためとか、切せつ羽ぱ詰つまってたみたいだから、早いうちに相談されると思ってたんだけど……まさか一人で行く気だなんて。しかもここに来た初日とはね」

「話を、聞きに行くだけです。僕の、問題……というわけではありませんが。迷めい惑わくを、かけるつもりは」

「いいからいいから。私が暇ひまなだけだから。ついて行くの、私だけならいいでしょ？」

　そう言えば、リンデンバーグを追い返した後は覆面連れで迎むかえに来てくれたが。

「……一いつ般ぱん人が、相手だから。ですか」

「そう。昨日の晩はほら、ドクターが巻き込まれてたからね。でも基本的にここにいる全員は伊い織おり家のモノなんだよ。全身タイツやメイドたちも一ひと皮かわ剝むけば身寄りのない魔人や、半神、半魔、半妖とか、あと人間崩くずれみたいなのをこき使ってるだけだったりして」

「……鈴蘭さん、自身は」

「私？　当代の睡蓮じゃまずいけど、私はちょっとお茶目な一般人……ってことで」

　言葉通りのお茶目なウィンク一つ。

　ドクターが、所しよ詮せんは人間同士の決めたルールだと言っていた。物理法則や何かではない。破りたい者は破ることもできる。何らかの折り合いは必要になるだろうが……鈴蘭は今回、その折り合いを付けてでも、ついて行った方が楽しいと判断したのだろう。

「あぁ、あーっ!?　私、私も行きますっ……！」

　麻衣があの試験場で初めて会ったときの格好で、慌あわててパーカーの袖そでに腕うでを通しながら、吹ふき抜けの階段を駆かけ下りてきた。

「会長、抜け駆けなんてずるいじゃないですか。私が川村さんのお世話係なんすから」

　ヒデオは麻衣に向かって言った。

「……君には」

「お供しますっ。どこに行くか知りませんけど、どこでも文句は言いませんから」

　どこに何しに行くかをどの部分から説明しようか考える間に、鈴蘭がクルマのキーリングを指に引っかけていた。

「そんなわけで。とりあえず行こうか」
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　ナイトに指定された場所に着いた。横浜近辺の繁はん華か街がい。

　麻衣はパーカーに両手を突つっ込みながら闊かつ歩ぽしている。

「話っていうのは、朱津先生がさらわれたって昨夜の関係っすか？」

「恐らくは。そうだと、思う」

　鈴蘭が何か期待するような目で言った。

「ドンパチは？」

「いえ。ない……と、思いますが」

　足を踏ふみ入れた店は、何かのクラブのようだ。

　薄うす暗ぐらく、煙けむたく、ガンガンと音楽が鳴り響ひびく中、ピアスを着けたりタトゥーを入れたような若い男女が日本人、外国人問わずいっぱいいる。というか、そういうのしかいない。そうじゃないのは自分くらいのものだ。カジュアル丸出し。浮ういている。目立つ。人目に付きまくる。怖こわい。

「へー、なかなかいい雰ふん囲い気きじゃないっすか」

「うんうん。なんか些さ細さいなことで殴なぐり合いとか始まりそうだよね」

「……会長って見た目によらず物ぶつ騒そうっすよね」

「いい雰囲気ってそういうことじゃないの？」

「マジボケとか怖いんでやめてくださいよ」

　麻衣と鈴蘭が楽しそうなのだが、当然のように若い女性の好みなどヒデオにはわかりようもな……。

「よう」

「……。」

　一人、見覚えのあるガスマスクを付けた男がヘルメットを被かぶり、カーゴパンツにボアジャケット姿でカウンターにかけていた。他の客も大たい概がい派手な髪かみ型がたや自己主張の強いファッションなので、さほど違い和わ感かんもないのがすごいと思った。

　ドリンクは口元の何かを外した部分から、ストローで飲むらしい。

「あ～、おじさんだ。いたんすか」

「おにーさんな。いたんだよ。ボーイスカウトたちにせがまれてな。俺らはタクシーじゃねーっての」

　そう言えば、麻衣も元はフォースにいた身か。

「じゃ、今日は霧也君と水姫ちゃんも……」

「来たか。こっちだ」

　声に振り返ると、ナイトが親指で背後を示していた。階段を上がれということらしい。

　罠わな……。罠？

　ナイトはそういうのを仕し掛かけるタイプには思えないが……少し考え込むヒデオが気に障さわったように、ガスマスクは言った。

「言っただろ、今日はタクシー代わりだ。副社長の命令じゃねーよ」

「……経営者が。代わったと、聞きましたが」

「ああ、おかげで俺らも年内いっぱいでお役ご免めんだとさ。今後は新しい連中を使うらしい」

「まさか。宇宙海兵隊、……ですか」

　鼻で笑うような、くぐもった音。

「だったらなんだ？」

「……」

　ガスマスクは口元へ、ストローの代わりにタバコを突っ込み、火を点つける。

「そうだな。そのまんまあんときの連中ってわけじゃなさそうだが、少なくとも同じような系列なんだろうな。今日見かけた。そういう感じはする。……今度はＧ・Ｉ・ジョーかっての」

　なるほど。宇宙海兵隊ほどではないが、リンデンバーグが連れていた部下だろう。軽めのプロテクターを身にまとっていた。

「……そうですか」

「ひょっとしてお前ら、今日はそのための作戦会議か？」

　飽あくまで我関せずの様子。裏表のあるような人物には見え……まあマスクで見えないが、そんな感じには思えなかった。

「そうだと言ったら。協力してもらえますか」

　ガスマスクは指差す代わり、指に挟はさんだ煙草たばこの火をこちらに向けた。

「俺らはハリウッドやマーベルのスーパーヒーローじゃなくてヘイタイさんだ。給料が出なきゃ仕事はしねえよ」

　そうか。それはそうだ。

「マックルの命が、危ないのです。何か、知っていることだけでも」

「クラウツ……？　さあな。そう言えばここ最近は見かけてもいないな」

「そうですか」

　ならば仕方ない。軽く頭を下げ、踵きびすを返すと、階段の手前で鈴蘭が待っていた。

「知り合い？」

「いつも。フォースを護衛している、傭よう兵へいです。何度か、面識が」

「何か知ってた？」

「いいえ。金がなければ仕事はできないと」

　話しながら上がっていくと、二階部分にミニバー付きの個室ラウンジがあった。中にいたのは、霧也と水姫、美野里の三人。ナイトが防音らしい厚手のドアを閉めると、聞こえてくるのはウーハーの重低音くらいになった。

「……話の前に魔ま眼がん。その女は誰だれだ」

「睡蓮の。お姉さんだ」

「あ、初めまして。名な護ご屋や河かわ鈴蘭って言いまーす。よろしくね♪」

　愛あい想そ良くウィンクしながら横ピースする鈴蘭に、霧也が冷や汗あせ半分に目を細めた。

「……本当か？」

　気持ちはわかる。

　あの睡蓮の、しかも姉と聞けば、普通はおっとり穏おだやかでおしとやかで立てば芍しやく薬やく座れば牡ぼ丹たん歩く姿は華か道どう茶さ道どう書道その他合わせて五十七～八段くらい持ってそうな和装の大和やまと撫なでし子こを想像するだろう。

「な～んか最近、ヒデオくんが何考えているかわかるようになってきた気がするなぁ……」

　……気のせいでしょう。

「あ、えっと、私にもできれば紹しよう介かい……っていうか」

　きょときょとと、瞬まばたきするポニーテールの少女。少し雰囲気が変わったが、確かに美野里だった。年上を指差しビーム男ビーム男とゲラゲラ笑いながら連呼していた恨……インパクトは生しよう涯がい忘れるものではない。

　水姫が紹介した。

「美野里ちゃん、この人がさっき言った宮内庁の人。そっちの子が、美野里ちゃんと入れ替かわりに入ったんだけど、またいろいろあって……そう言えば麻衣ちゃん、いま何してるの？」

　霧也が首しゆ肯こう。

「〝組織〟に狙ねらわれたという話だったが、大だい丈じよう夫ぶか？」

　麻衣が広く見み渡わたせるカウンターのスツールに掛かける。

「今のところは大丈夫っすよ。川村さんの紹介で、この人の会社に雇やとわれついでに匿かくまってもらってて……」

　ほぼ、一通りの簡単な挨あい拶さつが終わったところで、ナイトが仕切り直した。

「ここは俺のファミリーの一族が経営している店だ。ここなら監かん視しや盗とう聴ちようの心配はない」

　なるほど。高校生のたまり場にしては大人びた会合場所だと思ったが、そういうものなのだろう。

「さっそくだが魔眼。昨夜、新手とやり合ったそうだな。さしずめ、都心での爆ばく破は事件もその関連なんだろう」

　一方的に逃にげ回っただけではあったが……ヒデオは頷うなずいた。

「マックルが、朱津博士という人を逃がそうとしたのだが……結局、二人とも連れ戻もどされてしまった。リンデンバーグという科学者が、部隊を率いていたようだった」

「川村さん、会ったんすか？」

　驚おどろいたような麻衣に、ヒデオは頷く。

「暗い中、遠目で……だったが。知っているのか」

「会ったことはないんすけど……私にクスリ渡わたしたり、オートラインのところに行けって言ったり、そういう連れん絡らく役みたいな人たちが噂うわさしてたのは聞いたことがあって」

「なんて？」

　小首を傾かしげる鈴蘭に、麻衣は続けた。

「噂っすから、ほんとかどうか知りませんけど……〝組織〟の上から何番目とかに入るような超ちよう偉えらい幹部で。めちゃくちゃ残ざん酷こくでおっかない人だって」

　確かに昨日の夜も、殺せとかなんとか、平気で喚わめいていた。噂は噂でしかないのだが、どうせなら良い噂を聞きたかった。

　水姫が言った。

「昼間私たちが会ったメッセンジャーだって女の子は、そのリンデンバーグって人の友達だって」

　次いで霧也が、ヒデオの方を見ながら言った。

「彼女が言うには、あなたが今後のプロジェクトに協力するなら、無理にマックルイェーガーに負担を掛ける必要はなくなる……だそうだ」

「……」

　神しん出しゆつ鬼き没ぼつの相手。全く手がかりのない今の状じよう況きようで、アクアリウムⅡに乗り込むよりはいいだろう。とりあえず、話をする糸口にはなる。

　こちらも、二度も〝組織〟の手の者を撃げき退たいしている。向こうだって報道関係はチェックしているはずだ。無理な実力行使で事態を大きくし、世間一いつ般ぱんに知られる愚ぐを犯おかすよりは、今一度交こう渉しように出た方が得策と判断したのかもしれない。

「……罠じゃないのね？」

　フォースへ尋たずねる鈴蘭。霧也は肩かたをすくめた。

「有あり体ていに言えば、俺たちも交こう換かん条件を提示されているんですよ。オートラインの最高経営責任者が代わったのは知っていますか？　どうもその人物には、〝組織〟の息がかかっているらしい」

「っ……」

　ヒデオの声を待つまでもなく、その表情で察した霧也は冷たく続けた。

「ええ。あれだけ大おお騒さわぎした関式試験場での取り交かわしなんて、知らぬ存ぜぬということですよ。何しろ甲こう山やまさんより立場が上なんですからね。プロジェクトは再開する。そして参加を拒きよ否ひするなら身の回りに影えい響きようが出るぞと、はっきりと通告してきた。もう能力を失った美野里まで、再び巻き込むつもりだそうです。黒瀬の居場所がわかれば、当然黒瀬にもつきまとい始めるでしょう。朱津先生の代わりにリンデンバーグという人物が送り込まれたのも、その人物がプロジェクトを中止に追い込んだあなたを狙ったのも、その意思表示と見るべきなのでは？」

　参った。

　ヒデオは表情こそいつものように変わらなかったが、心中では頭を抱かかえる思いだった。オートラインの目もく論ろ見みを阻そ止しし、麻衣を救い、全すべて全て良い方向に解決したと思いこんでいたが……霧也の言葉が事実なら、事態を悪化させただけではないのか。

　甲山副社長が隠おん密みつに進めていたプロジェクトに横よこ槍やりを入れた結果、より過激で厄やつ介かいな蛇だ蝎かつを呼び寄せてしまっただけではないのか。

〝霧也は昨日の全てを把は握あくしているわけではないわ。正確には、マックルがヒデオに朱津センセイを預けたことが発ほつ端たんでしょう〟

　過程はどうあれ、目の前にいるこの少年たちの生活が脅おびやかされているのは事実だ。

〝じゃあ遅おそかれ早はやかれそうなってたわよ。前のだって、ナイトと美野里がプロジェクトの方針と行き違ちがったから始まったことじゃないの。ヒデオは原因ではないわ〟

　……そうだろうか。

　片やで鈴蘭が、フォースへと真しん摯しな眼まな差ざしを向けていた。

「そっか……つまり君たちは、ヒデオくんを連れて行くしかないんだね」

「俺個人は、プロジェクトが再開されること自体はやぶさかではないんですが……」

　言いながら眼鏡の橋を押し上げる霧也。その冷めた視線の先に、ナイトが佇たたずんでいた。

「……魔眼をアクアリウムⅡまで連れてくれば、今まで通りの生活を保証する、だそうだ。と言っても、口先だけの約束だがな」

　連れてこなければどうなるか。そこが問題だ。

　鈴蘭が水姫の方を見る。

「あなたも？」

「あ、いえ……私は別に……。どっちでも。そんなに秘密を気にする人たちだから、いきなり誰だれかを手に掛けたりってことはないと思うんですけど……」

　普ふ通つうはそうだ。何かをすれば痕こん跡せきが残る。すぐに警察に捕つかまる。そのリスクがあるから、法律というものは犯罪者に対して機能する。

　だが〝組織〟は違う。どんな技術を持っているかわからない。いきなりオートラインという大だい企き業ぎようの、最重要ポストにまで作用してくるのだ。警察を煙けむに巻くような手段だって何があるか……。

（ッ……）

　話を脳内で巻き戻して、ぞっとした。

　アクアリウムⅡの査察は延期された。もし一企業の経営者が、政府の動向にまで影響を及およぼしたのだとしたら。

　パニックを避さけるためという名目だが、関式試験場でのことも、昨日のリンデンバーグたちのことも、結局は公おおやけにされていない。ならばこの後さらに何かが起きても、万が一それで犠ぎ牲せい者しやが出たとしても。表向きには、いもしない一般的な犯罪者のせいにして終わり……ということもあり得るのではないか。

　ならばただの脅おどしではなく、見せしめのため、本当に、誰かを手に掛けるかもしれない。だとすれば犠牲者が出てからでは遅い。

「……わかった。僕は、君たちに従う」

「いいのか、魔眼。向こうからすれば、それほどお前を警けい戒かいしているということだ。なのにノコノコ出向いてみろ。お前はその場で殺され、マックルも囚とらわれたまま、奴やつらの増長を許すだけの結果に繫つながるかもしれないんだぜ」

　危あやぶむナイトへ、はっきりと言った。

「大丈夫だ。さすがに、死にはしない」

　その胸むなぐらを摑つかみあげ、ナイトは叫さけぶ。

「馬ば鹿か野や郎ろう、お前を心配してるんじゃねえ！　いま、この真実を知っている中で、連中に対たい抗こうできる立場とチカラを持っているのはお前だけなんだぞ!?　殺されるならまだ良いが、お前まで連中の言いなりにされるような事態に陥おちいってみろ……！」

　それはそうだ……だが、他ほかに何ができる？

　いきなりフネに連れて行くと言われても、新代表というのが出てくるのか、それともリンデンバーグが話を聞いてくれるのか、いきなり宇宙海兵隊に取り囲まれるのか、皆かい目もく見当がつかない。

　一段落したと見て、鈴蘭が尋ねた。

「待ち合わせは？　いつ？」

「えっと、それが……」

　困ったように水姫が笑う。

「時間はいつでもいいみたいなんですけど。要はうまく言ってアクアリウム号まで誘さそい出せ……みたいな話で……」

　それを霧也が引き取る。

「甲山さんは俺や水姫の親と面識がありましたが、さすがに見ず知らずの相手に何もかも言いなりでは無防備です。それでこうしてワンクッションを置かせてもらったんですが……川村さん。宮内庁や政府として、何か対応策を取ってもらえるのでしょうか？」

「……それに関しては、すまないが」

　ヒデオは自分の現状を搔い摘つまんで伝えた。

　神しん霊れい班から休きゆう暇かを言い渡されたことと、それに至るまでの経けい緯い、結果として見えた政府側のスタンス。今また報告しても、昨日の今日のような話だ。まともに取り合ってもらえるかどうか。取り合ってもらえたとして……。

〝また年明けまで待てって言われて、終わりかもね……〟

　……。

「いいじゃない」

　半ば諦あきらめるようなヒデオの空くう虚きよを察したように、鈴蘭がぽんとその背を叩たたいた。

「とりあえず行ってみない？　何も知らないフリして、ノコノコとさ」

「……ですが」

「この話の焦しよう点てんは、その精せい霊れいさんじゃなくてヒデオくんだと思うんだ。きっと最初から、最後までね」

　……。

「わかる？　ヒデオくん。だから精霊さんは君に接せつ触しよくした。朱津博士って人を託たくそうとした。〝組織〟も君を殺そうとした。この子たちは、君を頼たよっている。全てが君を中心に回っている。今回の件は君が主人公ということだ。一見、武器や人ひと質じちをたくさん囲っている方が主導権を握にぎっているように思えるけど……全てを自由にできるのは、主人公の方なんだよ。物語って、そうでしょ。君の人ストー生リーなんだから、君の好きなようにすればいい」

「……」

　カリスマ性とは、こういうものなのだろう。

　時々ではあるが。まるで気き紛まぐれのように、この人は。とてつもない人なのだと。

　心の奥底から、そう思わせるときがある。
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「考えて、行動すれば、結果は自おのずと出てくるよ」

　こともなげに述べた鈴蘭が、先導するガスマスクたちの大型ＳＵＶに続いて埠ふ頭とうにクルマを滑すべり込ませた。そちらには一いつ緒しよにフォースの四人。

「ですが……それが。バッドエンドだった、場合は」

「そう決めた人間だけがバッドエンドを見るのさ、ヒデオくん」

　真冬の暁あかつきにはほど遠い。午前三時の開けた埠頭には冷たい潮風が満ち、黒い水面にアクアリウムⅡが巨きよ体たいを浮うかべている。そして人ひと払ばらいは先方でやってくれたのか、深夜は普ふ段だんからそういうものなのか、港こう湾わん作さ業ぎよう員いんも含ふくめて人の気配というものが全くない。

　後席の麻衣が指差した。

「降りたっすよ。霧也君たち」

「……エンジンはかけておこうか」

　頷うなずき合い、ヒデオたちも鈴蘭のクルマを降りる。

　と同時、港湾作業用の照明がナイタースタジアムのように煌こう々こうとその場を照らし出した。

　アクアリウムⅡの横腹にあるハッチがゆっくり口を開けると同時、内側の隔かく壁へきが橋として降りてくる。車両も渡わたれるようなその大きな口から、昨日見たプロテクター付きの兵隊がアサルトライフルを手にずらずらと降りてきて、ヒデオたちを取り囲んでいく。

　最後に姿を見せたのが、白衣のポケットに片手を突つっ込み、片手に拡声機を持ったリンデンバーグと──。




「嬉うれしいダーリン！　やっぱり来てくれたのね！」




　愕がく然ぜんとした。

（……）

　天あま白しろアカネがいつかと変わらぬ笑え顔がおで、リンデンバーグの横で手を振ふっていた。
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「嬉しいダーリン！　やっぱり来てくれたのね！」

　きゃーっ。

　リンデンバーグの横、茜あかね色いろの衣装を身にまとったアカネが黄色い歓かん声せいと共に手を振っていた。少し離はなれた霧きり也やたちからは問いかけるような視線。

　知り合いか、と問われれば、そうだ、としか答えようがない。

　鈴すず蘭らんが小さく尋たずねてくる。

「……ヒデオくん。あの子って確か、大会に出てた……」

「そうです」

　息苦しさにかまけて、最後まで聞かず頷く。

　共に苦境を、あの地じ獄ごくのような一ヶ月を乗り切った仲間の一人。その彼女がなぜここにいる。夢見がちなロマンチストが、なぜこちらではなく向こう側に立っている。

《ご苦労様でした、凪なぎ木き君たち。あなた方はもう帰って結構です。戦争屋は上にあがって寝ねて休んでください。私が用があるのはあなたです、川かわ村むら某ぼう》

　拡声機を通したリンデンバーグの言葉通り、軽プロテクター付きの兵隊……〝組織〟兵たちが構える全すべての銃じゆう口こうはこちらを狙ねらっている。

「待って、リンちゃん。ダーリンは話せばわかってくれる人だから」

「あんまりそういう風に見えないのですが」

「ちょっと人から誤解されやすい人なのよ。大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫」

　アカネが向き直る。

「この子はリンちゃん。何年か前に社交界で出会った私のお友達よ。カワイイでしょ？　まあダーリンには私がいるからカワイイとかは関係ないか」

「……アカネ」

「わかってるって、ダーリンてば優やさしい人だからね。リンちゃんのいる〝組織〟が、間ま違ちがったことをしている。正義感の強いダーリンはそれが許せない。聖せい魔ま杯はいで一緒に戦った、恋れん愛あい以外に生き甲斐がいもなさそうなちゃらんぽらんな私が、その〝組織〟の側に立っていることが信じられない……でしょ？」

　最悪だった。

　彼女は、何も知らないどころではない。〝組織〟がそういうものであることを全て理解した上であちら側に立っている……。

「そうね、ダーリン。あの大会のときは、まだ単純に家のしきたりでお婿むこさん探ししてたんだけど……あんな、あんなすごい結末を見せられたらね。それはやっぱり、一人の人間として欲しくなっちゃうのよ。だから夏に本家を訪おとずれたのは、実は本当にダーリンが目的だったの。もちろん、超ちよう一流の才能を持っているウィリアムさんと、世界一流の企き業ぎようであるサイクロンソフトにも協力者になって欲しかったんだけど……久しぶりに会ったダーリンは、私なんかより花か果か菜なお姉ちゃんにべったりだったよね。しかもウィリアムさんのことまで考えを改めさせてしまったわ。だから私もすぐに諦めちゃった。ここまでいいかしら？」

　いい？　わるい？　何が？

「本当はね。本当にね。結けつ婚こんしちゃえばもう、ちょっとやそっとの理由で離れることはできなくなるんだし、それからゆっくり打ち明けようと思ったんだけど……ダーリンには私の家が……天あま白しろの本家じゃなくて、ヨーロッパにある実家のブランツァールが、錬れん金きん術じゆつの名門だって教えたよね？　覚えてる？」

「……ああ」

　ようよう発した声は、自分でも驚おどろくほどかすれていた。

「昔々の錬金術のことを、現代科学にあてはめるとなんていうか知ってる？」

「……」

「化ケミ学ストリーよ、ダーリン。ヨーロッパでは五本の指に入る製薬業の大手、ブランツァール製薬が私の実家。その傘さん下かに、インガルス重合化学っていう会社があるわ。リンちゃんとはそこのパーティーで知り合ったの。強いお婿さんを見付ける以上に絶対的なこととして、ブランツァール家は科学の進歩のために尽つくさなければならないの。錬金術という特別な伝統と技能と才能を受け継ついだ一族として、人類をここまで導いた科学と化学をより発展させる義務がある。そして私は……その理念がとても好きなの」

「それは……、それだけであれば。間違ってはいないと思うが」

「ほんとに!?　嬉しいわ、ダーリン！」

　リンデンバーグが拡声機を構えて言った。

《はい！　ここまで来てくれた。アカネちゃんの言うことにも賛同する。ということは、協力をしてくれるということでいいのですか》

「……僕が協力すれば。マックルを、解放してくれるのか」

《違ちがいます。あなたの協力でマックルイェーガーにかかる負ふ担たんが減れば、結果としてこっちの想定よりは長く現体を留めるかもしれないと、そういう話です》

「……条件がある」

　おっ、と言ったのは鈴蘭。

　えっ、と言ったのはフォースたちと元フォースの麻ま衣い。

《なんですか》

　ヒデオはリンデンバーグに向かったまま、ナイトたちの方へ手を差し向けて。

「この子たちを脅おどすことを、やめろ。君たちの望む科学の発展が、悪いことだなんて言わない。だが。誰だれかの犠ぎ牲せいの上に成り立つようなものは、それがどんな大義名分であれ間違っている」

《無理です》

　無下に、何の感情もなしにリンデンバーグは言った。

《私は技術系のスタッフです。そういう系は、そういう系のスタッフがいるのです》

「ならば。それは、誰か」

《こっち方面は今回からオートラインのマイケル・なんとか・マッケンリー新代表が取り仕切ると思います》

「その人は。どこに」

《さあ。オートライン本社か、鳳おおとり重工本社か、メガフロントに建設中の新社屋か、まあどこかでは。新聞で来日したとは出てましたし。ひょっとしたらこのフネにいるかも知れませんね》

　のれんに腕うでを押すようだ。

「ならば、連れん絡らくして欲しい」

《何か勘かん違ちがいされているようですがー》

　リンデンバーグは言った。

《いやまあ知らないのですから仕方がないのですが。〝組織〟なんて言ってはいますが、我々、そうカッチリしたものではないのです。全く何の呼び方もないのも不便ですし、そういう枠わく組ぐみのようなものを表現する適当な代名詞も過去になかったので、とりあえず〝組織〟と呼んでいるだけで。私はマッケンリーのことをよく知りません。向こうも私のことなんてよく知らないでしょう。そういうカンケイなので、無理なのです》

「ごめんねダーリン。私もその人とは会ったこともないの」

　はい、と鈴蘭が小さく挙手した。

「それでどうやって機能してるの……？　聞いた分には、結構大々的に活動してるんでしょ？　少なくとも、マフィアとかギャングなんてケチな規模じゃないよね？」

《そもそもあなたはどちら様なのですか》

「あ、申もうし遅おくれました。表向き伊い織おりワールドトレーディングの会長をしております、名な護ご屋や河かわ鈴蘭と申します」

　ぺこり。

《ご丁てい寧ねいにどうも。〝組織〟でケミカル系の科学者をやっております。リンデンバーグです》

　ぺこり。

《話を戻もどしますが、有あり体ていに言って、機能しているかどうか？　知りません。みんなバラバラに活動していますから。では誰が？　何の意図で？　さあ。それもわかりません》

　いよいよ理解の範はん疇ちゆうを超こえ始めたのか、霧也が質問を投げかける。

「馬ば鹿かげている……！　どこかで誰かが指示を出しているはずだろう！」

《ええ、そうは思います私もね。でも、肝かん心じんのそれが誰かを私は知らんのですな。あしからずよしからず》

　次に述べたのはナイト。

「じゃあてめえらは、そんなよくわからない誰かや何かのために言いなりになってるってのか!?　ふざけんじゃねえ！」

《では言葉を返しますがあなた方。日本国こく籍せきを持つ日本国民なんだから責任者を出せと言われて、誰がなんの責任者でどの郵便番号と電話番号なら連絡取れるか知ってますか》

　その例題は、言い得えて妙みようなものであった。

《今の首しゆ相しようはメガフロントを国際的な玄げん関かん口にした開かれた日本、その外交力を基き盤ばんにした経済に強い国を目指しているかもしれないしそんなこと言ってないかもしれませんが、あなた方はその国の中でどーやって暮らしてますか。そんな国の方針なんてあんまり気にしてないでしょう。気にしてたらギャングごっこや精せい霊れい戦隊フォースレンジャーなんてやらずに、将来の国の発展のために勉強しているはずです。違いますか学生ども》

　確かに人々は国家という枠組みの中で暮らしているが、思想信条以外の具体的な繫つながりとなると、基本的には何らかの公務員を通しての曖あい昧まいなやりとりでしかない。それはたとえば、麻衣が連絡役を介かいして〝組織〟からの指示を伝えられていたようなものだ。

　役所から何らかの用事を伝えに職員が派は遣けんされてくる。だが、その職員自体は自治体の方針について責任を負っているわけではない。連絡するという役目を負っているだけなのだ。同じように、何らかの指示で調査に来たり、何らかの事業を請うけ負って工事に来る業者もあるだろう。だがそうした人々は、ただ己おのれに課せられた工事や調査を行うだけだ。

　そうした国や自治体の方針について、気にする人はデモ活動に参加するほどそれを訴うつたえるが、気にしない人は選挙にすら行かない。

《〝組織〟が国家とは言いませんが、感じとしてそれくらいぼんやりとした繫がりなので、あんまり根ね掘ほり葉掘り私に聞かれても困るのですな。だから我々も、言いなりというのとは違うのです。この狭せまい島国の中でもパンが好きでベーカリーを開業したり、会社に飼われて死ぬほどビジネスマンをしたり、畑や牧ぼく畜ちくでのんびり暮らす人がいるように、我々もその枠組みの中で……マッケンリーは金を使って企業を意のままに操あやつることを楽しんでいるのでしょう。私は私で、科学者として研究や実験を好き勝手やっています。こいつらは》

　リンデンバーグは、ずらりと居並ぶ部下の〝組織〟兵たちを示して言った。

《こいつらは私のクスリの奴ど隷れいです。チンピラ、ゴロツキ、フダツキ、ロクデナシ、その他その他。悪いことをしすぎてガス室や電気椅い子すや絞こう首しゆ台だいの他に行き場を無くした献けん体たい候補のゴミ屑くずばっかりでしたが、今は私のクスリという生き甲斐を見み出いだしたのです。そうやって〝組織〟という枠組みの中で、めいめい、人生を楽しんでいるのです》

　この小さな女の子博士、どうも誇こ張ちようや強がりを言っている風ではなかった。

　さっき、希望いっぱいに科学の発展を訴えたアカネと同じだ。無理に思い込んでいるのでもなく、それが彼女の倫りん理り観であり、常識なのだろう。

〝命は奇き跡せき。じゃあ、その命を使ってクスリのために奴隷に身をやつすことは……なんなのかしら？　やっぱり奇跡なのかしら〟

　楽しげなノアレの笑い声が、頭の中で不快に響ひびく。
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《各企業も同様。オートラインは精霊工学の技術を受け入れ、利益になると思って研究しましたね。世界的企業だけでもＧＲゲールＸイクｒセール、ミクロスティール・エレクトロニクス、さっきアカネちゃんの言ったインガルス重合化学……噂うわさではあのサイクロンソフトにも何らかの技術供きよう与よがあったそうですが、ほんとでしょうかね》

　ウィリアム・ウィンドー……ビルは、セキュアＩＣの開発にそのアイデアを使ったとは言っていたが、全すべてを自分の発明とするために、謎なぞのメールを受け取ったこと自体は誰にも秘密にしていたと告白した。あのときは自分とビルの二人だけで、アカネも話を聞いていなかったはず……。

「そうなの？　リンちゃん」

「そうらしいですよ。アカネちゃんは川村よりビル・ウィンドーと結婚するべきだったんです」

「違うのリンちゃん、ダーリンはね……♪」

　はいはいとのろけを断ってリンデンバーグは続けた。

《ともかく自社の発展に繫がると踏ふめば勝手に研究し、そうでなければそうでなし。私たちも同じです。自分たちがやりたければそうするし、そうでなければそうでもなし。〝組織〟とはつまり、そういうもの、なのです》

　手が疲つかれたのか、拡声機のグリップを手から手に持ち替かえて、リンデンバーグは続ける。

《なのでその中にも、面おも白しろがって末まつ端たん同士を集めたり、パーティーのようなものを企き画かくしたり、そういう人はいるようですが……それが機能しているか？　たとえば世界平和や世界征せい服ふくのような、何か単一の究極的な目的に向かっているのか？　そもそも何を以もつてどの単位をして機能と呼ぶのか？　どうなんでしょうね。全世界的規模に巡めぐらされたその全体像のベクトルを一体誰が把は握あくしているか、私も興味はありますが、生あい憎にく政府公報のようなものが〝組織〟にはないようなので》

　ふと気付くと、横の麻衣が難しそ～～～～～～な顔をしていた。

「結局、よくわからないんすね」

《ええ、有り体に言うとそうなのです。案外、国家と同じで存続そのものが目的……というオチもあるかもしれません。だから、言ってはなんですが、川村某ぼうも和なごやかな鈴蘭さんも、そんなに身構えなくとも大だい丈じよう夫ぶです。気に入らなければ辞やめる、抜ぬける、反旗を翻ひるがえす、〝組織〟を乗っ取る、潰つぶす。ここは電子ゲームではなく現実世界なのですから、物理法則以外は全て意のままです。自由にすればよろしい。ただ、私は今回の条件として、川村ナニガ氏の協力があればマックルイェーガーが少しは助かるかも。という話をしただけで……》

「ダーリンの名前はヒデオだってば」

《ビデオでもＡＶでも何でもよろしい》

　好きにしろとは言うが、向けられた銃じゆうの数は何丁だろうか。三十以上はある。よく見たら舷げん側そくデッキ部分にも陰かげに隠かくれて長物を構えているようなシルエットがある。となればもう五十丁近いか。以上か。

《大丈夫です。こいつらは私が言わなければ死んでも撃うちません。そのまま死にます。まあ暴発の可能性はあるにせよ、私も一応ＶＩＰなので武装は許してください。そういうことでひとつ、いいですか？》

「大丈夫よ、ダーリン。ダーリンには危害を加えないようにお願いしてあるから」

　やむなくヒデオは頷うなずいた。兵隊を退ひかせる気がないのであれば、仕方ない。〝組織〟についての話がどこまで本当かはともかく、いま交こう渉しようすべきことは他にもたくさん……。

《では次は私の質問です。協力するか、ここで死ぬか、どうしますか》

　……いやいや。

「待って、欲しい。たった今……」

《抜ける、辞める、暴れる、死ぬ、それらは全てあなたができうる限りの協力を終えてからの話です。最初から協力するつもりが無いのであれば、殺します。でなければ、ここまでたくさんの銃はいらんでしょう》

「おいおい、俺らは」

　声を上げたのはクルマに寄りかかって煙草たばこを吸っていたガスマスクだった。

　リンデンバーグはサムズアップを上へ揺ゆらしながら言う。

「だからさっさと上がって休めと言ったのです。霧也君とナイト君と水みず姫きちゃん美み野の里りちゃんもです。あなたたちはカワムラ某ぼう氏しの仲間なのですか？　だったらその場にいなさい。違ちがうのなら家に帰りなさい」

「待て！　俺たちは、重要な被ひ検けん体たいのはずだろう！」

　霧也の言葉に、リンデンバーグは首を傾かしげた。

《オートラインにとってはそうだったかも知れません。あと朱あけ津つ君も随ずい分ぶん大事にしていたようですね。そして私は別にどうでもいいです。何が貴重な成功例ですか。我々が求めているのは一点豪ごう華か主義の美術工芸品ではなく、再現性ある科学的技術です。そのために協力してくれるなら歓かん迎げいします。そうでなければ殺します》

　一機で何でもできるスーパーロボットタイプではなく、数を揃そろえられる量産可能な兵器タイプが欲しいということか。

《あなたにも言ってるのですよ川村某。アカネちゃんはご執しゆう心しんのようですが、流れ弾だまで死んでしまえば諦あきらめざるを得ないでしょう》

「ダーリンはダメだってば、リンちゃん！」

　アカネに肩かたを揺すられて、ようようリンデンバーグは溜ため息いきをついた。

《では私もこんなこと言いたくないのですが…川村氏。戸こ籍せき情報によれば妹さんがいらっしゃる。実の血けつ縁えんにしろ偽ぎ装そうの家族にしろ、高校卒業を間近に控ひかえた実在の女の子がこの世を去ることになったりしたら、一人の人間として悲しくはないですか》

　っ……。

《なるほど。その顔色から察するに本当の家族ですか。ではいま大人しく我々に協力し、ゆくゆくはアカネちゃんとケッコンでもして、式にはご家族友人一同お呼びし、ブーケをその妹さんに受け取ってもらう方が……妹さんのみならず、あなたにとっても随分幸せな人生だと私は思うのですが、どうですかねぇ》

「……君は」

《なんですか》

　ヒデオは言った。

「君は、君だってまだ、僕の妹と……ここにいる高校生たちとも、変わらないような歳だろうに……なぜ、そこまで残ざん酷こくになれる……」

　するとリンデンバーグが不意に、長めの前まえ髪がみをぺろりと搔かき上げた。

　眉まゆの上に、横一直線に、うっすらと傷……縫ぬい跡あとがあった。怪け我がや何かの跡ではない。人じん為い的に施ほどこされた、一直線の痕あとだ。

《私には何もないからです、川村氏。川村某氏。私に家族はいません。売られたか買われたか捨てられたか拾われたかもわからないのですが、物心ついた頃ころに〝組織〟のある科学者にこうして頭を開かれ、実験を施されたのです》

　リンデンバーグが前髪を下ろす。

《簡単に言うと食べた栄養が身体からだよりも頭に行くようになる、そしてその栄養を脳が消費しやすくなる、そういう手術です。おかげでもう十五歳だというのにこの背せ丈たけです。家族が身近にいなかったので家族がどう大切なのかわかりませんし、本来あったかもしれない普ふ通つうの人生も失われたので、他人の人生なんてもっとどうでもいい》

「……」

《わかっています。もちろん理り屈くつではわかるのですが、そういう人と人との絆きずなや繫つながりというものを、映画とか見ても実感できないのです。アカネちゃん曰いわく正義感が強いらしいあなたが、きっと私や快楽殺人者の思考を理解できないようなものです。なぜ残酷になれるか？　一いつ般ぱんの人が残酷に思うようなものを、それほど残酷に感じないからでしょうなぁ……。ひょっとしたら、そういう感受性の部分にまで手を加えられたのかも知れません》

　言いながら、リンデンバーグはニコリともしなかった。

《話を戻もどしましょう。妹さんをひと思いに死なせるのが嫌いやであれば、生きてるけどちょっと見られないようになる、そういう生しよう涯がい苦しむようなクスリを処方してあげてもよろしい。主体的には妹さんの人生ですが、それを目にするあなたの人生でもあります。選ばせてあげますよ。協力するか、妹さんの人生を台無しにするか》

「…………」

　完敗という言葉は、きっとこういう心情のときに使うのだろう。

　自分はヒキコモリ。自分はヒトリキリ。自分にはナニモナイ。だから……今まで、危険な場面でも無む茶ちやを通すことができた。

　だが、これは。

　この少女は。この少女の目の色は。その生おい立ちは。その言葉の威い力りよくは。

　あんまりだ。

　従おうという気はしない。だが逆らえる気が、もっとしない。

《同情もまあ嬉うれしいのですが、川村某。できるなら協力していただけると、もっと有り難がたい……》

　わかった。協力する。

　そう口を開こうとしたヒデオの肩に、鈴蘭が手を置いた。

「ああまで言われてすっ込む義理があるのかい」

　横目にした鈴蘭が、やばい笑い方をしていた。

　いつも飄ひよう々ひようとしているから、何がトリガーになっている人なのかよく知らないが……。

「ゲームをしようか、リンデンバーグちゃん！　鬼おにごっこをしよう！」

《はいそこちゃん付けするなーッ!!　しかも鬼ごっことか馬ば鹿かかァ貴様ァ!?　背が低いからって子供扱あつかいしてるといくら和やかでも殺すぞ!!》

「ヒデオくんが欲しい!?　ならヒデオくんを捕つかまえればいい！　私たちはヒデオくんを人ひと質じちにされたら、何もできなくなるからね！　それであなたが勝ったら、ヒデオくんもフォースの子たちも全部あなたのもの！　私の会社も可か哀わい相そうなリンデンバーグちゃんのために〝組織〟に協賛しよう！　どう!?　わかりやすいでしょ！」

《ほう、わかりやすいはわかりやすい。で、鬼は私たちで、あなた方は逃にげ役ですか？　そんな甘い話があると思ったら大おお間ま違ちがいです。不可能ですよ！　この港から逃がすような真ま似ねはしません！　出られるとしたら、魚の餌えさになってから……！》

「いいや、私たちもリンデンバーグちゃんを捕まえるよ！　全力で！」

　……。

「もう一度言うね！　全力でだ！　大丈夫、両りよう脚あしぐらいなら無くしたってまた歩けるようにしてあげるよ！　私たちにも、それくらいのテクノロジーはある！」

《……っ……なに言って……》

　リンデンバーグが初めて、動どう揺ようを見せた。

　鈴蘭の声こわ色いろにか。爛らん々らんと瞳ひとみを滾たぎらせるような、薄うす暗ぐらいその笑えみにか。

「ここにいる全員が奴ど隷れいなら。つまりそのご主人様に手をかければ、こいつらは全員動けなくなるってことでしょ」

　右手を左へ引き絞しぼり。

「炎えん獄ごくッ！　引き裂さけぇッ──!!」

[image: ]

　真一文字の横に凪なぐ。

「リンちゃん!!」

　魔ま力りよくの波動に気付いてアカネが跳とんだ。リンデンバーグの小こ柄がらな身体を抱だき、船倉の方へと転がる。鈴蘭の指先から奔はしった青白い炎ほのおが、フネから渡わたされた鋼鉄の橋に直ちよく撃げきし、爆ばく発はつし、溶とかし、貫つらぬき、フネの外板までも食い破る。

　フォースも、ガスマスクも、包囲していた兵士たちすら啞あ然ぜんとし、呆ぼう然ぜんとなった。

「はぁ、はぁっ、ちょっとなまっちゃったか……、惜おしい……！」

　やばい笑い方のまま、全ぜん霊れいを振ふり絞ったように肩で息いきをする鈴蘭。

「な、なっ、なぁっ……！　なに、あれっ……！　あいつもエスパーですか!?」

　拡声機を通さない、リンデンバーグの引き攣つった声。それもそのはず。アカネが抱かかえて逃げなければ……橋より先に引き裂かれていたのは、宣言通りにリンデンバーグの両太ふと腿ももだった。
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《何ちんたらやってんですか！　私が死んだら誰だれもお前らのクスリを作れんのですよ！　撃て！　皆みな殺ごろしです！　みーなーごーろーしー！》

　船倉内からがなり立てるリンデンバーグの声に従い、五十丁を超こえるアサルトライフル、サブマシンガンがヒデオたちのいる一点へ向けて火を噴ふいた。

　鈴蘭はヒデオの腕うでを引き、麻衣と一いつ緒しよにクルマの陰かげに飛び込む。防ぼう弾だんガラスと防弾板がバチンバキンとひどい音を立てている。

　身を小さくして頭を抱えた麻衣が悲鳴を上げる。

「ちょ、ひっ……、怖こわい！　怖い！　どーするんすか会長!?」

「言ったでしょ、あのリンデンバーグちゃんをさらえば私たちの勝ちだ！　簡単簡単！」

「無理っすよぉ!?　向こうあんなにいっぱい！　兵隊いるのにどーやって……！」

　運転席へ手を伸のばした鈴蘭はクルマのトランクを開け、銃じゆう撃げきの合間を縫って商売道具一式が入ったケースを素す早ばやく取り出した。

「ヒデオくん」

「……」

「ショックなのはわかる。世の中にはやっぱり、辛つらいことも悲しいこともある。でも、負けないんだよ」

　……。

「私は小さい頃、お母さんに捨てられてあちこちたらい回しにされた。でも魔まつ殺さつ商しよう会かいのみんなのおかげで、私は負けなかった。だから今ここにいる。同じように麻衣ちゃんも不幸な過去を持っているけど、ヒデオくんはそれに負けなかった。だから麻衣ちゃんはいま笑っていられるんだよ」

「いや涙なみだ目めっす！　めっちゃおっかないんすけど主に会長のせいで！　ひゃぁ！」

　銃じゆう弾だんの雨あられの中で、自分にだけは当たらないとでもいうように平然と鈴蘭は続ける。

「妹さんが心配なら、神しん霊れい班をやめて一緒に暮らすこともできる。そういう事情を打ち明けて、家族みんなで安全なところへ引っ越こすのも手段だよ。過去のことや、もう起きてしまったことは仕方ない。でも、仕方なくないことには負けちゃだめだ。気に入らないなら、言いなりにだけはなっちゃだめだよ。自分の気持ちを曲げてしまったら、何にも勝てなくなる。それが本当のバッドエンドだ」

　ずしり、と重い拳けん銃じゆうが手の平に押し付けられた。戦う力。負けないための力。戦う、象しよう徴ちようとしての……。

「……」

　ヒデオはそれを、そのまま鈴蘭へと突つき返す。

「……ヒデオくん……。わかった、じゃあここで隠かくれてて。私と麻衣ちゃんだけで」

「いえ。大だい丈じよう夫ぶ、です」

　ヒデオは、懐ふところから取り出した『ノアレスペシャル』のグリップをしっかりと握にぎり締しめる。銃弾は怖い。だが、ノアレのことは信じられる。

〝はいはいはいはいどうもどうも〟

　そう、何が残ざん酷こくかと言ったら……アカネが〝組織〟の側にいたり、妹のことを引き合いに出されたことより。リンデンバーグから聞かされた、彼女の身の上が一番残酷で、ショックだった。身寄りのない幼い子供に対する人体実験。そんなことがこの世界で行われていた。今、まだ、行われているかもしれない。

　負けてはいけない。

　その通りだ。負けてはいけない。

　そんなヒデオの目を見た鈴蘭が、小さく笑う。

「じゃあ、行こうか！」




　　　　◆




「随ずい分ぶんといい防弾車だなぁ。何もんだよあの嬢じようちゃん」

　ぷかー、と煙草たばこの煙けむりを立ち上らせる暢のん気きなガスマスク。

　這はうようにクルマに潜もぐり込んだ睡すい蓮れんの姉が、ヒデオと、麻衣を乗せて、クルマを走らせた。銃弾の雨あられを弾はじきながら鋼鉄の橋を駆かけ上がり、船倉に突とつ入にゆうする。

　展開していた〝組織〟兵は博士を守るため、魔ま眼がんを捕とらえるため、追うようにフネの中へ撤てつ退たいしていく。

「馬鹿っ……、あれじゃあ袋ふくろのネズミじゃないのか……!?」

　霧也が叫さけんだ。とても正気の沙さ汰たとは思えなかったのだろう。

《センターよりリーダー！》

「はいリーダー」

《フネの中がちょっとした騒さわぎです！　奴やつら発はつ砲ぽうしてますよ！　どうなっているんです!?》

「どうもこうもお前……うーん。俺らの仕事じゃないしなぁ」

「で、でもお兄さんっ……！」

　ふとガスマスクが視線をやると、胸むな元もとに両手を握り締めた美野里が真っ直すぐな目で見上げていた。

「よくわかんないけどあの人たち、私たちのために戦ってくれてるんじゃないの!?　それは脅おどされるのは怖いし、家族も、学校の友達も、みんな大切だけど……だからって……私たち、ここで見てるだけ!?　何かできないの!?」

「……いや、だからお兄さんにそれを言われてもね？　お兄さんたちは君たちを守るように言われているだけなんだよ」

「でも……！」

　記き憶おくをなくしたそうだが、熱血然とした本来の性格が直ったわけではないのだろう。ポニーテールの少女は助けを求めるように、他ほかのボーイスカウトたちの方を向いた。

　ナイトが頷うなずく。

「ああ、わかっているさ。ここで回れ右をして帰るのは違ちがうってことくらいな……」

　次に霧也と水姫へ言った。

「俺は行くぜ。ケリを付けるなら、魔眼たちが一緒の今しかチャンスはない。……お前たちはどうする」

　意外にも、冷静なリーダー役はまんざらでもなさそうに眼鏡の橋を押し上げた。

「……そうだな。俺たちのことを第一に考えてくれる朱津先生だから、実験や投薬も最悪の事態にはならないと信しん頼らいしてきたが……ああまで人命を軽視するような相手が責任者というんじゃ、このまま言いなりになる方が恐おそろしい。水姫はどうする？　美野里とここに残るか？」

「え？　え……と。うん。じゃあ私は……」

「私も行くよ！」

　力強く眉まゆをつり上げた美野里へ、ナイトは手を振り払はらった。

「チカラを失なくしたお前には危険すぎる！」

「でも私だけ安全なところで見ているなんて嫌いや！　私こう見えて実はテコンドー習ってるし、自分の身は自分で守れるよ！」

「……性格は変わってないのに悪いことだけ忘れちゃってるとか余計タチ悪いよね……」

　ボソボソと、誰へ聞かせるでもなく虚うつろに微び笑しようする水姫。

　タバコの吸すい殻がらを、携けい帯たい灰皿に収めたガスマスク。

「……どうでもいいがお前ら、どうやって乗るんだ？　ハッチ、閉まっちまったぞ」

　えっ、とフネの方を見た高校生たち。

　ヒデオたちを逃にがさないためだろう。橋がもう半分ほども上がってしまっていて、当たり前だが乗船客用のタラップも降りていない。

「な？　ほら。帰る人はお兄さんが送っていってあげるから乗りなさい」

「も～っ！　女の子が困ってるのに助けてくれないなんて！　お兄さんの腰こし抜ぬけ！　ヘタレ！　役立たず！」

　い～っ、とする美野里をよそに、霧也が言った。

「俺のシルフのチカラがある。見張りも魔眼たちに気を取られている今なら、風に乗って直接デッキに行けるはずだ」

「その手があったか！　いいぜ、邪じや魔ま者ものは俺の拳こぶしと邪サラ炎マン龍ダーが吹ふっ飛ばす！」

「……まあ、あれくらいの銃じゆうなら、ウンディーネなら大丈夫だけど……でも美野里ちゃん、私からなるべく離はなれないでね」

「うん！　ありがとう、みんな……!!」

　話は決まった。

　少年たちは振ふり返りもせずフネへ向かって走り出し。

「シルフッ──!!」

　霧也の呼び起こした猛もう烈れつな上じよう昇しよう気流に乗って、四人一緒に数十メートル上のデッキ目め掛がけて舞まい上がる。

「……やれやれ。ま、仕事だからなぁ……リーダーよりどれか」

《はい。センターです》

《こちらライト、どうぞ》

《レフト聞こえてます》

《テールＯＫ》

「ボーイスカウトたちが、アクアリウムⅡの後部デッキ側から乗り込んだ。俺たちの来年の仕事を奪うばった連中とやり合うつもりらしい。あいつらの護衛が今年いっぱいの契けい約やくだからな。見かけたら援えん護ごしてやれ」

《ラジャー》

《了りよう解かい》

《了解しました》

《ではこれより作戦行動に移ります。隊長は？》

「俺？　俺は……」

　ガスマスクはフネを見た。

　ハッチは閉まっている。タラップは降りていない。戦争屋は風を呼んで飛ぶことはできない。

「……俺はあれだよ。隊長だからな。広く現場を見み渡わたせる場所で指揮する役だよ」

《は？　あの人まだ乗ってないのか？》

《このまま出航でもしたらどうすんだよ》

《知るか》

《使えねえ》

《お前ら、無む駄だ口ぐち叩たたくときはマイクのスイッチ切っておけよ。隊長に聞こえるぞ》

「……。」

　聞こえていた。




　　　　④




　鈴蘭が用意したのは、あの大会でも使用したショック弾だん頭とうだった。命中すれば小爆ばく発はつと共に精神性のショックを与あたえ、意識を吹っ飛ばす。空気圧で撃うち出すショックＢＢ弾だんとは違い、実じつ弾だんサイズの弾頭を実弾同様の炸さく薬やくで撃ち出すため、目視での回かい避ひは不可能。その容積に込められた魔ま導どう力量は、プロテクター越ごしの着弾でも二、三発の命中で確実にノックアウトをもたらした。

「くそ！　だめだ、起きない！　なんなんだあの銃は……！」

「電流!?　ガスか!?」

「アーマーを過信するな！　身を隠せカバー！」

　装備を過信して野放図に体を晒さらしていた全員を、鈴蘭はアサルトライフルの横よこ凪なぎで一いち網もう打だ尽じんした。広い船倉……恐らくはガスマスクたちの使うクルマも普ふ段だんはここに収まっているのだろう。客船業務以外に利用されているらしいカーゴデッキの中、物資の物もの陰かげで縮こまっているのは正規軍以上のハイテク装備を持つはずの〝組織〟兵の方である。

　一方の鈴蘭は乗り付けたクルマの陰かげで、いつものように真しん剣けんに楽しそう。

「よしよし。いけるいける。その、マックルさんはこのフネのどこにいるの？」

「誰だれもいるなんて言ってないっすよ社長……そもそもそれを確かめるために、川村さんが一いつ生しよう懸けん命めい交こう渉しようしてたんじゃないっすか」

「でも教えてくれそうもない雰ふん囲い気きだったじゃない。リロード」

　鈴蘭が弾倉を交こう換かんする間、ピストルを撃って相手兵士の頭を下げさせながら麻衣が言う。

「まあ、いるとすればフネの前の方っす。確かそっちには、ここより低いフロアがまだあって……そこに、朱津先生の研究室が」

　今度は弾たま切れした麻衣に、新しいマガジンを渡わたしながらヒデオが言う。

「ではフォースの。研究を、そこで」

「はい、そうみたいっすよ。私と鳴なる神かみ君は新入りの特別扱あつかいだったんで、一回見ただけなんすけど……水姫ちゃんたちは、いつもそこで検査とかしてたって」

　鈴蘭は頷いた。

「とりあえず、あの扉とびらの向こうだね～♪」

　そういう風に改造したのか、クルマの後部座席、座面をはぐるとロケットランチャーが出てきた。

　構える。

「あッ……ＲＰＧッ──!!」

　気付いた敵の兵士が絶ぜつ叫きようで警告し、射線に近かった何人かが一いつ斉せいに飛び退のく。物陰から溢あふれたその数人の意識を麻衣がショック弾頭で沈しずめる頃ころ、格納庫と通路を隔へだてていた鋼鉄の扉にも大穴が開いていた。

　室内というほど狭せまくはなかったが、密閉空間だ。爆ばく風ふうで眼鏡をずらした麻衣が呆あきれ加減に呟つぶやく。

「……会長って実は馬ば鹿かっすか」

「ち、違うよ。お茶目さんなんだよ。てへっ☆」

「何歳になったクチが言ってんすかそれ」

　ガッガッと拳同士のスキンシップを始めた二人をよそに、他に意識を向けていなかったヒデオは気付く。ココン、という何か固いものが床ゆかを弾はずむ音。目に止まったのは丸く黒光りする、握にぎり拳大の……。

〝爆ばく弾だんよね〟

　ノアレの声を聞いたときには、ヒデオは咄とつ嗟さ、ケンカする鈴蘭と麻衣を突つき飛ばしていた。ほぼ同時、ヒデオ自身も爆風に背を押されて吹っ飛んだ。

　天地もなく転がって体中あちこちに打ち付け、揺ゆれる視界を振り払おうとかぶりを振ったところで目の前の綺き麗れいなブーツに気付く。そのまま視線を上げれば綺麗な太ふと腿もも。茜あかね色いろの衣装。アカネの笑え顔がお。

「ダーリンを捕つかまえれば、私とリンちゃんの勝ちなんだよね！」

　白く細い指先が、ヒデオの二の腕うでにかかる。

「させるか！」

　跳はね起きた麻衣がアカネへ跳とび蹴げりを見み舞まった。直ちよく撃げきしたように見えて、アカネは上体をひねってそれをさばく。

「邪じや魔ましないでよ……！」

「やかましい、川村さんはあんたたちの卑ひ怯きような脅おどしに屈くつするような人じゃないんすよ！」

　麻衣は拳を握り締しめた。

「川村さん、動けるなら構わず先へ行ってください！　気絶した会長を抱かかえて逃げ回るより、リンデンバーグを捕まえた方が早いっす！」

「だがっ……」

「水姫ちゃんたちほどではなかったけど、私だって元フォースです！」

（っ……）

　ヒデオは歯は嚙がみする。

　嫌きらいだ。この状じよう況きようは。前にもあったが、とても嫌いだ。もちろん、自分の知っているアカネは鈴蘭と麻衣にそうひどいことはしないだろうし、爆弾の錬れん成せいはするがそこまで直接的な戦せん闘とう能力に長たけてはいなかったはず……だ。

「私はダーリンのこと、ちゃんと知ってるわ！　ダーリンは仲間を見捨てて自分だけ逃げたりしないよね!?」

〝どうするの？〟

　決まっている。

　自分の始めたことだ。ヒデオは両りよう脚あしの感覚に異常がないことを確かく認にんすると、アカネと対たい峙じする麻衣の背へ向けこう言った。

「彼女は材料さえあれば、その場で爆弾を作り出せる天才だ。だが、格かく闘とう戦ならフォースだった君の方が上のはずだ」

「は……、はいッ！」

「あとは僕だけで充じゆう分ぶんだ。追い付かなくていい。鈴蘭さんと逃げろ」

「はい！　任せてください！」

　その肩かた越ごしに、アカネの姿を見る。

「アカネ。君は……」

　うん、とアカネは笑顔で頷うなずいた。

「今回は急だったけど、また今度、ゆっくり一いつ緒しよにお話ししようね！　きっとダーリンがわかってくれる部分もあるはずだから！」

「……ああ」

　踵きびすを返したヒデオは、鈴蘭の開けた通路へ向かって走り出した。

　その足音が充分に遠くなってから。

「また今度なんてないんすよ。二度とあんたは川村さんに近付けさせない」

　麻衣は、もうタブレットの摂せつ取しゆもやめてしまい、あるかどうかもわからないなけなしのチカラを両脚に込める。

　身体ブースト。普ふ通つうの女の子相手なら威い力りよくはいらない。動きで翻ほん弄ろうする。

　対するアカネは表情を崩くずさない。名門に生まれ、天才の名をほしいままにしてきたその自負がある。ノラには負けない。

「フォース……つまり、あなたも召しよう喚かん師しなのね？」

「そこまで立派なものじゃないっすけど、……戦闘訓練も受けてない女子高生に負ける気はしないっすよ！」

　麻衣は先手を打つ。元より、ブーストは長時間駆く動どうできる能力ではない。一いち撃げきで決め、お茶目な会長を担かついでヒデオの後を追い、褒ほめてもらう。ハッピーエンドだ。

　が。

「っ……」

　アカネの目がいいのは、初撃でわかった。いや、さっき跳び蹴りを受け流された時点で予感はあった。アカネの行動は単純なバックステップの多用であるが、二発、三発と振ふるってもなかなか拳こぶしが入らない。

　かといって、指導教官役のクラリカのようにまるで余よ裕ゆう、という風でもないのだが。気合いでよく見ている。口先だけでなく、それだけ本気ということなのか。

　麻衣は一度間合いを取り直した。

「ふん。ただの箱入り娘むすめじゃなさそうっすね」

「一応名門貴族で大だい企き業ぎようの一人娘だもの、強きよう迫はく、誘ゆう拐かい、日常の危険は数知れず……護身術くらいは心得ているわ」

　とは言うものの、表情は結構、おっかなびっくりの様子。技術はあっても経験は足りないのだ。だから余計な力が入り、息も軽く上がっている。

　一方の麻衣はこのところクスリも使わず、厳しい教官に躾しつけられていたため、まだまだ余裕があった。

「護身術程度であれば……！」

　防ぼう御ぎよはできても相手を倒たおす方法は限られるはず。速度差で充じゆう分ぶん圧あつ倒とうできると、麻衣は踏ふみ込む。

「調合！　錬成！」

　アカネの声に導かれるように、彼女のポーチから何やらの薬やく剤ざいが飛び出し、空中でひとりでに混ざり合い。

「喰くらいなさい泥どろ棒ぼうネコ!!」

　まさかほんとに、黒光りするまん丸の爆弾になって飛んできた。

「私のは、愛だっ!!」

　あまりに突とつ然ぜんでどうしようもなかったので、麻衣は爆弾を、チカラ込めた拳でぶん殴なぐった。どの属性かもわからぬほど咄嗟の全力で。

　爆発し、吹ふっ飛ばされる……全身が痺しびれ、耳が遠くなりはしたが、幸い、手首から先、指の五本まで全すべて無事だった。

　……が、アカネがひどくうんざりしたような顔をしていた。

「……愛って……」

「なっ……、なんすか！　愛は愛だ！　あんたみたいに家のしきたりがどうとか、恋れん愛あいごっこしてる自分に酔よってるとか、そういう半はん端ぱな覚かく悟ごじゃないってこと！」

「後からしゃしゃり出てきておいて、その言いぐさはないんじゃない？　きっとダーリンも迷めい惑わくしてると思うな」

「いいや、川村さんは控ひかえ目な人っすからね、ダーリンなんて呼ばれることの方が迷惑千せん万ばん甚はなはだしいに決まってる」

「私とダーリンの絆きずなは、命がけで育はぐくまれたものよ」

「私と川村さんがどれだけ運命的な出会いだったかも知らないくせに」

「そういう思い込みでしょ」

「あんたの誇こ大だい妄もう想そうと一緒にするな」

　言いながら、麻衣も、アカネも、心の中では冷静だった。クチでは罵ののしりながら、どちらも相手の出方を窺うかがい、己おのれの出方を探さぐっていた。

「っ……」

　アカネの背後で鈴蘭が意識を取り戻もどしたことに麻衣は気付く。麻衣が何かに気付いたことに、アカネも気付く。立ち位置からその視線の先に鈴蘭がいたことは把は握あくしている。

　そしてアカネの意識が鈴蘭へ向いた瞬しゆん間かん、麻衣は鋼鉄の床を蹴った。
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　アカネは腕で防ぐことはできたが、チカラの込められた拳の威力は減げん殺さいしきれず、よろめいた。充分。麻衣は動きを止めたアカネの脚あしに足をかけ、腕を取り、その場に組み伏ふせる。爆ばく弾だんの材料が入っているらしいポーチを奪うばい取り、鈴蘭のいる方へ投げ捨てた。

「見たか！　これが愛の力だ！」

「……まあ、そういうお馬ば鹿かは嫌いじゃないけどね。なんだか自分を見てるみたいで」

　床ゆかに押し付けられたまま、お嬢じよう様さまが自じ嘲ちよう気味に笑う。

「随ずい分ぶん素す直なおっすね……」

「ダーリンの気持ちはまだ私の方を向いていないもの。だったらあなたをひどい目に遭あわせたところで、優やさしいダーリンは悲しむだけだわ」

「う……」

　アカネの達観した物言い。そういうヒデオの気持ちを考えず、思いっきりアカネをぶん殴ろうとしていた自分に、麻衣はやや気き後おくれしたが……いやいや、こんなのは悔くやし紛まぎれの強がりに決まっている。優位に立ったのは自分だ。ヒデオを捕まえさせなければ、いいのだ。

「やったね麻衣ちゃん。お手て柄がらお手柄……いたた……」

　まだ少しふらふらしたような鈴蘭が、どれだけ準備がいいのか、クルマのグローブボックスから手て錠じようを取り出す。

　アカネの手首にかけながら。

「でも……ほんとに、アカネちゃんって〝組織〟に所属しているの？」

　後ろ手に拘こう束そくされたまま、ぺたん座りになったアカネは言った。

「ううん。私は誰だれの上司でも部下でもなくて、リンちゃんのお友達ってだけ。同年代の女の子としてリンちゃんに同情してるし……それに、私だって錬れん金きん術じゆつ師しだからね。知的探求者の一人として、リンちゃんを尊敬もしているの」

　それについて、鈴蘭は言った。

「間ま違ちがったことをしている友達を止めてあげるのも……友達の役割じゃない？」

「もちろん。言ったし、止めたんです。でもリンちゃんはそういう考え方をやめるつもりはないみたい。きっと、そういう心の回路まで壊こわれてしまっているんだわ」

「だったら、あんなやつ……」

　吐はき捨てようとした麻衣に、今度はアカネが言う。

「絶交して終わるの？　学校のクラスメートや街の遊び友達ならそれでいいのよね、きっと。悪いことをしたお友達は教師か警察に突つき出して、それで終わり。クラスや街から消えたお友達のことは忘れて、他ほかのお友達や新しいお友達と楽しく遊べばいいわ。そうでしょ？」

「いや……その。そこまで、とは言わないっすけど……」

「でも見たでしょ。警察や並の軍隊じゃ、リンちゃんを抑おさえられない。じゃあお友達として彼女を更こう生せいさせるためには、どんなことができるかしら。答えが見つからないうちに、今日が来てしまったわ」

　仕方のないこと。これも仕方のない範はん囲い、なのだろうか。麻衣にはわからなかった。

「それとも、ダーリンにならそれができるのかしら。……実は私、そういう期待もちょっぴり持っているの。だから今回、リンちゃんにくっついて日本に来たんです」

　鈴蘭は得心したように頷いた。

「……そうだね。ヒデオくんはいろいろ、違ちがうからね」

「そ、そうっすよ会長。ここで話し込むより、川村さんを追いかけましょう」

　麻衣はアカネを立たせて、鈴蘭はその後ろで銃じゆうを構えて、ヒデオが向かった船首側へ歩き出す。プロテクター付きの〝組織〟兵が累るい々るいと倒れていたが、ショック弾だん頭とうのおかげでまだまだ起きる気配はないようだった。

「お友達なら、リンデンバーグへの人ひと質じちに使えますよね」

「どうかな。リンちゃん、さっき自分でも言ってたけど……家族とか友達とか、あんまりピンと来ないみたいだから」

　鈴蘭が尋たずねる。

「じゃあ……お友達っていうのは、アカネちゃんの片思いってこと？」

「ひょっとしたら、そうなのかも。でもね、世の中が利用できるかできないか、奴ど隷れいかそうじゃないかの二択たくだけなんてあんまりひどいでしょ。だから、私は友達だって言い張るの」

　鈴蘭がロケランで開けた扉とびらの穴をくぐり抜ぬける。

　走って出たヒデオは、振り向いたりすることはなかったのだろう。

「私には地位もお金も名めい誉よも才能も若さもあるのに、ダーリンはどうして私のものにならないのかしら。楽しいなぁ」

「そりゃ……川村さんは常識人だからじゃ……」

　振り返った麻衣は気付く。

　アカネの凄すさまじい笑え顔がお。破けた扉の裏側、四よ隅すみに、球状の爆弾がセットされていた。

「お馬鹿さんは嫌きらいじゃないって、言ったでしょ」

「あんたじゃあ、絶対川村さんの気は引けないっすよ……！」
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　ズシンッ!!




　鋭するどい振しん動どう。水姫は、何もない通路でちょっと蹴け躓つまずいた。

「お、っと。っと……」

　それを美野里に支えられる。

「大だい丈じよう夫ぶ？　青あお山やまさん」

「あ……ごめんね、美野里ちゃん」

　霧也が船せん尾び方向を振ふり返りながら言った。

「今のは……何かの爆ばく発はつか？」

「だとしたら、魔眼だろう」

　ナイトは言った。

「〝組織〟の奴やつらは、消音器付きの武器を使っている……悪目立ちを避さけたい証しよう拠こだ。爆発するような大おお袈げ裟さな武器は、使いたがらないだろう」

「でも、爆発って……沈ちん没ぼつしたりしないよね……このフネ？」

　不安そうな顔をする美野里に、水姫は言った。

「港の中だから、少しくらいは……平気なんじゃないかな？」

　霧也の能力で降り立ったのは甲かん板ぱん部分。後部デッキの、この季節では使われていないがプールのある辺りだ。

　ガスマスクに言われて合流したという、ケルベロス隊の小隊長が言う。

「港の構造もこのフネのスペックもわかっている。最悪、着底しても上のデッキまでは水すい没ぼつしない。……それよりお前たち、向かう先は船首の底でいいんだな？」

　弾だん倉そうをチェックし、安全装置を確かく認にんした小隊長に霧也が頷うなずいた。

「リンデンバーグ、朱津先生、マックルイェーガー……いるとすればいつもの検査と投薬を行うあの研究室か、そのさらに先の区画しかない」

「了りよう解かい。テールよりセンター。状じよう況きようは？」

　部隊は素す早ばやく安全クリア確認リングを行いながら船内へ入り、下層を目指す。

《こちらセンター。連中は船首方向への移動を阻そ害がいしている。まだ始めちゃいないが、行くとなればドンパチだ》

《レフトより、小さなリトル女王様クイーンがそっちへ向かった》

《センター確認した。襲しゆう撃げきするか？　タイミングは？》

　そこにガスマスクの声が割り込む。

《こちらリーダー。だめだ。交戦はするな。今の装備で、屋内であの装そう甲こう相手はたぶん不利だ》

《グレネードならどうです？　あいつら、前のパワードスーツほど重装甲じゃない。末まつ端たん部分を吹ふっ飛ばせば……》

《子供にスナッフショーなんて見せなくていい。ボーイスカウトたちの安全が第一だ。突とつ破ぱが難しければルートか方法を選べ。無理そうならお前たちが危険な場所へ近付かせるな。護衛ってのはそういう仕事だ》

「了解」

　なんてことを話しているうち、いくつかフロアを下る。

「止まれ！」

　巡じゆん回かいしていたらしい〝組織〟兵三人に発見された。

「なあケルベロスさんよ、同業同士仲良くしようぜ。武装を解除して、ガキどもをこっちへ引き渡わたせ」

　向こうは即そく座ざに銃を構えたが、ケルベロス隊もそういう挨あい拶さつのように銃を構えていた。

「こんな深夜までご苦労なことだが、生あい憎にくこっちも仕事でな」

　距きよ離りがあったため、出会い頭がしらの発はつ砲ぽうは免まぬかれたが……護衛対象が危険な場所に踏ふみ込んでしまった場合は？

「俺たちのアーマーは特別製だ。そんな豆まめ鉄でつ砲ぽうで勝てるとでも……」

「邪サラ炎マン龍ダー!!」

　耳をつんざくバーナー炎えんのような音と共に、進行方向にいた数人が業ごう火かに吞のまれた。ほんの一いつ瞬しゆんの出来事であったが〝組織〟兵は熱波に吹き飛ばされ、

「シルフ!!」

　その銃はバターのように易やす々やすと真空波によって切断される。

「ウンディーネ!!」

　背後に現れた応おう援えん部隊の銃じゆう弾だんは水すい壁へきに阻はばまれ、弾たま切れしたところで前方にいた数人と同じように邪炎龍とシルフの応おう酬しゆうを受けた。

　それらをあり合わせのピアノ線や結束バンドで簡単に拘束しながら、ケルベロス隊の小隊長が言う。

「テールよりリーダー」

《リーダーヒア》

「護衛なんて本当に必要なんですか？　子供たちのサイキックは俺たちの銃よりよっぽど強い」

《泣く子も黙だまるケルベロス隊が情けないことを言うんじゃない。嫌いやでも辛つらくてもやせ我が慢まんして仕事をするのが、カッコイイ大人ってもんだ》

《おいおい、誰かフネの外でなんか抜かしてるぜ》

《知らねえよ。それより給料上がらねえかな》

「テールより各隊、行動再開する」

《ライト了解。数人が船尾側からそちらに向かっている》

《こちらセンター、リトルクイーンがラボ区画へ到とう達たつした。衛兵もそれを追った……さらに追ってマガンが一人で入っていったぞ。いいのか？》
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「……」

　寒い。相当な冷れい房ぼうが効いているのか、真冬の屋外よりまだ空気が冷たいかもしれない。

　ヒデオが単身乗り込んだのは、まるで近未来小説に出てくるような空間だった。純じゆん粋すいなＳＦほど夢やロマンは感じられない。もっと現実的な無機質さ。もっとあり得そうなリアリティ。

　この世にあるだけの種類のメーターと、スイッチと、コンソールを並べたのではないかと思わせるような光景が広がっている。コンピューターなのか、計測機器なのか、発信機なのか受信機なのか……そういう精密そうな機械が壁かべ一面に並んでいる。二階層ほどの吹き抜けの、左右の壁一面にだ。

　そんな、広大だが圧あつ迫ぱく感かんのある空間の中央に、彼女……マックルがいた。入院患かん者じやのような素そっ気けない寝ね間ま着き姿で、何かの診しん断だん機のような、ごちゃごちゃと機械のくっついた大袈裟な椅い子すの上、無数のコードを繫つなげられた覆おおいを頸けい椎ついから目元までの頭部全体に被かぶせられ。起きているのか寝ているのかもわからなかった。

「大丈夫です。彼女は、安静にしているだけです」

　マックルの傍かたわらで何やらをモニタリングしていた修しゆう人とが、面おもてを上げた。

「こちらへ来てから、ずっとこうしていました。凪木君たちが集めてきた霊れい体たいを……」

　奥の壁へき面めんに並ぶ、薄うすぼんやりと光る大きなシリンダーを示す。

「ああやって純粋な霊的エネルギーに精製して、マックルの……延命、という言葉を使うと彼女が嫌がるのですが……」

「……」

　ヒデオは言葉もなかった。

　いつ会っても、あんなに元気で、明るく、潑はつ剌らつとしていたのに。そうして思い出すのは、真夏の炎えん天てん下かに見た彼女の笑顔。こんな、冗じよう談だんみたいに大袈裟な装置無しには、もう……だめなのか。本当に。

「ようこそ、川村某ぼう」

　もう一人の科学者の声は、そんな感かん慨がいもなく、冷め切ったものだった。屋内のこの距離では拡声機の必要もないのだろう。リンデンバーグの声はクリアに聞こえた。

　銃じゆうを構えた何十人という〝組織〟兵の間では、埋うもれるような小こ柄がらな体で、息を白くさせながら言う。

「ここが、オートラインの精せい霊れい工学研究所です。実は〝組織〟の中でも、ここまでの最新機器と先せん端たんテクノロジーを集めた研究所はごくわずかしかありません。朱津君がレイスという未知の存在に対していかに明るかったかの証明です。言わば、朱津君の城ですよ」

「……」

　ヒデオの無言に、リンデンバーグは首しゆ肯こうした。

「あなたは物静かな人ですね。やかましい人よりずっと好ましい。さて、朱津君はすごい人で、霊的存在なんてあやふやな言葉でしかくくれなかったものを計測する理論を確立し、方法を技術化して、その存在を実際に数値化するに至りました。そして得られた霊的な量に『レージェンス』、それがある有限な空間当たりにいくら含ふくまれるかという密度に『スピシチュード』という単位を与あたえ、レージェンスとスピシチュードの関係を特とく殊しゆな方程式に当てはめて計算した結果、その指数が１を超こえるような状態をいわゆる『霊的な存在』、すなわち『レイス』と定義したそうです。このレイス指数が１以下……１００％に満たない場合は、エネルギーが足りないか、単一個体と見なせないほど濃のう度どの低い、モヤみたいな状態だそうですよ。私は専門が違ちがうのでピンと来ないのですが、あなたにはおわかりですか？　召しよう喚かん師し、川村某」

　何が言いたいのか。それとも単に時間稼かせぎか。それとも。

〝私、興味深い〟

　ノアレから意外な言葉が聞こえた。

〝意外……？　そうね。ええ、そうね、私らしくもない。でも……マックルがその人知に惹ひかれたのは、同じ精霊としてわかる気がする……。自分という特殊な存在の神秘性や神聖性を暴あばかれ、存在意義を結論されるのは恐おそろしい。でも、それをどう暴き、究明しようというのか、その過程は見てみたい〟

　怖こわいもの見たさ。

〝そうね。そんなユーモラスな言葉で説明できるようなココロが……私にも？〟

「……」

　ノアレがゆっくり、ゆったりと、その姿を現した。虚こ空くうに突とつ如じよ現れ、床ゆかに足をつこうともしない少女の姿に〝組織〟兵たちがざわめき、身構える。

　リンデンバーグは問いかけた。

「なるほど……昨夜のそれも、レイスなのですね。いや、知性を備えているなら、あなたと呼ぶべきか」

「ええ、そうよ。初めまして、リンデンバーグハカセ。今のあなたのお話はとても興味深かったわ。そうなると私は、指数が１以上の精霊というわけね？」

「そうなりますね。しかも実体……いえ、レイスの場合は現体と言うんでしたか……。つまりあなたもマックルイェーガー級、というわけです」

「そうよ。しかもはっきりと意志を持ち、契けい約やく者の如何いかんによっては……まあ、それは置いておこうかしら。うちの閣下はとんでもなく平和主義者だから」

　ノアレの含んだ言い方に、リンデンバーグは不服そうに目を細めた。

「平和主義……あなたは平和主義者ですか、川村某。レイスという戦略兵器のごとき力を持ちながら、平和主義者であるとのたまう」

「……僕は」

「あなたが日本という国で安あん眠みんと惰だ眠みんを貪むさぼる間も、戦争や紛ふん争そうや抗こう争そうは世界各地で起きているのです。それらを解決しようとは思ったことはないのですか。でなければあなたはただの利己主義者です。あなたの身の回り、目に見える範はん囲いが平和であればそれで満足なだけの」

　……。

　言われてみれば……。

（……）

　そもそもが我が身の平へい穏おん欲ほしさに、外界との接せつ触しよくを断たって暮らしたような自分だった。

「力を持つ者は、それを使用する義務がある……彼女はそう言いたいんだよ。ヒデオ・カワムラ」

　低く、よく通る男の声が、硬こう質しつな空間に響ひびいた。




　　　　⑥




　視線を上げると、スーツ姿の身なりの良い二人の男が、二階部分を巡めぐる整備用の通路から見下ろしていた。

　一人は見覚えがある。オートラインの副社長、甲こう山やまだ。だが声の主は、葉巻片手に手すりに肘ひじをついている四十代ほどの、長めのブロンドを撫なで付けた外国人の方だった。

「そこの彼女はこう言いたいのさ。惰眠を貪むさぼれるほどの余よ裕ゆうがあるなら……」

「コラーッ!!　ここで煙草たばこを吸うなビジネスマン！　この部屋全体が超ちよう精密機器のカタマリだと見てわからんのか！　ニコチンが欲しければ嚙かむかパッチにしろ！」

　リンデンバーグの剣けん幕まくに男は軽く肩かたをすくめると、手すりに葉巻を押し付け、もみ消した。

「失礼、ドクター・リンデンバーグ」

「以後気を付けろ。ていうかあなたは誰だれです。ひょっとしてあなたがマッケンリーですか」

「その通り。彼の説得に手間取っているようだったんでね。つい口を挟はさんでしまった」

　リンデンバーグは、ふん、と鼻を鳴らして腰こしに手を当てた。

「ではお任せしましょう。解説は得意ですが、会話や交こう渉しようは苦手なもので」

「ＯＫだ、ドクター……さて用件は実にシンプルなものだ、ヒデオ・カワムラ。表での会話も全すべて聞かせてもらった。どちらかがどちらかを捕つかまえたら決着という、あのお嬢じようさんの提案は素す敵てきだったな。だから私も彼女に敬意を表し、用件をもっとシンプルなものにしようと思う」

　湿しつ気けた葉巻の先を向けながら、マッケンリーは続けた。

「君が〝組織〟の一員となるなら、フォースの少年たちには今後一いつ切さい関かん与よしないことを約束しよう。精霊工学の研究については、未熟で反はん抗こう的なあの四人の服従より、利害を弁わきまえた君一人の協力があった方が進展がありそうだからね。そして……こういうのはどうだろうか。君はただの協力者ではなく、幹部の一人になる」

　幹部……？

「そうだ。私やドクター・リンデンバーグの部下ではなく、私たちと同等の発言力を有する、対等の立場になるということだ」

「……」

「不思議かい？　全くのルーキーになぜそこまでの待たい遇ぐうが与えられるか……では、この提案はただの出任せなのだろうか？　違う。私やドクターが経営や薬学のエキスパートであるように、君もレイスに関しての第一人者だからさ。何がそれを保証するのか？　私の場合は金。私だけが引き出せる資金力がそうさせる。ドクター・リンデンバーグの場合は、彼女の頭脳のみが生み出せるドラッグだろうね。その蜜みつの味を知った彼女の騎き士したちは、リトルプリンセスのために下手へたな正規軍よりよほど強力かつ熱ねつ狂きよう的に」

「小さいって言うなー!!」

「失礼、ドクター……同じように、君にはレイス・パワーがある。そう、君個人が〝組織〟の誰にも打ち負かされないという、最低限の力を備えている。あとは他ほかの幹部がそれを認め、後ろ盾だてすればいい。互たがいが、互いの立場を保証するんだよ」

　認められなければ意見を採り上げてもらえず、発言力を失う。意志表示できないのであれば、いないのも同じ。自分の身を守れないのも、同様。

　なるほど。見ず知らず同士でも機能しそうな気はする。実際、どうかは知らないが。

「するとどうなるだろうか？　マックルイェーガーの扱あつかいは、ドクター・リンデンバーグではなく君の管かん轄かつに移るだろうな。ドクター・アケツは、さしずめ君の助手。秘書。補ほ佐さ官……まあ、優ゆう秀しゆうなパートナーとなってくれることは間ま違ちがいないだろう。君はマックルイェーガーの存在を救うために、世界で最高の科学者と一いつ緒しよに、必要な全ての手段を〝組織〟のバックアップの下で講じることができるわけだ」

　リンデンバーグがふむ、と息をした。

「朱津君が真面目まじめにやってくれるのであれば、その方が私も手間無しでよろしいですな。アカネちゃんもきっと喜ぶでしょうし、推すい薦せんしますよ」

「……どうかな、ヒデオ・カワムラ」

　どう、と言われても。

　こんな連中に与くみするのか？

　ふと横目にした先で、ノアレは無言で微笑ほほえんでいるだけだった。話題にも出てきた修人本人は、何も言わない。じっと何かのモニターを注視しているが、好よい顔はしていなかった。

　マッケンリーが目を細める。

「それともまだ他に要求が？　いたいけな少年たちと〝組織〟との関係性を絶ち、マックルイェーガーというレイスを君は手に入れる。君が今日、このフネを訪おとずれたのはそれが目的だと思っていたが……それ以外にも、何か希望があるのかい？　それともまさか〝組織〟が気に入らない、なんて利己的なイデオロギーが、君の中では少年たちの将来やマックルイェーガーを救いたいという目的以上に重要なのだろうか……？」

　ずばずば、ずけずけ、なんとも容よう赦しやのない口こう撃げきであった。どういう経歴を持つ人物かは知らないが、押したり引いたり、畳たたみかけるようなビジネストークは、経営のエキスパートを自負することの現れか。

「もちろん君の人生だ。君が何を望むかで決めるべきだろう。一いつ介かいの公務員として身近な人々を救い、敬われ、人生を全まつとうする。君が本当にそれを望むのであれば……私は、無む理り強じいはしないよ。大多数の人々は、そんなささやかな人生の中で、最大限の幸福を模も索さくして生きているのだからね。だが、よく考えてみて欲しい。なぜ彼らはそんなささやかな人生で満足しているのか？　違う。満足ではない。大人になっていく過程のどこかで気付くんだ。諦あきらめ、折り合いを付けた結果、それでよしとしているんだ」

　マッケンリーが歩く。

「子供の頃ころは誰だってヒーローやヒロインになりたかった。スペースパイロットやスーパーモデルになりたかった。だが、歳を経へるにつれて徐じよ々じよにわかってくる。自分にはそんな特殊な才能はなく、特別な魔ま法ほうの力はこの世界には存在せず、むしろアトミックパワーが有害なことに気付かされていく。そして、思い描えがいた理想の自分になれなかったことを納なつ得とくさせるように、愛することの大切さや、家族との絆きずな、誰にでもある当たり前のことの重要さを説き始める」

「……それの。何が、悪い」

「君はまだ若い。ヒデオ・カワムラ。魔法のような特別なレイス・パワーを手にしながら、それで夢や大望を叶かなえようと本当に思わないのか？」

「思わない」

「金や名声のためとは言わない。そう、世界平和のために使おうとすら思わない？」

「……何が、言いたい」

　マッケンリーは失笑して頷うなずいた。

「私は君を責めるつもりはない。誰も責められないよ。世界の全てを救うなど、神でもなければ不可能だからね。外国の見ず知らずの人々の命も確かに大事だが、身近にいる人々だって、同じ命だ。だから多くの人々はそれを天てん秤びんにかけるまでもなく、家族や、友人を第一に考える。それは当たり前のことだ。が……」

「……」

　が……？

「当たり前ではない力を持っている君なら、当たり前ではないことを成し遂とげることができる。尊敬され、もてはやされ、歴史に名を刻むことだってできる……一度きりの人生、そんな自分になりたいと思ったことは？　誰かのためじゃない。理想の自分になるために。理想の人生を手に入れ、この世に受けた生を最大限に全うするためにだ」

「っ……」

　一いつ瞬しゆん、心が揺ゆらいだ。

　命が奇き跡せきであるのなら……自分は、その価値を余すことなく利用しているかと。無む駄だにしてはいないかと。

　だが、すぐに冷静になった。

「まるで、……〝組織〟であれば。それが、実現できるとでも」

「断言するよ。少なくとも、アメリカ大統領になるよりはその可能性は高い」

　マッケンリーは笑っていた。だが、冗じよう談だんを言う笑い方ではなかった。希望に満ちた未来を説く、伝道師のような自信に溢あふれていた。

「そういうことをできる立場に君はいる、ということをこの機会にはっきり伝えておきたかったんだよ。それを踏ふまえた上で、君の意志を問いたい」

　魅み力りよく的かもしれない。

　魅力的な気がする。

「……だが」

「だが？　質問や意見があるなら、喜んで聞くよ」

　口八丁だけなら自分も散々やってきた。

「互いが、互いを保証する。その裏付けが実際の力でしか、ないのであれば。……いま、僕が。あなたたちを打ちのめしても」

「その通りだよ。確かにね」

　空気が変わった。

　休きゆう憩けいしていたリンデンバーグも目を細める。

「いいんですか？　私が命令すれば、あなたはミンチになって終わりですよ。だからマッケンリーはポジティブに、よく考えなさいと言っているのです」

　彼女の兵隊たちが銃じゆうを構え直す。

　他方、上のビジネスマンは挑ちよう発はつ的に笑う。

「ヒデオ・カワムラ。何が、君にその選せん択たく肢しを選ばせた？」

「私利、私し欲よくだ。僕が、マックルと、フォースの四人を助けたい。僕が、〝組織〟のやり口を気に入らない。僕は……六畳じよう一間で多くを求めずに過ごすことを、清く正しい生活だと思っている」

　マッケンリーがヒデオへ指を突つき付けた。

「……変化を恐おそれているのではないかね？」

「違ちがう」

「レイス・パワーを振ふるうことで、悪意ある者に狙ねらわれることを恐れ、悪意なき者から祭り上げられることを面めん倒どうだと思っているのでは？」

　っ……。

「それの、何が悪いっ。僕の人生だっ……僕の手にした、チカラだっ。安易に振るって不幸な結果を招くくらいならっ……」

「閣下」

　ノアレの嘲ちよう笑しようで我に返り、そして気が付いた。

　マッケンリーの言葉が、この上なく図星を突いていたことに。

　だから自分はこんなに声を大きく反論して。事実、〝組織〟のこいつらはレイス・パワーなんてよくわからないことを言って近付いてきて。事実、鈴蘭などは悪意もなく、あの大会でどうだったからと自分を引っ張り出し。

（っ……）

　くそ。

　結局、フォースと出会ってからの、自分の意志とは関係なくどんどん大きくなっていく様々な物事が恐ろしかったのだ。

　結果的に、フォースの少年たちを助けられていた。麻衣のことも、あの場は助けられた。だが、次は……どうなるかわからない。だから。

　だから？

　だったら？

「なるほどね……だが残念なことに、人は力を持つ者を放っておきはしないんだよ。自国の防衛のために核かく兵器を持つことを、その他の国は許容しない。その国が何を言おうと現実に核兵器が存在する以上、使用される恐れがあるからだ。君がレイス・パワーを、君の平へい穏おんのためにしか使わない……そんな君の意志は、その他の人々にとっては、至し極ごくどうでもいいことなんだよ。我々からすれば、君が〝組織〟を妨ぼう害がいするのに充じゆう分ぶんな力を有している。その一点だけが問題なんだ。それとも、仮にその事実が全世界に知れ渡わたり、全すべての国々が君に力を手放せと詰つめ寄っても……君は一人で、その平穏を守ろうというのかい。暗殺や謀ぼう略りやくに怯おびえながらの暮らしが、本当に君の望む……」

　どうでもいい、もうたくさんだ。

「マックルと。朱津博士を、解放しろ」

　リンデンバーグが、なんの感かん慨がいもない視線をマッケンリーへ向けた。

　どうすんだ、と。

「……せっかくの申し出だ。こうなったら、彼の力の一いつ端たんだけでも見せてもらおうじゃないか。死んでしまったら、それまでということさ」

　リンデンバーグは一つ頷き、ヒデオへ指鉄でつ砲ぽうを向ける。彼女の兵隊が、全く同じように銃じゆう口こうを向けた。

　ならば。望みとあれば見せてやる。

　正対して全く同じように、ヒデオはノアレスペシャルの照準をリンデンバーグに合わせる。念を込め、初めて命じる。




　彼リンデン女バーグを捕とらえろ、と。




　武装している兵隊はそれで全てストップできる。

〝かしこまりました。簡単なことよ、閣下〟

　その射線を察したように、兵士たちがリンデンバーグの前に割り込む。

〝大だい丈じよう夫ぶ。あの裏に跳とぶわ〟

　誰だれもがヒデオの出方に注視する中、ノアレは人知れず姿を晦くらませていく。

　狙え。狙い、意志を、ココロを、ノアレに捧ささげる。彼女が、あの裏側に跳ぶ姿を信じて、狙い定める。

　ヒデオの全身を、ざわりとさざなみが駆かけ巡めぐる。タールのように重く、蜂はち蜜みつのように甘く、小さな水面の波は紋もんが縁ふちまで行って帰ってくるように、全身を巡り銃口へと収しゆう斂れんしていくのがわかる。

　それが本来、召しよう喚かん師しが感じる、召喚するという感覚なのだろう。そのチカラを、自分の一部だと感じる。素そ粒りゆう子しのように〝組織〟兵を跳び抜ぬけ、リンデンバーグを捕らえるビジョンをはっきりと見る。手を伸のばせば目の前のコップを摑つかめるのと同じくらい、明確に。

　ならばもう迷う必要はない。

　それを行う。

　これを自分のチカラとして放つ。

「征ゆけッ──」

　リンデンバーグの射殺命令に先んじて、ノアレへ命じた。トリガーを引く。




「いまっ!!」




　響ひびいたのはマックルの声だった。

　痛つう恨こんの面おも持もちで修人がコンソールの確定キーを押し込む。

　研究室全体の空間が、わずかに歪ゆがんだ。一メートルが、九十九センチと九ミリ九く分ぶ九く厘りんちょっとくらいに圧縮され、十ミリ秒後に解放され、奥のシリンダーから蒸気を噴ふき出すような凄すさまじい音が轟とどろいた。

「……」

　瞬しゆん間かん、ヒデオはあったはずの両りよう腕うでを失ったような途と方ほうもない喪そう失しつ感かんに苛さいなまれる。ノアレスペシャルを取り落とし、震ふるえながらその場に跪ひざまずく。慌あわてて自分の体を見る。両手の平を見て、両腕を抱だき、財さい布ふでもなくしたように全身を叩たたいて、体のどこかが欠落してはいないかと馬ば鹿かみたいに確かく認にんする。

　全てある。

　だが……では、何を失った。

　探して視線を上げた先……奥の壁へき面めんに並んでいた、薄うすぼんやりと光っていたはずのシリンダーの全て。その中身が、闇やみに染まっていた。

　失ったものが、そこにあるのだと直感した。
















　　　　①




　壁面に埋うめ込まれた、人も入れそうな大きなシリンダーの中が、黒より暗い闇色に染まっている。

　どす黒いだとか、真っ黒だとか以上の色。宇宙飛行士だけが、大気を通さぬ中で見られるという深しん淵えんの……光の放射も反射もない部分の、何もない色。

　それで察した。

「っ……、ノアレっ……」

　あれは、彼女の色だ。あれは、彼女なのだ。

「すみません、川かわ村むらさん……」

　沈ちん鬱うつな表情で、修しゆう人とが声を絞しぼり出す。

「罠わな、だったんです……あなたをこのフネに呼び出したこと自体が……この部屋全体が、凪な木ぎ君たちに渡していた霊れい体たいの捕ほ獲かく器きと、同じような構造になっているんです……。最初から、目的はあなたのチカラだったんです……」

　コードだらけの頭部の覆おおいを跳はね上げて、ひどくぐったりした様子のマックルが残念そうに笑う。

「シュウトには妹がいるのよ。その子がたった一人の家族らしくて……難しい病気で、今はリンデンバーグの作るクスリじゃないと、生きられないんですって。あたし、昨夜はまだ、そんなこと知らなくて……ヒデオだったらって思って、シュウトのこと預けたんだけど……」

　ポンポン、とリンデンバーグが手を打った。

「はいはい。そういうしんみりした種明かしとかは、一番後にしましょう。テレビドラマとか、そういう構成になってると思いますので……それより朱あけ津つ君、どうなったのですか。成功なのか失敗なのか」

「……成功です。マックルが感じた霊体をその瞬間に、その状態のまま捕らえました」

「ですけど……」

　リンデンバーグがそのシリンダーを見た。

「なんだか焼き切れた電球みたいに真っ黒ですよ。レイスというのは視覚的にもっと、ふわっと、白しろっとしてるものなのでは」

「彼女の……いえ……川村さんのチカラのベクトルが、とても特とく殊しゆなものだからでしょう。これまでのフォースの誰とも違ちがう、見たことのないデータです……」

「ではもっと喜んだらどうですか。それでも研究者ですか、朱津君」

　そんな話し声を遠くに聞きながら、ヒデオはふらふらと立ち上がった。肉体的には何もダメージはないはずなのに。これが精神的なショックというものなのだろうか。自分でもよくわからず、軽い混乱状態のまま、ふらりと一歩踏ふみ出す。

「ノアレを……、返せ」

「おいお前ら、そいつをしょっ引いてきなさい。もうエスパーでもなんでもないので大丈夫です」

　リンデンバーグの声に、〝組織〟兵たちが顔を見合わせた。

「しかし……サイキックがなくなっても、また自じ爆ばくするような可能性は」

「だったらお前が一いつ緒しよに吹ふっ飛べ。手足が千切れるより痛い拷ごう問もん用のクスリと、どっちがいいですか？」

　数人が無言でヒデオへ駆け寄る。ヒデオは逃にげようとして、ふらついたまま足をもつれさせてその場に転び、腕うでを逆方向に取られ、それきり動けなくなった。

「……なんだこいつ。随ずい分ぶん大人しいな」

「いいから急げ、博士にどやされるぞ」

「ちっ、声の一つも上げないとは気味の悪いやつだ……」

　どうせ力比べでは敵かなわない。どうせ叫さけんだって放してくれるわけじゃない。

（……）

　手て錠じようを後ろ手に塡はめられ、連行されながら、何かないかと探したが、武器など何も持ってないことを再確認しただけだった。いま以上の危険にさらされたことだってあったはずだが、そんなとき、ノアレがどれだけ精神的な支えとなっていたかに思い至る。

　ノアレは……あのシリンダーの、真っ暗なのがそうなのだ。姿形を失っているが、彼女はあそこにいる。というより……あれが、彼女を構成していた、というべきなのか……。

（……）

　彼女は分解されてしまった。

　でなければ、この空くう虚きよな感覚はなんだ。

　契けい約やくが、解かれてしまったのだ。

　考えたくない。何も考えたくない。でも、何か探さなければ。死にたくない。

「全く、てこずらせてくれましたね」

　リンデンバーグの前まで連行され、幼女のように小こ柄がらな彼女に平手打ちを喰くらう。

「なんですか。まだ生きているくせにもう死んだような目をして、面おも白しろくありませんね。ちょっとくらい怯おびえるとか抵てい抗こうするとかしたらどうですか。死ぬより辛つらい目に遭あうかもしれませんよ。どうなんですか？　おい？」

　力をどんなに否定したところで、自分は力の虜とりこだったのだ。どんなにカッコイイことを言ったところで、それはノアレという存在の上にあぐらをかいていたから言えた話だった。

　ああ、確かに自分はまだ生きている。まだ死んではいない。今のこの状じよう況きようを見ろ。感じろ。観察しろ。

　だが……そうしてどれだけ思考を巡めぐらせても、逆転の手が出てこない。たとえ何もできずとも、ピストル一丁あったとしたら、それだけでどんなに心強いだろうか。かっこつけたりせず、鈴すず蘭らんからあの拳けん銃じゆうを受け取っていれば。

（……）

　……受け取らなかったのが、自分だ。

　ダメでも、馬鹿でも、嫌きらいでも、それが自分だ。それでいいと、今まで生きてきたのが自分だ。

　後こう悔かいなどするものか。諦あきらめてなどやるものか。ゲームオーバーになるための人生だったなどと、誰だれが認めてやるものか。

　だが。だがどうすれば……。




　　　　◆




「……くそっ、何をやっている、魔ま眼がん……！」

　フォースとケルベロス隊の面々は、すでにラボの入り口までは辿たどり着いていた。話をこじらせぬよう待機を続け、ヒデオが何らかのアクションを起こしたらそれを契けい機きに突とつ入にゆうする予定だったが……何が起きたかわからぬうちに、ヒデオはその場にひざまずき、なぜか無抵抗のまま捕つかまってしまった。

　捕まったのだ。

「え……じゃ、じゃあ……私たちの、負け……っていうこと？」

　頼たよりない声を出す美み野の里りの肩かたを抱だいて、水みず姫きが言った。

「まあ、あれはほら、あのお姉さんが勝手に言ったことだから……最悪、その……。ね？」

　言葉を向けられた霧きり也やは、意図を汲くんで頷うなずく。

「ああ。今は逃げるのも、手だ」

「俺たちだけ逃げるのか？　いま逃げて、それからどうする」

　ナイトの強い視線に、霧也は言い返した。

「だったら、今どうする？　強がるのは簡単だが、下手へたに踏み込めば彼は確実に殺されるぞ。連中の目的は、最初からあの人のチカラだったんだ……美野里からチカラだけが分ぶん離りしてしまったように、〝組織〟にもそれができてしまったんだ」

「だったらなおさらだ。チカラを失って用済みになった魔眼は、ほっといても始末されるぞ」

　ナイトの現実的な指し摘てきに、他ほかの三人も息を吞のんだ。

「……とにかく、俺は行くぜ。ヤツらが油断している今しかチャンスはない。このチャンスが失われてしまえば、俺たちだって連中の言いなりになるしか道がなくなる」

「……そうだな。わかった」

　霧也は頷き、眼鏡が強いＧで外れないよう深くかけ直した。

「ナイトはまず右側を当たれ。俺は左の連中を搔かき回して注意を引き付ける」

「あっ……あぅ……。結局、やるんだね……」

　おろおろと苦にが笑わらいする水姫へ、霧也は続けた。

「水姫はバックアップだ。ケルベロス隊の防ぼう御ぎよと、可能なら敵への攻こう撃げき」

「わ、私はっ……!?　凪木君……！」

　進み出た美野里に、霧也は頷いた。

「水姫の後ろで待機していてくれ。もし負傷者が出た場合は、頼たのめるか？」

「う、うんっ！　わかったよ、テーピングや止血くらいなら、道場で習ってるから……！」

　ケルベロス隊の小隊長が言った。

「誰か、メディカルキットをこの子に渡わたしてやれ。俺たちは追って突入すればいいのか？　それとも俺たちが先行するか？」

「俺とナイトで切り込みます。その後に援えん護ごを」

《おいおい、本気か？　もう護衛でもなんでもないなぁ……》

　ガスマスクの暢のん気きな声に、小隊長が答えた。

「行くって言ってるんです。銃じゆうで武装したカッコイイ大人が、丸まる腰ごしの子供たちを見捨てるわけにいかんでしょう」

《そりゃそうだ。じゃあテールはボーイスカウトを援護。リーダーよりセンター、ライト、レフト。話を聞いていたな？　お前らは……》

　最後に全員で意思を確かく認にんするため、顔を見合わせ一つ頷く。

　扉とびらへ向き直った霧也。

「行くぞ！」

　その傍かたわらにナイトが立つ。

「応ッ……水姫、俺の邪サラ炎マン龍ダーに合わせろ！」

「わかった、いいよ……！」

　一息。

　互たがいのチカラの高まりに合わせ、合図もなしに解放する。

「邪炎龍ッ!!」

「ウンディーネッ……!!」
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　爆ばく音おんと同時に、鉄てつ扉ぴが左右に弾はじけ飛ぶ。濃のう密みつな水蒸気を伴ともなった熱波が室内を吹き荒あれ、直後、低温に保たれている研究室一帯はもうもうたる白い闇やみに覆われた。

「精密機器だっつってんのにどこのボンクラですかぁっ!?　結けつ露ろするでしょうがッ!!　ああ、銃を！　銃を撃うつな～!!　撃～た～な～い～で～！　朱津君も何か言いなさい!!　あなたのラボなんですよ～!!　コ～ラ～ッ!!」

　響ひびく、リンデンバーグの罵ば声せい。銃声。

　白い闇に浮うき上がるマズルフラッシュと、人ひと影かげ。

「シルフ！」

「邪炎龍！」

「ウンディーネっ……！」

　霧也、ナイト、水姫の声。

　天てん井じようで何かの外れる音がした。パネルか、サッシか。

「ライト、突入に成功した。テールを援護しながら包囲開始」

　銃声。マズルフラッシュ。

「シルフ！」

　ヒデオは突とつ如じよ、ぐんと力強く腕うでを引かれた。風に舞まい上がる。雲海の上に出て、モヤのない入り口付近に下ろされた。霧也はすぐさま〝組織〟兵のいる煙えん幕まくの中へと、再び身を躍おどらせる。

「大だい丈じよう夫ぶですかっ!?」

　その声は美野里だった。ひどく心配そうな顔だった。

　ヒデオは、はたと思い出す。

　美野里はもうチカラを失ったはずだと。と同時に、記き憶おくまで失ったということは……つまり、今の彼女は戦せん闘とう経験もリセットされた、ただの無力な女子高生のはずなのだ。

　なのになぜここに。

　いや、それなのにここまで来たのか。

　何のチカラも持たないままこんなところにまで来て、しかもほぼ初対面のはずの他人の心配までしてくれるのか。

「……すまない……」

　気付いたときには、ヒデオは目に涙なみだをにじませていた。ノアレを失って自じ暴ぼう自じ棄きになってしまった自分の情けなさを恥はじ入り、危険を顧かえりみず助けてくれた美野里の正義感の強さに、頭を上げられなくなった。

「え、あの、どこか、痛いんですか？　あの黒っぽい方の兵隊さんから、救急の何か、いろいろもらったんですけど……包帯と、痛み止めと……あと……」

「……否いな。大丈夫、だ。ありがとう……」

　研究室を覆おおっていたモヤが晴れていく。

　でも、負けないんだよ……という鈴蘭の言葉を思い出した。でも、負けない。

　何に対してでもいい。何が起きたとしても。

　でも、負けないのだ。

　チカラを持ってるからなんだ。なくしたからなんだ。何もないのに、美野里はこんなところにまで来てくれた。

　それは……。

（っ……）

　なんということだ。

　それは、かつての自分だ。

　あの大会で。自分は、なんのチカラも、なんの武器もなかった。でも、負けなかった。

〝そうね、閣下〟

　声に、弾はじかれたように面おもてを上げる。姿は見えなかったが……ノアレの声だった。

　生きているのか？　よかった。

〝ヒデオの強さは、私じゃないの。私を精神的支柱にした強がりでもない。川村ヒデオという、人と、成り。いつもどこかで自分自身を諦あきらめて、だからこそ自分より誰だれかのために戦い続けてきた……その結果が、今の彼らなんじゃないかしら？〟

　四人の高校生たち。その勇ゆう敢かんな後ろ姿。

　リンデンバーグの周囲に、まだ数人が残っている。霧也とナイトを筆頭に、ケルベロス隊が包囲を狭せばめていくが、〝組織〟兵らも超ちよう人じん的な身体能力でフォースを相手取って一歩も退ひかない。

「くそ、強い……ナイト！」

「人間なのか!?　コイツら……！」

「残念でした！　ここにいる私の親衛隊は、クスリで強化されたスーパーソルジャーなんですよ！」

　豆まめ粒つぶのような銃じゆう弾だんでは精せい霊れいのチカラに阻はばまれると悟さとった〝組織〟兵が、アサルトライフルの銃身の方を両手で握にぎってぶん回す。

　邪炎龍は破は壊かいの権ごん化げであるが、懐ふところに入られるとその威い力りよくを発揮しきれない。ガスバーナーが点火からノズルを絞しぼり、最高温度に到とう達たつするまで、早くても一秒～二秒かかるようなものだ。一気に爆ばく発はつすればその限りではないが、それでは敵も味方もなくなってしまう。

「ぐうッ!?」

　猛もう烈れつな打だ撃げきを両りよう腕うでで防いだナイトの体が押され、衝しよう撃げきに壊こわれた銃の部品と一いつ緒しよに吹ふき飛ばされるほどだった。

「くそっ……！　一いつ旦たん下がれナイト、俺が相手をする！」

　スピード型の霧也が〝組織〟兵を翻ほん弄ろうするが、数が多い。またガタイが良い上にプロテクターをまとっているため、少しの打撃では決定打にならない。

　だが、その短時間で少しでも体を休めたナイトが再び立ち上がる。死角からの攻撃を、水姫が外野から教え、水すい壁へきで防ぼう御ぎよする。少しのことでは崩くずれぬ連れん携けいがそこにはあった。

〝助けて、助けられての繰くり返しが、ニンゲンの強さ。もちろん自然科学的な発展もあるけれど、同時に精神的な発達もあったのよ。やがて倫りん理り学や人類学も、科学の一つになった。そして……科学は暴あばいたの〟

　何を？

〝きちんとニンゲン同士で手を取り合い、助け合うことができれば、カミにすがる必要なんてないということを〟

　……。

　それが、科学だというのか。

〝ええ。それを裏付けるように、火のカミに祈いのらなくても、誰かが作ったマッチで誰かが掘ほったガスや石油に火を点つけられるようになったわ。水のカミに人柱を捧ささげなくても、大勢で堤てい防ぼうやダムを作って洪こう水ずいを防げるようになった。誰かが誰かのために働くようになった。各国王室を後ろ盾だてするような伝承神話は風化して、民主主義が台頭し始めた〟

　なぜそんな話を？

〝フォースを見ていて思ったの。ひょっとしたらあなたももう、私なんて必要ないのかも。私なんかいなくても、あなたを助けたいと思う人たちがいる。あなたを放っておけない、あなたが作った、あなたの友人たちがいる。だったらもう私がいなくても、ヒデオは、川村ヒデオという物語を愉ゆ快かいに、面おも白しろく……生きていけるわよね……？〟

　……ノアレ？

（……）

　ヒデオは立ち上がり、奥の壁かべに見えるシリンダーの列を両眼いっぱいに睨にらみ付けた。

「ノアレ。返事をしろ」

　返事はない。

　その声に、行動に、〝組織〟兵が振ふり返る。霧也も、ナイトも、もはや真っ直すぐに立つこともできぬほど消しよう耗もうしていた。元より警備任務としての装備しか用意していなかったケルベロス隊はすでに銃弾を切らし、それを悟った〝組織〟兵にオモチャのように悪あし様に殴なぐられ始める。クスリとプロテクターで強化されたゴーレムの如ごとき屈くつ強きような〝組織〟兵は、まだ半数以上も残っている。

「大人しくしなさい、川村某ぼう。痛い目に遭あうだけです」

　そのリンデンバーグへ告げた。

「同じ言葉を返す。マックルと、朱津博士と、ノアレを解放しろ。そして二度と、僕たちに関かかわるな」

「……川村ナニガ氏、それは交こう渉しようとは呼べません。あなたはもう、我々に対してそれに値あたいするだけの見返りを提示できない」

「川かわ村むら、英ヒデ雄オだ」

「っ……」

　異様な眼光に、リンデンバーグが一歩退いた。

「な、なんですか……！　そんな目をしても、手て錠じようをしたまま」

　祈れ。一度はできた。

「我が意志に応こたえよ。我が呼び声を聞け。我が命に従い……今だけでいい。チカラを、貸してくれ！　エリーゼ・ミスリライト！」

　光と共に、銀ぎん髪ぱつの少女が現れる。

「Ｗｉｌｌ．ＣＯ21！」

　そしてもう一人、虚こ空くうに描えがいた０と１の羅ら列れつの中から白いドレスの少女が現れる。
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「にほほ。お久しぶりなのですよー、マスター」
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　ウィル子がくるりとその場に回る。

　片やエリーゼは、どんぶり片手にラーメンをすすっていた。

「なぁんだってアンタはそう食事時に呼び出すのよ。ていうか私はあんたのパートナーでもなんでもないのに今度はなんの……」

　ラーメンをすすり、周囲の様子を見み渡わたして、エリーゼは察したようだった。

「なに、これ？　いつかみたいな冗じよう談だんではなさそうだけど」

「お願いだ。マックルとノアレを助けたい。チカラを貸して欲しい」

　少しの間、二人の精霊がきょとんとなった。

　そんなに真っ直ぐに、熱心に、ヒデオから何かを請こわれたことがなかったからだ。請われるとも思っていなかったからだ。

「……あー、前も言ったようにウィル子は攻こう撃げきとかそういうのは無理なのですが……それ以外で良ければ。エリーゼは？」

「お……おぅ。いいわよ、ちょっとくらい。お、お願いされたら、それはちょっとくらいね。どうせこの夜食食べたら寝ねるつもりだったし」

　ずずーずるずるとスープまで飲み干して、どんぶりと箸はしを放る。

「で、何すればいいのよ」

「敵の、無力化だ」

　エリーゼが右手を挙げ、振り下ろす。

　この室内にあるだけの銃じゆうの全すべてを、虚空から降った鋭えい利りなミスリル銀の刃やいばが切り裂さいた。〝組織〟兵のもだが、ケルベロス隊のものまで一緒くたに。あまりにも呆あつ気けなく。

　何が起きたかなんて、正しく理解できる者などいない。誰もが絶句したまま、スクラップとなった銃に目を見張る。

　ついでに、ヒデオを拘こう束そくしていた手錠も断たたれた。

「ありがとう、エリーゼ」

「おっ、おぅ……。ま、まあこれくらい、私の手にかかればちょろいもんよ。っていうか、いちいちお礼言われるほどのことでもないわよ……」

　そっぽを向くエリーゼに頷うなずき、ヒデオは次にウィル子へ問うた。

「あそこにノアレが捕とらえられている。なんとか、できないか」

「はい、マスター。ちょっとお待ちください……」

　急にめまぐるしく動き始めたモニターの画像に、手を触ふれてもいない修人が驚おどろきの声を上げた。

「これは……、一体……!?」

「……なるほど。マスター、ノアレは今まさに分解洗せん浄じよう中のようです。一度純じゆん粋すいな霊れい的てきエネルギー状態にまで逆コンパイルをかけてから、そこにいるマックルイェーガーのエネルギーとして転送する装置なのです……この部屋、全体が」

　そのようなことを、先ほど修人も言っていた。

「ノアレを。取り戻もどせるか」

「大だい丈じよう夫ぶです。闇あん理りノアレの形に、コンパイルすればいいのですから……えーと？」

　ウィル子が目を伏ふせ、意識を集中していく。部屋全体に電子の目を張り巡めぐらせ、無数の電子の手指を伸のばし、

「Ｗｉｌｌ．ＣＯ21は闇理ノアレを再構成しています。しばらくお待ちください……３、２、１」

　ノアレが捕らわれたときと同様の空間伸しん縮しゆくが、逆戻しで起きる。

　ふわ、とウィル子の前に、五体満足の姿となったノアレが倒たおれ伏した。

「なっ……なんなんですか！　どうなっているのですか、朱津君……！　川村某のレイスは捕らえたはずでは……！」

「わ、わかりません……！　何か、特別な……いえ、そんな言い方したくはありませんが……しかし！」

　だから精せい霊れいのマックルが言った。

「特別なのよ、あの赤毛の子は。電子の精霊だから、こういうの、得意なんでしょうね……あたしは、コンピューターとかよくわからないけど」

　リンデンバーグが喫驚びつくりした。

「はぁ……!?　電子機器のレイス……って、そんなの、この情報化社会で最強じゃないですか……！」

「そうよ。精霊の庭から特Ｓ級の邪じや神しん指定を受けたカミが三人いる。そのうちの一人があの子」

　残る二人の片方に、マックルイェーガーの名も入っているのだが……そんな会話をよそに、ヒデオはノアレの上体を抱かかえ起こしていた。

「ノアレ。大丈夫か、ノアレ」

　精霊特有……かどうかは知らないが。驚くほど軽い身体からだを揺ゆする。だが、目を覚まさない。

　寝ているのか、気絶しているのか、それとも、意識や記き憶おくまでは取り戻せなかったのか……？

「……ノアレ。必要なくなるなんて、ことはないんだ。なぜなら君も、もう、その友人の一人だからだ。君を放っておけない、君の友人たちが、ここにいる」

「……つまらないわね」

　ぱちりと目を開けたノアレの第一声は、笑ってしまいそうなほど辛しん辣らつなものだった。

　反面、死への覚かく悟ごは本物だったのか、自じ嘲ちよう気味に笑ってもいた。

「私はもっと、ヒデオを困らせたかったのよ。追い詰つめ、追い込んで、心の奥底を揺さぶりたかった。私が消えることでそれが可能というのなら、それもまた端たん末まつである私に課せられた私の役目だもの」

　しかしウィル子が寂さみしげに、小さくかぶりを振る。

「ウィル子は……そこまで困らせたくはないのです。確かに、マスターはダメな人ですけど……観測者であるノアレが死んだら元も子もないのですよ」

「……私は闇よ？　膨ぼう大だいで莫ばく大だいで遠大なの。闇理ノアレというこの端末が失われることはあっても、闇自体が潰ついえるわけではないわ」

　微笑ほほえむその胸むなぐらを捕つかまえて、エリーゼが吐はき捨てた。

「アンタねぇ、最古か最さい凶きようか知らないけど、ヒトの心配を無む駄だだとか、私やウィル子の行動が無意味みたいな言い方はやめてくれる？」

「なら、それをあなたのお友達にも言ってあげなさいよ……マックルイェーガーがやっているのも同じことなんだから。……ねえ、そうでしょう？」

　ノアレから水を向けられたマックルは、気だるげな表情で装置の座席にもたれていた。ノアレを手放したエリーゼがマックルに尋たずねる。

「何か隠かくしてるとは思っていたけど……アンタ、どういうことよ」

「もうちょっとで、ナイトたちが集めてくれるのとは、比べものにならないエネルギーが手に入ったんだけど……でも、ま、そういうことね。誰だれも銃にロマンなんて抱いだかなくなったこの世の中で、〝組織〟は……数値データの上とはいえ、あたしを『神さま』と認めてくれたわ。だったら、それは神として祀まつられるわよ。彼らは祈いのることはできなくても、エネルギーという供く物もつを捧ささげてくれるんですもの。だったら望みが何であれ、私は神として応えなければいけないじゃない」

　それからヒデオに視線を移す。

「でも……できれば私は、ヒデオにこそそんなふうに私を見て欲しかった。友達としてでなく、もっと畏おそれ多きモノとして……けど、アプローチが失敗だったのね。ジェネレーションギャップって言うのかしら。世界を救った現代のヒーローは、私なんかが思った以上に優やさしすぎたんだわ」

「……」

　最初はただの女の子と思っていた。様子を見るために、彼女自身そのように振ふる舞まっていたのだろうし。だがその正体を明かされても、自分は動じもしなかった。睡すい蓮れんに怪あやしまれ、あれほどシシルに警告されたところで……自分は最初から、畏れもしなかった。敬いもしなかった。神としては見ていなかった。精霊は、友達以上でも友達以下でもないと思っていた。

　そこに齟そ齬ごがあったのでは……どうしようもないではないか。

「つまり」

　もうわかっていたが、ヒデオは問いかける。

「〝組織〟が、シシル……精霊の庭の危き惧ぐするような災さい厄やくを望むのであれば。神である君としては、その願いに応こたえることが」

「ええ。それは正しいことなのよ、ヒデオ。あなたたちにとって忌いむべきことでも、神である私にとって、それはとても正しいこと。私は……神としての存在を全まつとうしたいだけ」

「っ……、アンタっ……それが悪あく魔まに堕おちる道だとしても、同じことが言えるの!?」

　憤いきどおるエリーゼの肩かたを、ウィル子が捕まえる。

「だったら同じことです。マックルが『〝組織〟の神』ではなく、『マスターの神』になってしまえばいいのですよ。マスターはウィル子を、電子ウィルスから神にまで導いてくれました」

　ウィル子の要約に、エリーゼは舌打ちがてらヒデオへと振り返った。

「わかったわね？　やるのよ。アンタが。これは私やウィル子じゃなく、アンタの役目」

「……だが。どうやって」

「簡単な方法があるわ、閣下」

　ノアレが言った。

「人類の黎れい明めい期きから繰くり返されてきた手段。祭さい壇だんを壊こわすのよ」

「祭壇……を」

「そう。敵の神からチカラを奪うばい、それによって敵対部族の力を殺す。かくて邪神は調ちよう伏ぶくされて神と為なる」

　ノアレの言葉に合が点てんはいった。

　つまり、いまマックルが掛かけているあの装置こそが、現代科学で生み出された祭壇なのだ。この研究室は、それを設しつらえるための神しん殿でんということだ。神官は朱津修人だが、彼は肉親を人ひと質じちに取られ、傀かい儡らいになっているに過ぎない。

「川村ァッ!!」

　リンデンバーグがポケットからデリンジャー銃を抜ぬき放ち、撃うった。

　銃じゆう弾だんは、エリーゼがピンポイントに展開したミスリル銀の盾たてに弾はじかれた。

「っ……！　なんで……なんでだ!?　なんなんですかあなたは！　なぜですか！　使えるレイスは一人に一種類のはずでしょう！　違ちがうのですか朱津君!!」

「ち……、違いません……！　一人の人間が持てる記憶量に限界があるように、精神的な容量にも限度というものがあります！　精霊の能力を使うということは、もう一人分の魂たましいを抱えるようなもので……！」

　リンデンバーグはヒデオへ叫さけんだ。

「聞いたでしょう!?　だからあれもこれも無理に詰め込めば、黒くろ瀬せ麻ま衣いのように全てを抱えきれなくなって破は綻たんするわけです！　その許オーバー容量をリミツト上げるさせるには、その精神的な容量、要するに脳の構造を外科手術で変化させるか、何らかのドラッグで意識を拡かく充じゆう緩かん和わしてやるしかないのです！　ならばあなたは……あなたは、どこまで人の道を外れたというのですか、川村ヒデオッ!!」

　ヒデオは……それが、フォースの四人に与あたえられていたクスリの正体かと思い至りながら。ゆっくりと、言い含ふくめるように告げた。

「人の道を、外れた覚えはない。その逆だ」

「なん、ですって……!?」

「人間だからこそ、彼女たちはチカラを貸してくれるんだ。僕は、彼女たちを道具や、兵器のように思ったことはない。三人とも、僕の、かけがえのない友人というだけだ。友人として、協力してくれただけだ」

「下らねぇ!!　下りませんねまったく！　何が友達だ！　次は友情ですか!?　愛ですか!?　悪いがこっちはそんなファンタジックな世界に生きちゃあいないんですよ！」

　リンデンバーグがポケットから取り出したアンプルを床ゆかに叩たたき付けた。薬液が飛び散り、刺し激げき的な匂においが漂ただよい始める。慌あわてて口元を覆おおったヒデオが感じたのは、ただそんな薬臭くささだけだったが。

　途と端たんに、〝組織〟兵の様子だけが変わった。

「聞け犬ども！　これはＤ薬だ！　Ａ薬と反応したその手足の痺しびれが心臓まで達したときが、お前たちのデッドエンドです！　解げ毒どく薬が欲しければ走れ！　目の前の川村どもを皆みな殺ごろしにしろ！　さあ答えろ川村!!　これが現実です！　祈っても救われない者たちがここにいるぞ！　その差はなんだ!?　人間は祈っても救われないんですよ!!　祈って救われるのは、悪魔に魂を売った者だけだッ!!」

「ッ──!!」

　ヒデオは襲おそいかかる〝組織〟兵の腕うでをかいくぐり、踏ふみ込み、リンデンバーグの横よこ面つらを引っぱたいた。

「いい加減に」

「バカにすんなですよッ!!」

　激げつ昂こうしたリンデンバーグが、デリンジャー銃じゆうのもう一発をヒデオ目め掛がけて撃ち放った。狙ねらいも何もなかったが、一息置いてヒデオの脇わき腹ばらを、焼けるような痛みが刺さし貫つらぬく。ヒデオはよろめいたが踏み止とどまり、もう一回、今度はリンデンバーグの反対側の頰ほおを引っぱたいた。

「ッ……いい加減に、するんだ」

「うるさい！」

　リンデンバーグが空になった銃を握にぎったまま、思いっきりヒデオの頰をぶん殴なぐる。ヒデオはそのリンデンバーグの腕を捕まえる。リンデンバーグが空いている手でヒデオの顔をひっかく。ヒデオの股こ間かんを蹴ける。腹を蹴る。顔を蹴る。踏む。踏む。踏む、踏む、踏む踏む踏む踏む……。

「アハ、アハハハハ！　お前の負けです川村ぁ！　ざまぁみろ～～～～ッ!!」

　笑えば、可愛かわいいものなのだが。

（……）

　腹が痛い。

　おかしいわけではなく、穴が開いたわけでもなさそうだったが……銃弾は、深めにかすめたようだ。痛いし怖こわくて触さわりたくない。

「うわぁ、うちの閣下ったらあんな小さな女の子とリアルファイトした挙げ句ボコられたわぁ……」

「ノアレ、そういうこと言わない……マスターはまあ、その……気が優しいのですよ」

「気が弱いって言うのよ、アレは」

　と、談だん笑しようするような三人の精せい霊れいたちにリンデンバーグが振り返る。

「さあどうする、お前たちのご主人様はこのざまです！　まだやりま……すか……？」

　そこでようやく気付いたらしい。

　自分の部下たちが全員、道半ばでひっくり返っていることに。泡あわを吹ふいている者もいるが、まだ息の根までは止まっていない。

「何をした……!?　まだそこまで時間は経たっていないはずです……！」

　慌てふためくリンデンバーグに、ノアレが答えた。

「クスリを抜いたのよ。葉は多た恵えの団子より随ずい分ぶん複雑だったから、綺き麗れいには行かなかったけどね」

「抜いた？　何を……どうやって……!?　お前は何を言っているのですか……!?」

「あなたの言う通りかもしれないわね。ヒデオは一回死んでいるのよ。魂を売ったつもりはないんでしょうけど、私のようなワルイモノに魅み入いられているのは事実。そのヒデオが祈るから、救ってあげるだけ。その差は何かとあなたは問うのね？　答えてあげる」

　ノアレは音もなくヒデオの上を通り過ぎ、リンデンバーグのすぐ側まで漂って、他ほかには聞こえぬような小声で耳元に囁ささやきかけた。

「私は、ヒデオを気に入っている。そして私は、あなたたちをどうとも思っていない」

「それだけでッ……そんな気き紛まぐれだけで、人間の命は弄もてあそばれるのですかッ……！」

「そうよ。あなたが実験台として弄ばれたように。あなたが、実験台を弄ぶように。私は、川村ヒデオを弄ぶの」

「……悪魔め……！」

「そしてあなたは、どれだけ改造されて残ざん酷こくぶったところで人間なのよ。幸せなことね？」

　凄すさまじい形相で睨にらみ付けるリンデンバーグの額を、ノアレは薄うすら笑いしながら突つき放した。
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「リンデンバーグは手が尽つきたそうよ。ほら、いつまで寝ねているの閣下。まだ仕事が残っているでしょう」

　と、ノアレが指差した先には、マックルが腰こしをかける祭壇がある。

「……撃たれて」

「まだ死なないわよ」

　そうか。じゃあ大だい丈じよう夫ぶなのだろう。

　痛む脇腹を押さえて、なるべくそちらに力を入れないように立ち上がる。血は出ているが、当たり所は良かったのか。

　だが……どう壊そうか。

　わからない、武器もないが、あれだけリンデンバーグが言っていた精密機械だ。

　川村ヒデオの協力を取り付けられず、フォースと朱津修人に見限られ、マックルイェーガーという精霊を失ってしまえば……〝組織〟はもう、この研究室に、オートラインに、ひいてはこの日本に固こ執しつする理由を失う。

「っ……！」

　痛みを覚かく悟ごし、歯を食いしばったヒデオはこれまでの人生にないほど全速力で走り、床を蹴り、着地のことなど考えずに両足で祭壇……マックルの頭部を覆っていた部分を蹴飛ばした。アームが歪ゆがみ、コードが千切れ、火花が飛ぶ。機械の固いカドなどにあちこちぶつけながら落下して、撃たれた場所の痛みにのたうち回ったが……やがて見上げた先ではマックルが、おかしそうに笑っていた。

「やれやれ……それでもヒデオは、あたしを助けるというのね」

「……ああ。助けに来た」

　再び立ち上がり、銃の女め神がみへ手を差し伸のべる。手は、自分の血で汚よごれていたが、拭ふいてどうなるような汚れ方でもなかったので気にせず言った。

「朱津博士と、一いつ緒しよに。ここを出よう」

「……あたしはもうすぐ消えてなくなるし、シュウトは妹を見捨てることになるわ」

「君も、博士の妹も、なんとかする。なんとかできる人たちを、僕は知っている。ここにいては、ダメだ」

　力を使っていいのなら。

　使うべきであるのなら。

　自分は、そういうことのために使おう。友人という力。絆きずなという、チカラだ。

「君を、連れ出しに来た」

「……」

　否定も肯こう定ていも見せぬマックルの背を、修人が押した。

「行こう」

「いいの？　シュウト」

「僕は……ずっと無理だと感じていた。〝組織〟のやり方には、いつかついて行けなくなる……その時が来たんだ。次に会えたら、妹にも全すべて説明するつもりだ。この行動が、どんな結末に繫つながるとしても」

「会えませんよ！」

　リンデンバーグだった。

「ええ、会わせてあげません！　まともな姿では！　朱津君の話を理解できるようなまともな頭ではね!!」

　しかし、もうリンデンバーグの身を守る兵士はいない。リンデンバーグの表情にも余よ裕ゆうはなく、虚きよ栄えいが張り付いているだけだ。

　そちらに向き直って、ヒデオは告げた。

「もう、やめろ。君の、負けだ」

「黙だまれッ……マッケンリー！　高みの見物なんてしていないで、なんとかできないのですか!?」

　エリーゼが肩かたを落とし、マッケンリーへ言った。

「事実上決着はついているわ。アンタたちはこれ以上精霊の研究を続けられない。言ってもわからないでしょうけど、これ以上は〝精霊の庭〟も黙っちゃいないわ。もうヒデオたちにつきまとうのは無意味なのよ。おわかり？」

　それから修人も、上方の通路を見上げた。高みの見物を決め込んでいる甲こう山やまと、マッケンリーへ告げる。

「僕はもうこれ以上、精霊の研究を続けられません。フォースも、マックルも、川村さんたちも協力を拒きよ否ひする以上は、不可能です。もう終わりにしましょう、甲山さん。マッケンリー新代表」

　その真っ直すぐな申し出に、甲山は口を噤つぐんだまま隣となりを見た。

　マッケンリーは語る。

「レイス・パワーを手にしたフォースと、ヒデオ・カワムラ。レイスそのものであり、銃じゆう器きを自在に操あやつるマックルイェーガー。それらのパワーを管理可能な科学者であるドクター・アケツ……しかも新しく、電子機器を操るレイスの存在まで発覚した。これほどの力が野放しになることの恐おそろしさをわかっているのか？　その能力や活動は国家や国連に認められたものなのか？　法律によって責任の所在を明らかにすることができるのか？」

　修人が苛いら立だたしげに息を吐ついた。

「だったら、あなた方はどうなんですか。明らかに秘ひ密みつ裏りに開発された兵器類の開発とその使用は、社会的に認められているとでもいうのですか」

「そう、だから〝組織〟が存在するんだよ。〝組織〟の力は〝組織〟内の幹部同士によって保証されているが、同時に制限もされている。〝組織〟の管理下である限り、君たちはたとえば、核かくミサイルを盗ぬすみ出したり、国家の要人を暗殺することはできない。それを他の幹部の勢力や、より直接的にはドクター・リンデンバーグのスーパーソルジャーや、この私などが阻そ止しするからだ。だからこそ存在を許されるんだよ」

　しかし今回、フォースの離り反はんを受けて派は遣けんされたリンデンバーグたちは、全員、床ゆかに伏ふせっている。

　だから……マッケンリー自身が、背広の懐ふところに手を入れた。

「……どうあっても与くみしないというのであれば、仕方がないな。我々のことを口外されるのも、〝組織〟以外の何者かにレイス・パワーを所有されるのも、まだ望ましくないのでね」

　この空間内の目に見える銃は全てエリーゼが破は壊かいしたが、見えない部分はその限りではない。隠かくし持てるサイズであればマシンガンほどの脅きよう威いではないにせよ……〝組織〟の技術力であれば、ただのピストルとも限らないだろう。レーザー兵器や、生物化学兵器の類たぐいという可能性もある。あるいは、この空間全体に何らかの仕し掛かけが。

　だが、それら懸け念ねんをよそにマッケンリーが二本指に挟はさんで取り出したのは一枚のカードだった。名めい刺しサイズの、クレジットカード。どこの会社のものかは、遠くて定さだかではなかったが……それを高々と掲かかげたマッケンリーが、朗々とバリトン調に叫さけぶ。




「マネーパワ──────ッッッ!!」




　直後にマッケンリーの全身が、目も眩くらむような黄金色の輝かがやきを放ち始めた。

　その現象に、全員が目を丸くした。隣に黙って控ひかえていた甲山でさえも、まぶしさとは裏腹に目を離はなせない。

　やがて……光がやむと、そこには金色のマスクとタイツで全身を包んだコスチュームヒーローが立っていた。男はたくましい肉体を誇こ示じするスーパーマンのように腰に手を当て、白い歯を輝かせる。

「ミスター・ダラー、参上！」

「ってナニやってんだおっさーんッ!?」

　真っ先に叫んだのはリンデンバーグだった。
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　ミスター・ダラーと名乗った男は真っ赤なマントをたなびかせて手すりを乗り越こえると、リンデンバーグとヒデオたちとの間に降り立った。

　マスクの額部分に名前通りの大きなドル記号を輝かせながらヒデオを指差す。

「人より少し特とく殊しゆな力を持ったからといって選ばれた人間だなどと勘かん違ちがいをした挙げ句、幼女へ向かって独善的な薄っぺらい正義を振ふりかざす……いい歳をして恥はずかしくはないのかい？」

「いい歳して恥ずかしいのはてめーだおっさん！　私は十五歳だ！　聞け！　聞けこら！」

　リンデンバーグがミスター・ダラーの足をがっつんがっつん蹴けりまくるが、気にした様子もない。ヒデオはヒデオで、フォースの四人やマックル、修人と一緒になってミスター・ダラーよりも話の通じそうな、上にいる甲山を見上げた。

「……あぁ……いや。つまり、その……我が社の新代表は、どこに行ったのだろう……な」

　ミスター・ダラーがその言葉に満足そうに頷うなずいた。なぜかは、ヒデオの知ったことではなかったが。

　……まあいい。

「おふざけが、通る状じよう況きようでないことは。わかっていると思いますが」

「ＨＵＲＭ……だが生あい憎にく私も、危険や悪を黙って見過ごせるほど寛かん大だいなヒーローではなくてね。我々も、我々の持つ力の危険性は理解しているよ。現代社会には行き過ぎた技術も多数存在している……だからこそ、それを一いつ般ぱんに公表しようという君の行いは看過できるものではない。マックルイェーガーも、ドクター・アケツも、そしてそっちにいる君たちフオースも……知ってしまった以上、このフネからただで帰すわけにはいかないよ。特に君はね。怪人ヴイラン、魔バツド眼アイ」

　……。

　ヒデオの感情の変化を察したノアレが言った。

「違ちがうわよヒデオ。この人は目付きが悪いとは言っていないの」

　ウィル子もそれをフォローする。


「そうですマスター。『目付きが悪い』は翻ほん訳やくエンジンで直訳するとExpression of the eyes is badなのですよ」



　そんなことは今どうでもいい。

　問題は……。

「下らねえ」

　ナイトだった。

「要はてめえを倒たおせば帰」

　ビュンッ、とマンガか何かのようにミスター・ダラーがナイトの背後を捉とらえた。紙し幣へいが水みず飛沫しぶきのように舞まい散る高速機動。

「Ｍｏｎｅｙ　ｐｏｗｅｒ！」

　強きよう烈れつなパンチでナイトの体が浮うく。

「Ｍｏｎｅｙ　ｐｏｗｅｒ！」

　流れるようなキックの連係でナイトの体が宙を舞う。

「Ａｈｈｈ……Ｍｏｎｅｙ　ｐｏｗｅｒ!!」

　ジャンプで軽々と空中まで追いかけ、そこから振り下ろしたハンマーナックルで、ナイトの体が床に叩たたき付けられ、バウンドした。

「がはっ!!」

「ナイト……!?」

「大だい丈じよう夫ぶ!?」

「彼ヒ岸ガ士シ君……！」

　フォースの他ほかの三人が、悲鳴を上げてナイトへ駆かけ寄る。一応、背中から落ちはしたが……否いな、大体が、格かく闘とうゲームのようにポンポン人体が浮くことの方が、現実にはおかしいのだ。

　マスクとゴーグルでミスター・ダラーの目元は隠されているが、その口元は白い歯を輝かせて笑っていた。

「さあ、まだやるかい、火のヴィラン君……おっと、もう私の声も聞こえていないかな」

「がはっ……ふざ、けんな……まだ、生きて……ぐふっ……！」

　幸い意識もあるようだったが……むしろ、こうなるとフォースは仲が良い。いや、仲が良いのか悪いのかはともかく、毎回のパターンとして協力し始めるのだが……。

「シルフッ!!」

「Ｍｏｎｅｙ　ｐｏｗｅｒ！」

　猛もう烈れつな気流に髪かみを逆立てた霧也の超ちよう高こう速そくパンチが、分厚い札束で受け止められる。

「馬ば鹿かな……紙幣の厚みで衝しよう撃げきを吸収したのか……!?」

「金の重みを感じたまえ……Ｍｏｎｅｙ　ｐｏｗｅｒ！」

　札束の掌しよう底ていで横よこ面つらを張られた霧也が一回転して床に倒れた。そして珍めずらしく感情を顕あらわに立ち上がる。

「くっ……この成金ヘッジファンド野や郎ろう!!　俺はナイトや美野里のような貧びん乏ぼう人にんとは違うぞ!!」

「てめぇっ……、誰だれが貧乏人だ……！」

「うちも一応一戸建てだし、そこまで貧乏じゃないよ!?」

「ほう、中産階級のおぼっちゃんが粋いきがるつもりかね」

「ほざけ！」

　霧也が全身に風をまとい、ミスター・ダラーの懐へ飛び込んだ。

「月の小こ遣づかいは十万円だぁッ!!」

　バシィンッ!!

　なんなく片手で受け止めたミスター・ダラーは問う。

「で？　君はそれを何に使うんだい？」

「う……、それはッ……、貯金、とか……！」

「Ｍｏｎｅｙ　ｐｏｗｅｒ!!」

「ごはぁっ!?」

　高さはないが、ナイトより遠くまで吹ふっ飛んで、落ちて、霧也は転がった。

「十代の未来ある若者が貯金だと!?　嘆なげかわしい！」

　霧也へと歩み寄ったミスター・ダラーは、その胸むなぐらを摑つかみ上げて叫ぶ。

「金は使うからこそ金なんだ！　使いたまえ！　派手にぃ！　ラグジュアリィーに！　かつゴォ～～～～～～ジャスにだ！　親のすねを骨の髄ずいまでしゃぶり尽つくし、堕だ落らくし、失敗し、経験したまえ！　いつかその経験を糧かてに成功を重ね、何十倍にもして返してやるのだよ！　その程度のビジョンすら見えない者に金のことを語る資格はない!!」

「ウンディーネっ」

　水姫の放った流水に背を押され、ミスター・ダラーは霧也を手放した。

「ぐぅ……はぁ、はぁ、すまない、水姫……！　助かっ……！」

「Ｍｏｎｅｙ　ｐｏｗｅｒ！」

　ズドン、と響ひびくような音でパンチを叩き込まれた霧也がナイトの介かい抱ほうされている方へ転がっていった。

「この資本主義社会で金のことを知らないということは、世界を知らないということと同義なんだよ。これで二人だ。次はそこのお嬢じようさんたちかな？」

　鋼鉄の壁かべの向こう側には、海という無限に近しい水源があるのだが……。

「ウンディーネ！」

「Ｍｏｎｅｙ　ｐｏｗｅｒ」

　札束がマジシャンの操あやつるトランプのように展開し、水姫の放った水すい弾だんをこともなげに遮さえぎった。

「紙なら水には弱いと思ったのかい？　残念だが今の紙幣は、洗せん濯たく機きに入れても容易には破れはしないよ」

「あ……はい。じゃあ、降参します……」

「はやっ!?　青山さん降参はやすぎっ！」

　両手を小さく挙げた水姫に、美野里が目を丸めた。

「も、もうちょっと頑がん張ばろうよ……！　何か弱点があるよきっと……！」

「ええ……？　じゃあ美野里ちゃん行きなよ……私ああいうヨクワカラナイ系の人って、なんかちょっとキ……怖こわいっていうか……」

　怖いなりに刺し激げきしないよう言葉を選んだのだろうか。

「よし！」

　美野里が気き丈じようにも腕うでまくりして、ミスター・ダラーに対たい峙じした。

「勝負だよ、おじさん！　友達の仇かたきなんだから！」

「やれやれ……血気盛んなのはいいが、君たちはもう少し利口さというものを学んだ方がいいな」

「問答無用!!」

「Ｍｏｎｅｙ　ｐｏｗｅｒ！」

「きゃ～～～～～～っ!?」

　あろうことか、真正面から美野里をぶん殴なぐった。軽い分、霧也より長い距きよ離りを転がって、美野里は目を回してしまった。

「お……大人げねぇ……」

　と、リンデンバーグ博士が冷や汗あせ半分に率そつ直ちよくな感想を述べる。

「レディには手を挙げないとか、ないんですか。そういう美学は」

「敵だからこそ、手加減せずに全力で立ち向かうのさ。それがヒーローというものだ。さすがに、鼻が潰つぶれたりしたら可か哀わい相そうだから額にしておいたがね……」

　水姫は降参しているので、これでフォースは全ぜん滅めつしたことになる。

　……ある意味、水姫が一番大物かもしれない。

「さあ、次の相手は誰かな？　金の力を思い知りたい者はかかってきたまえ。ケルベロス隊だったか……君たちはどうかな」

　傭よう兵へいたちが顔を見合わせているところへ、甲山が釘くぎを刺さした。

「それくらいにしておけ。確かにお前たちは契けい約やくに従いフォースを警護した。戦せん闘とうデータも収集できたから、ここまではそういう解かい釈しやくをしてもいい。しかしこれ以上好き勝手に暴れるなら、違い約やく金きんを払はらってもらうぞ」

　傭兵たちは各おの々おの顔を見合わせ、肩かたをすくめるに止まった。つまりもう、動かない。

「ＨＭ……では残るは君たちだけだ、怪人ヴイラン。バッドアイ」

　ウィル子、エリーゼ、ノアレは、顔を見合わせた。

「ウィル子は人間を攻こう撃げきできないのですよ。カミとして」

「それは私だって同じよ。そもそも私は呼ばれたから来ただけで、アンタたちみたいにヒデオと契約とかした覚えないし」

「そもそも、閣下は私たちを戦わせたがらないでしょうし……って」

「作戦会議は済んだかい？　小こ悪あく魔まさんたち」

　へ？　と間の抜ぬけた疑問を呈ていする間もなく。

「Ｍｏｎｅｙ　ｐｏｗ！　Ｍｏｎｅｙ　ｐｏｗ！　Ｍｏｎｅｙ　ｐｏｗ！」

「「「きゃーっ!?」」」

　ミスター・ダラーは三人の精せい霊れいの女の子を、三連打で殴り飛ばした。しかもどういう理り屈くつかわからないが、三人ともが壁に張り付いたり床ゆかにへばったり、ひどいダメージに目を回している。

「……あまりに、ひどい」

「そう思うかい？　だが、金の良いところだよ。金銭の前には全すべてが平等だ。性別や見た目や思想信条といったものに左右されない。この世界で唯ゆい一いつ絶対の価値基準……それが、Ｍｏｎｅｙだ。ひれ伏ふしたまえ」

　ぐるぐると腕を回したミスター・ダラーが、目にも止まらぬ速さでヒデオに飛びかかった。

「Ｍｏｎｅｙ　ｐｏｗｅｒ！」

「マスターっ……！」

　意識を取り戻もどしたウィル子が咄とつ嗟さにヒデオの前に展開したクリスタルのようなシールドは、しかしミスター・ダラーのパンチによってガラス同然に砕くだけ散る。

「Ｍｏｎｅｙ　ｐｏｗｅｒ！」

「まだよッ……!!」

　今度はエリーゼの用意したミスリル銀の盾たてがその打だ撃げきを阻はばむ。砲ほう弾だんでもぶつかったような衝撃に、盾を通して空気までもがビリビリと打ち震ふるえる。

「Ｍｏｎｅｙ　ｐｏｗ！」

「馬鹿げてる!!　何なのよ、この力は……!?」

　続けざまのもう一発で、虚こ空くうでは盾を支えきれなくなったエリーゼが悪態をついた。

「Ｍｏｎｅｙ　ｐｏｗ！　Ｍｏｎｅｙ　ｐｏｗ！」

「ぐッ……」

　ヒデオは自らの両手でもミスリルの盾を裏から押さえるが、それでも強きよう烈れつな連打に瞬またたく間に壁かべ際ぎわまで追いやられる。背後にはコンピューター。もう後ろに逃にげ場ばはない。

　左右に逃げるか？　否、ブーストした霧也さえ抑おさえ込んだミスター・ダラーの速度から逃のがれるすべはない。

「Ｍｏｎｅｐｏｗ！　Ｍｏｎｅｐｏｗ！　Ｍｏｎｅｐｏｗ！」

　連撃に、いよいよ支えきれなくなったシールドがヒデオの胴どう体たいと密着する。衝撃が内臓を揺ゆらし、骨を軋きしませる。

　ふざけた形なりをしているが、この男は本物だ。金の力だと？　馬鹿な。ではこれも科学の力だというのか。それも馬鹿げた話だ。

（……）

　ここまでか。

〝そうよヒデオ。もういいでしょう〟

　……。

〝死ぬわよ。戦うよりも死ぬ方がいいの？〟

　…………。

〝みんながそれを許さないわ。みんながあなたを助けたがる。みんながあなたを護まもるために、その手を血で汚よごす〟

「Ｍｏｎｅｐｏｗ！　マネパゥ！　ネパゥ！　ネパゥ！　ネパゥ！　ネパネパネパネパネパ……Ａｈｈｈｈｈｈ　Ｍｏｎｅｙ　ｐｏｗｅｒ!!」

　ミスリル銀のシールドが盛大に砕け散った。

「馬ば鹿かな……！　私の……ミスリルの盾を魔ま法ほうも使わず破るなんて……!!」

　そしてヒデオの肋ろつ骨こつも、その半分にヒビが入っていた。

（……）

　わかった。

　……ウィル子。

「ッ！」

　ヒデオの、声になる以前のイメージを悟さとったウィル子が、弾はじかれたように顔を上げる。

「これで最後だ……！　Ｍｏｎｅｙ　ｐｏｗｅｒ!!」

　止とどめの一いち撃げきを、タイミングだけで横にかわす。ミスター・ダラーの拳こぶしは、ヒデオの背後にあったコンピューターに突つき刺さった。

「ＡＨＨＨＨＨＵＵＵＵＧＨＨＨＨＨ……!!」

　背後の機械に、大きな電流を。

　ウィル子に伝えたかったのは、そういうことだった。これだけの電子機器が張り巡めぐらされているのだから、回路を操作し、自分の背後にある機械に、一いつ瞬しゆんでも大きな電流を流せないか。

　実際、ウィル子がどうしたかはヒデオにはわからなかったが……ミスター・ダラーは盛大な火花の中で感電し、痙けい攣れんを繰くり返していた。

　精霊は戦うための道具ではない。友達だ。そう言い続けてきた結果は……。

「ＧＨＨＨ……よくも、やってくれたな……油断したよ……！　耐電性のあるこのスーツでなければ、どうなっていたことか……！」

「……すみませんマスター、感電死しない程度に電圧を調整してしまったので……！」

　嬉うれしい。ありがたい。素す晴ばらしい。だからウィル子は好きだ。

「ふ、ぁ……？」

　殺さなくていい。取り返しのつく範はん囲いでいい。負ってるものの大きさを競きそえばいい。

　死んだり、殺したりなんてまっぴらだ。だが誰だれかが戦うことでそういう可能性が引き起こされるなら。それが嫌いやなら、そうならないように、そうなる前に、自分が戦うしかない。

　なるべく愉ゆ快かいに。なるべく楽しく。自分には、そのためのチカラがきっとある。

　まだ体に痺しびれが残っているだろう今の内に、ヒデオは挑いどみかかった。そのパンチは、呆あつ気けなくミスター・ダラーのマスクを捉とらえたかに見えた。

「なんだその腰こしの入っていないパンチは。ミッキー・ロークにでもなったつもりかい」

　紙一ひと重えでヒデオのパンチをスウェイバックしたミスター・ダラーが、上半身を振ふり戻す勢いで拳を繰り出す。

「Ｍｏｎｅｙ　ｐｏｗｅｒ！」

「っ……」

　戦うのだ。

　ヒデオはミスター・ダラーのパンチから目を背そむけなかった。彼のパンチは狙ねらった獲え物ものを逃さない。速いし、威い力りよくも凄すさまじい。だが着ちやく弾だん点を予測可能な真っ直すぐな攻撃だ。

　あとはタイミングだけ。

　何百、ひょっとしたら何千と睡蓮から叩たたき込まれ、身に染しみついたそのタイミングだけ……この魔ま眼がんで見み極きわめろ。

（ッ！）

　彼の拳が自分の頰ほおを捉えた瞬しゆん間かんまで目を離はなさなかった。有あり体ていにいえば、瞬まばたきする暇ひますら与あたえられなかったのだが……覚かく悟ごを決めていれば、思った以上に体は動いてくれた。思ったよりずっと軽く、ミスター・ダラーの体は浮うき上がった。

　床からほんの数センチではあるが。

　その体を仰あお向むけにひっくり返すには、充じゆう分ぶんな高度だった。

「ＡＡＧＨ……!?」

　そうして彼の背を床に打ち付けると同時、ヒデオは乖かい離りを感じた。

　別たれたのは肉体か。精神か。過去か。

　引き金ではなく。銃じゆう弾だん任せではなく。自分の手を使い、自分の意志で、敵を倒たおすということ。何もできないと高をくくっていた自分への別れ。

　ヒキコモリから乖離し、戦うのだ。

　高校を卒業し、自分から、進んで、初めて東京へ出たあの日のように。

　前へと進む気き概がいを、いま再び、この身に宿すのだ。

「く……、まさか、柔じゆう術じゆつ使いとは……！　だが、こんな映画のような真ま似ねが果たして……」

「ああ。偶ぐう然ぜんかも、しれない。だが……」

　ヒデオは、跪ひざまずいてミスター・ダラーから仰ぎよう々ぎようしい黄金のマスクをはぎ取った。

「二回目を試ためす度胸は、あるか」

「ッ……ぬ、ぅ……！」

　ミスター・ダラー……マッケンリーはマントで顔を隠かくすように立ち上がりながら、無意識のうちにヒデオから距きよ離りを空けた。

　あえて追い打ちや止めの一撃を加えず、マスクを剝はぐ……という相手の土俵に乗ったやり方を示すことで、その慢まん心しんを砕いたのだ。

「いいだろう……。だが君はそれで、〝組織〟に勝ったつもりなのか……？　この私や、ドクター・リンデンバーグに止めを刺さないその甘さは、いつか後こう悔かいを招くことになるぞ」

「勝てなくてもいい。いま、負けなければそれでいい。僕は。悪意には、屈くつしない」


「なるほど……それが、君の正義か。だが各国の政府関係者、軍関係者も名を連ねている〝組織〟が、君たちのような存在を野放しにしておくと思うのかい？　君たちはどんな警けい戒かい厳重なレセプション会場でも、飛行機でも、レイスという強力な武器と一いつ緒しよに立ち入ることができる。通常の人間では想定不可能な経路から軍の基地に侵しん入にゆうすることもできるだろう。ならばそれを危き惧ぐする政府や警察、それを利用したい軍やテロリストも、放っては置かないはずだ。その目的や行い、ひいてはその能力を保持し続けることを、若い君たちは正義のためと呼ぶかもしれない……だが、その正義を他ほかの誰が保証してくれるのか？　Quis custodiet ipsos custodes?」



「……見張りを誰が見張るのか……ですか」

　ウィル子の翻ほん訳やくに、マッケンリーは指を鳴らす。

「その通り。いま君たちが〝組織〟を悪と断じ、私やドクター・リンデンバーグを退けたとしても、社会が君たちの存在を認めないだろう。望むと望まざるとにかかわらず、力を持つとはそういうことなんだよ……！」

　ヒデオは告げた。

「……特別な力を持っているのは。そして、そういった強力、かつ自じ浄じよう的作用を持つ特別なコミュニティは。あなたたちだけでは、ない」

　たとえば、魔まつ殺さつ商しよう会かいと伊い織おり家に住まうモノたち。たとえば、シシルから聞いた精霊の庭という存在。魔が道を外れるなら他の魔が、召しよう喚かん師しが道を外れるなら他の召喚師が……同じだけのチカラを持つ他の大勢がそれを許しはしないだろう。一いつ般ぱん社会と変わりない仕組みがそこにはすでに存在している。

　マッケンリーの言葉は、脅おどしだ。惑まどわせるための詭き弁べんだ。

「僕は、ヒーローではなく。一いつ介かいの公務員として。今回の件、信じてもらえるかはわからないが、所属する部署を通じて、全すべて報告するつもりだ」

「……全く愚おろかだね。握にぎり潰つぶされ、揉もみ消されるだけのレポートだ」

「だとしても、だ。僕は新たに発ほつ足そくする、特とく殊しゆ部隊の隊長となることを持ちかけられている。ずっと迷っていたが、今日。ここに来て、引き受ける気になった。望むと望まざるとにかかわらずというのであれば……僕は。〝組織〟で、他の幹部の顔色を窺うかがいながら生きるより。信しん頼らいし合える仲間と共に、前だけを見て戦うことを選ぶ。精せい霊れいを、ただのエネルギー源や暗殺の道具としか見ていない、お前たちの思い上がりを正すためにだ」

　マッケンリーはマントで顔の半分を隠したまま、不敵に笑っていた。

「いいだろう。わかったよ。そこまで言うのであれば……ね。政府が君の言葉を取り合うか、そして君が今の公職の地位を維い持じできるかはともかく……後悔しないことだ」

　そしてミスター・ダラーは踵きびすを返す。

「ま……負けを認めるのですか!?　マッケンリー！　〝組織〟の幹部が二人も揃そろって！」

「……君たち研究者は、執しゆう念ねんに則のつとってどこまでも探求するだけの仕事かもしれないが……生あい憎にくとビジネスには引き際ぎわも重要でね。この研究所はもう利益を生み出さないよ。フォースも、ドクター・アケツも、ヒデオ・カワムラも、〝組織〟にメリットをもたらさない。リスクへの対処はこれから考えるとしても、無事に帰れる今の内に、君の友人に感謝して帰ろうじゃないか」

「私の……？」

　訝いぶかったリンデンバーグはマッケンリーの言葉に振り返って、納なつ得とくした。

「あ……アカネちゃん……」

「終わったんでしょ？　リンちゃん、今日はこのくらいにして、帰ろうよ」

　アカネが両手に引きずっていたのは、二人の女。幾いくつもの爆ばく弾だんをワイヤーでぐるぐるに括くくり付けられた鈴蘭と麻衣が、片や申し訳なさそうに笑い、片や消しよう沈ちんしていた。

「やぁ……あはは。ごめんね、ヒデオくん……」

「面めん目ぼくないっす、川村さん……」

　二人ともなんともやられたような表情をしていたが、これといって大きな怪け我がなどはなさそうだった。

「私たちは大人しく帰る。そしたらこの二人も、大人しく解放する……いいよね、ダーリン」

　ヒデオは頷うなずく。

「……ああ。わかった」

　アカネにはアカネの。退ひけぬもの、曲げられぬものがあるのなら……その思いは。仕方のないことだった。むしろ勝ち負けより、帰ることを考えてくれた聡そう明めいさに、感謝すべきか。




　　　　⑥




《撲クル滅セイ者ダー、元老院からのお知らせ。マックルイェーガーが、特Ｓ級から外れたってさ。彼女はもう、人類を滅ほろぼすことはできない》

「……そうですか」

　埠ふ頭とうのガントリークレーンの上。朝焼けを背に、シシルは双そう眼がん鏡きようを下ろした。川村ヒデオと、マックルイェーガーがあのフネの中にいる。

　そしてシシルは、それを追わなかった。

　銃じゆうの精霊の気配は、もはや微び々びたるものだ。言うなれば、ただ見た目としての身体からだがそこにあるだけ。人で言えば、辛かろうじて魂たましいがベッドの上に繫つなぎ止められているようなもの。現体が、辛うじてこの世にへばりついている。

「あなたはどう感じますか。空中線エリアル」

《うん。消えるよ、もうすぐ。でもいざいなくなるって思うと、なんだか寂さびしいね。ずっと追ってきたせいかな》

「そうは思いませんよ、私は」

　思ったまま言うと、向こうでアンネマリーが苦く笑しようするのが聞こえた。

《シシルはドライだなぁ……マックルイェーガーだけじゃなくってさ。これまでもこうして神々は表おもて舞ぶ台たいを降りていって、これから先もいなくなっていくのかなって》

　そこに男の声。

《クルセイダー、エリアル。これでマックルイェーガーに関する私たちの任務は終しゆう了りようです。お疲つかれ様さまでした》

「最期まで見届けずとも良いのですか、ストライダー」

　二週間ほど前から、もう無理に追う必要はないとの通達が来ていた。だからシシルは、今日も監かん視しに止とどまっていた。

　宮内庁……有り体に言えば、有用な協力者となった川村ヒデオと名な護ご屋や河かわ睡蓮との仲をこじらせてまで、急を要する対象ではなくなっていたのだ。問題視されている精霊はマックルイェーガーだけではない。今後のことを考えれば、ヒデオとの仲を協力者として保っておいた方がメリットが大きいとの、元老側の判断だった。

《マックルイェーガーは今際いまわの際です。仮に第三次世界大戦が起きたところで、人々はマックルイェーガーの存在も、信しん仰こうの仕方も知りません。だから特Ｓ級に返り咲ざくようなこともありません。次の仕事へ向かいましょう》

　……その通りだ。

　そして、そういうものか。

「わかりました、ストライダー」

《はーい、神父》

　シシルは手にしていたハルバート、銘めいカジキフエル突きーカを虚こ空くうへ消し去ろうとして、ふと思う。

（……）

　どうあれマックルイェーガーは、このフェルーカから逃にげ延のびたのだと。




　　　　◆




　朝焼けの下、ケルベロス隊ごと、フネを下ろされた。

「やーれやれ。結局クビかよ。まぁ、口止め料含ふくめてイロ付けてもらったからいいけどな」

　ガスマスクの足あし下もとには、マッケンリーがポケットマネーだと言って寄こした札束入りのアタッシュケースが置いてあった。どう見てもポケットに入るような容積ではなかったが。

「……あ。期末の勉強しなきゃ」

　唐とう突とつな美野里の声。

「みんな、やってる？　学校違ちがうけど、時期的に同じでしょ？」

　水姫は首を傾かしげた。

「え……別に私、試験とか関係なく普ふ段だんから勉強してるし……」

　霧也がフレームの歪ゆがみ気味の眼鏡を押し上げる。

「俺も塾じゆくに通っているから問題はない」

　ナイトが朝焼けに向かって黄昏たそがれる。

「夜学だからな」

「お、教えてよ！　そんなに言うなら数学と英語！　彼岸士君も、一緒に上を目指そうよ！」

　高校生たちは楽しそうだった。

　数台のクルマに分乗するケルベロス隊に交ざって、美野里などはスモークガラスの裏から手など振ふりながら帰って行く。

　バンダナマスクをしたナイトがバイクのエンジンに火を入れ、言った。

「さすがだな、魔眼。俺が唯ゆい一いつ認めたライバルだけのことはある……もし、何かチカラが必要なときはいつでも呼んでくれ」

「……気にしなくていい。それよりみんなと、仲良く」

「ああ。今日のことは感謝しておく」

　ナイトは手を挙げ二本指を切ると、朝焼けの街の中へと走り去っていった。

「じゃあ。さて」

　鈴蘭が、修人とマックルへ向き直る。

「とりあえずウチにおいでよ。あ、私の家じゃなくて、会社の方だけど。部屋とか場所とか、いっぱいあるから。マックルさんも、朱津博士も、ちょっとゆっくりして……クリスマスしたり、お雑ぞう煮に食べたりしながら、ゆっくり考えようよ」

「ま、あたしはオッケーだけど。シュウトは？」

「ええ。お邪じや魔までなければ、よろしくお願いします」

　頭にパーカーのフードをすっぽり被かぶった麻衣が、両手を摺すり合わせながら小さく震ふるえる。

「あ～。お雑煮いいっすねぇ。あったかいもの、食べたいっす……放射冷れい却きやくの効いた冬の朝は寒いです。ラーメンとか食べたいっす」

　……。

「なんだかんだで、こういうハッピーエンドにこじつけちゃうのがマスターのすごいところだと思います」

　ウィル子の言葉に、エリーゼが頷いた。

「まあ、ヒキコモリにシリアスな話は似合わないわよね」

　ノアレが静かに微笑ほほえむ。

「でも〝組織〟の幹部は逃がしちゃったし、結局ヒデオは自分で戦いの芽を見み逃のがしてしまったのよね」

　振り返ってヒデオは言った。

「そのときがきたら、戦えばいい。何度でも。何度来ても。向こうが諦あきらめるまで、生かして帰してやればいい」

　最古と最新。最強と最高のカミがいる。

　悪いヤツら、認めたくない連中に負けないくらいは、できるはずだ。

「あ、来た来た。行こう、ヒデオくん！」

　鈴蘭が呼びつけた魔殺商会のバスが、覆ふく面めんの運転手付きで来た。




　朝日が昇のぼってきた中……ヒデオは、その一歩を踏ふみ出した。

























　お役所ということもあるが、お盆ぼんと同じように、霊れいの活動が沈ちん静せい化する年末年始は神しん霊れい班も解散状態となる。

　繁しげるは九州。世よ見み子こは青森。里さと八やはドイツ……と、同どう僚りようはほとんど皆みな々みな、家族のいる故郷へ帰ってしまった。同様に翔しよう香かの家はこちらだが、家の剣けん術じゆつ道場の師し範はん代だいとして年末年始は挨あい拶さつ等々面めん倒どうらしい……と、大おお掃そう除じに無む理り矢や理り巻き込まれて忙いそがしそうな弟の翔しよう希きがこぼしていた。

　睡すい蓮れんも名な護ご屋や河かわ家代々の管理する社やしろが京都の方にあるそうで、母と姉と一いつ緒しよにそちらに戻もどるということだった。

　念のため那な田ただけが、休きゆう暇かは休暇だが何かの際に対応できるよう帰省したり旅行に行ったりもせず、こちらに残っている。

　そしてヒデオは……。




《一度帰ってくればいいのに、お兄ちゃん》

　妹の英えい子こから、なんとも応こたえにくい電話があり、苦く慮りよしていた。

《そんなにお父さんも怒おこってないし。怒るかもだけど、お兄ちゃんももういい大人なんだから怒られるくらい平気でしょ？　ちゃんと働いて彼女さんも……たくさん？　いるんだし……》

　そろそろいい加減顔くらい見せるべきかなと思いかけていたのが、一気にめんどくさくなった。

　それにもう、帰るといっても今日が大おお晦みそ日かであり、日が暮れてしまっている。

「それより、エッコ。変わったことは」

《ん？　うん。みんな元気だし、別に何もないよ》

「そうか。ならいい」

〝組織〟の影かげはない。ナイトたちからもあれ以来、そういった連れん絡らくはない。修しゆう人とも、入院している妹に今のところ異常はないと言っていた。

　ひとまず、ケリは付けられたということか。

「受験勉強、頑がん張ばれ。またこっちに来るなら、寝ね泊とまりくらいは平気だから」

《うん。ありがと、お兄ちゃん》

　それから二言三言。

　電話を切って、ヒデオは大の字になる。

　馴な染じんだフローリングと、見慣れた天てん井じよう。

　アパートは本当に一週間ほどで元に戻った。吹ふっ飛んだ私物は、まだ全すべて買かい直したわけではなかったが……来年から戦隊長として忙しくなるのなら、それもゲームや何かを卒業する、いい機会かと思っていた。

　無理に内に篭こもらなくても、退たい屈くつなときは外に出ればいい。ようやくそういう単純なことに気付き、目を背そむけず、見み詰つめられるようになった。

　さて。

〝出かけるの？〟

　出かけよう。

　アパートを出て鍵かぎを閉める。

　葉は多た恵えも御お館やかた様にお水を上げるとかで帰ってしまったので、今はヒデオが管理人代理だった。他ほかに誰だれもいないアパートなので別段何をするわけでもなく、よろしくお願いしますね～、という具合にだが。

　クルマはリンデンバーグとのときにぶつけてしまったまま、貴たか瀬せのところに預けてある。簡単に廃はい車しやにするには惜おしい名車らしいが、修理の部品も集まりにくいそうだ。

　そんなわけでヒデオは、自転車に跨またがり走り出す。




　大きな通りに出ると、街中のそこかしこに警察官の姿が見えた。警察庁心しん霊れい班も、年末の特別警けい戒かいの応おう援えんに駆かり出されたそうだ。美み奈な子こたちもああしてどこかに派は遣けんされ、沿道に立ったり巡じゆん回かいしたりしているのだろうか。

「……」

　今年もあと数時間しか残っていなかったが、駅はなんだかんだの人でごった返していた。家に帰る人、旅行に行く人、飲みに行く人、飲んだ人、二年参りに行く人、初日の出を見に行く人……様々だ。

　ヒデオはメガフロントへ行く人の波に交ざって、電車に乗った。

　同じ公務員でも自衛官の花か果か菜なは、年末年始は待機シフトにかかってしまったそうだ。明けて連休になったら実家に帰らなければならないので、また一緒に宴えん席せきを抜ぬけ出して遊びましょうというお誘さそいもあったが……アカネのことについて、ヒデオは何も触ふれなかった。花果菜は夏のことを思い出したように、「アカネちゃんもまた来ますから」と楽しそうに声を弾はずませていた。




　電車はものの十分ほどで、東京湾わんを渡わたす高こう架かに差し掛かかった。夏に、マックルのバイクで走ったことを思い出す。あのきらきらした水みな面も。白い街並み。ああした一いつ瞬しゆん一瞬に感じた明るい気持ちが少しずつ積み重なって、今の自分に繫つながっているのだろう。

　マックルと修人は麻ま衣いと同様、ひとまず貴瀬の家に身を寄せている。修人は当然のように会社自体や全身タイツに驚おどろいていたが、マックルはあの性格なので、誰とでもすぐ打ち解けてしまったようだった。




　程なく、メガフロント側の駅に到とう着ちやくする。駅自体もまだ真新しく。降りては、ぞろぞろぞろぞろ、人の群れに流されるまま、歩いて歩いて。

　やがて遊園地、メガフロンティアに辿たどり着いた。

　ゲートを見て、不思議と顔がほころぶ。

　秋頃ごろに睡蓮を追い、魔殺ブラックとして潜もぐり込んで以来だ。

　０時00分の年明けと同時に、メガフロントが東京都新ほたる市として市政を開始する記念式典が行われるのだ。それと同時、これまで一部営業だったこの遊園地自体も完全グランド開業オープンとなる。

　少し離はなれたスタジアムでは、連動して年とし越こしコンサートなどもやっていて、人の流れはそちらへ行く方が多いだろうか。マックルと行ったコンベンションセンターでも、全国から冬の特産品を集めたようなイベントをやっていたはずだ。

「やっ」

　どつん、と後ろから脇わき腹ばらに膝ひざ蹴げりを入れられ、ヒデオは低く呻うめいた。

「……千ち影かげ」

「ごめん……そんなに痛かった……？」

　加減したつもりだったのだろうが、少し前にリンデンバーグに撃うたれた場所だった。いや、ドクターとナース葉多恵のおかげで傷はもう塞ふさがっていたが、そういう場所なので怖こわいというか、ちょっとビックリした。

　意外と寒がりなのか、ダウンジャケットにマフラー巻いて、ポケットに手を入れて。千影は辺りを見回している。

「他は？」

「時間と、場所は。伝えたが……みんな、用事があるそうだ」

　みんなの年末の予定をヒデオが把は握あくしていたのは、つまりそういうことだった。おおよそ、知る限りは電話したのだが。

　今回のこれは、実はヒデオ自身が発ほつ起き人にん。

「お前が孤こ独どくを愛しているのか、それともお前が孤独に愛されているのか……と言ったところだな」

　ナイトの声で見やると、千影の後ろにフォースが四人とも揃そろっていた。

　いいことではないか。

　ナイトの、どこで売ってるのかわからないような膝ひざ丈たけまであるライダースコートはどうかと思ったが。

「えっと、これで全員？」

　活動的なブルゾンタイプの上着に、女の子らしい耳当てをした美み野の里りが尋たずねる。

「……なんじゃないか？」

　大人びたピーコート姿で頷うなずく霧きり也や。

「ですか？」

　ファー付きのワンピースコートを着た水みず姫きに確かく認にんされて、ヒデオは頷いた。

「僕の方は……まあ。僕だけだ。君たちの方は……」

　千影を見ると、ナイトが肩かたをすくめる。

「千影とはすでに挨拶を交かわした。まさか、あの公園で会っていたとは思わなかったがな」

「妖よう精せい使いさんも含ふくめて、全員気絶してたものね」

　気絶した公園……というと、シシルと睡蓮と一緒に、マックルを追い詰つめたときか。

「じゃあ、出発入場～♪」

　美野里の先導に従い、メガフロンティアの場内へ入る。

　ヒデオはふと思い出して、千影へ尋ねた。

「そう言えばあのときの、確か……かぐや姫のような、名前の子は」

「ああ、ＳＦ畑の……そうね、知ってれば呼んでもよかったけど、私もあれっきり。頸くび城きなら何か知ってるんじゃない？」

「……頸城さんは。今日は」

「面おも白しろい冗じよう談だんね。休みに同僚と一緒とか、引くわ」

　面白いという割に、千影は全く笑っていなかった。那田も含めて同僚全員に予定を聞いて回った自分はどうなる。

「そっちこそ、魔ま界かいのお姫様も捕つかまらなかったの？　あんなに暇ひまそうなのに」

「エルシア……さんは。そもそも、連絡先がわからない」

「ああ。確かにあの人たち、携けい帯たい電でん話わとか持ちそうにないわね」

　メガフロンティアの園内は、元よりのレストランや出店のみならず、外部からの屋台なども出て賑にぎやかそのものだった。

　ヒデオは社会人らしく、高校生たちに気前よく振ふる舞まってやりながら……と言っても、Ｂ級グルメの域を出ないが……そぞろ歩き。中央広場を目指す。

「麻衣ちゃん、来られなかったんですか？　鳴なる神かみ君は、他のお友達と先約があるって、来られなかったんですけど……」

　ことのほか庶しよ民みんの味を気に入ったらしい水姫が、リンゴ飴あめをかじりながら言う。敵味方抜きでフォースで一堂に会してみたかったのだろう。

　ヒデオは言った。

「会社が。清算や大おお掃そう除じなどで、忙いそがしいそうだ。ゆっくりできるのは、明日あしたかららしい」

　霧也がふと気付いて指し摘てきした。

「それを言うなら決算、の間ま違ちがいでは？　川かわ村むらさん」

「否いな……清算で、正しいと思う。あの会社であれば」

　クラリカ姉さんと今日中に十二件回るっす～。誰かを殴なぐると、殴った方の手も痛いんすね……みたいなことを言っていたので、間違いないだろう。仕事の中で何を悟さとったかは知らないが、似たようなことをしていた身としてはすでに懐なつかしくもある。

　場内の中央にある大広場に辿り着くと、ステージ上では芸能人でも何でもないスーツ姿の大人たちがパイプ椅い子すにかけ、スピーチの順番を待っていた。

　メガフロンティアの経営者と、管理責任者と、もちろん新ほたるの市長と、これまでの開発関係者と、都議会議員と、国会議員と……。

　年が明けるまで、あと一時間。

「……」

　ヒデオは星の見えない夜空を見上げた。

　全く新しい技術で完成された人工島。そこでの新たな市政の開始は、新時代の到とう来らいを象しよう徴ちようしていた。この場にいる誰もが新しい未来を期待し、喜び、祝い、誇ほこっている。

　それをヒデオは、もはやヒキコモリではない、ヒキコモリという言葉に甘えない、新たな自分の門かど出でに重ね合わせる。

　だから、ここに来た。

　来たかったのだ。誰に連れられるのでもなく、自分から進んで来たかった。この一年で得た、たくさんの友人たちと共に。記念するために。決して忘れぬように。

　まあ、さすがに忙しい年としの瀬であるから、全員が全員というわけにはいかなかったけれども……そんな間の悪さも、自分らしくて悪くない。何せずっとアパートにひとりぼっちの自分だったのに、今では、声をかければ集まってくれる友達がいるのだ。

　年が明けたら、誰だれのところから挨あい拶さつへ向かおうか。

　それとも、一度実家へ帰ってみるのも、いいかもしれない。

（……ああ）

　一人頷く。

　ここで生きていこう。

　この世界で。

　敵に、悪意に、自分の人生に……何より、自分に負けないように。

　これは。川村ヒデオという、自分自身の物語なのだから──。




　　　　◆




　人の暮らし。

「人の暮らし……」

　まあ、この屋や敷しきには、人でない者も随ずい分ぶん紛まぎれているようだが。いや、人でない者だらけ、と言うべきか。

　寒風凪なぐ屋根の上、マックルは闇やみ夜よにヘルメットを深くし、パンツァージャケットの前を搔かき合わせた。

「寒い」

「寒ければ中へ入ればよかろうに」

　絢けん爛らん豪ごう華かなキモノをまとった美しい女が、浮うき世よ離ばなれした微び笑しようを見せる。この屋敷の主ヌシだった。

「それとも、お出かけかの」

「うん、みーこ。お出かけするのよ」

　マックルは東京の方を指差す。より正確には、メガフロントのある辺りを。

「遊園地でね、年越しのお祭りがあるんですって。みーこも行かない？　きっと屋台とか、いっぱい出てるわよ」

「人が多い場所は苦手だよ。食べるだけであれば、ここにおる者らがなんでも作ってくれるしの」

　問う。

「ねえみーこ。あなたは、それで幸せ？」

「ふふ。暑いだの寒いだの、幸せだの不幸せだの、もう随ずい分ぶん気にしたこともなかったよ。気に入らぬ、気に喰くわぬを思うことはあってもの」

「……そう。やっぱり、そういうものなのね」

　一息。

「行くのか」

「ええ。行くわ」

「ぬしは、気に入らぬのか」

「いいえ。好きよ。大好きだわ。この世界。この世界で生きる、人間たちが」

　遠く暗い地平線に、人々の暮らす灯あかりが星空のように瞬またたいている。

　マックルは満面の笑えみでみーこへ振ふり返る。

「だから行くの。行かなくちゃ」

「左様か」

「タカセとスズランに、よろしくって」

「ああ。わかったよ」

　うん、と潑はつ剌らつに頷き。

　マックルは屋根を一つ蹴けり、虚こ空くうで光の粉と共にその姿を搔き消した。

「……」

　マックルの消えた黒い曇どん天てんを見上げたまま、みーこは白く吐と息いきを流す。

　あれは恐おそらく、この世最後の戦イクサ神ガミ。
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　正しくカミ。

　投げ出し、堕おちた自分たちとは格が違ちがう。

　あまりに気高い。

「よっ、と！　ミーコ様～、年とし越こし蕎そ麦ばが……」

　すぐ隣となりに降り立ったヴィゼータが、我が目を疑うように戸と惑まどい、言った。

「……ミーコ様？　泣いて……」

「……」

　暑さ寒さ以上に、そのような滴しずくが瞳ひとみから零こぼれることを、とうの昔に忘れていた。

「……わしは憎にくいよ。人の子が憎い。どこまでもどこまでも。故ゆえにいくら喰ろうても喰い足りぬ。喰い飽あきぬのだ」

　故にいつまでもいつまでも、いついつまでも、このようなところに封ふうじられ続けるのだ。

　そんな此方こなたのなんと矮わい小しようで。

　いま飛び立った彼方かなたのなんと高貴なことか。

　いかに科学が進歩しようとも、人の子をそうして科学にすがれるまで導いたのは他ほかでもない我カミ々ガミであるにもかかわらず。その恩も敬いも忘れた者どもを。

　あの子は、大好きと言う。

　今さら己おのれの小ささを恥はじ入るほど殊しゆ勝しようでもない。ただ、淀よどみのようなこの世界に未いまだ残っていた、その高こう尚しようさに心打たれずにはいられぬのだ。それほどのカミがじき潰ついえようということが、悲しくて敵かなわない。

「わしは、この世が大だい嫌きらいだよ──」




　　　　◆




　残り一分。

　ステージの司会に合わせて、カウントダウンの合唱が始まった。

　控ひかえているマーチングバンドからのドラムロールも聞こえてくる。




　10、９、８、７……！




　誰だれも彼もが大声で。過ぎゆく年を振り返りもせず、新時代の幕開けに胸を高鳴らせた。




　４！　３！　２！　１……！




　日付が変わり、花火が打ち上げられると同時、広場の中心部が吹ふき飛んだ。

　十メートル以内にいた者は、何が起きたかも気付かぬまま消し飛んだ。十五メートル以内にいた中には、己や他人の手足が千切れたことに気付いた者もいたかもしれない。二十メートル以内にいた者は、耳鼻から血を流しながらうずくまり、しかし何が起きたか把は握あくできなかった。

　人々が吹き飛んだその爆ばく心しん地ちに、鋼鉄の巨きよ人じんが着地する。それが一機。

　二機。

　三機、四機……。

　肉にく片へんの上に、屍しかばねの上に、まだ息絶えられずもがく人の上に轟ごう音おんを伴ともなって着地する。

「アドルフより各機、問題ないか」

《ハインリヒ、絶好調だぜ……！》

《こちらヘルマン！　問題ないよ！》

《ヨゼフ、ヤ》

　さらに別方向、入場ゲートの方から夥おびただしい悲鳴が上がった。爆ばく音おんと銃じゆう声せい。

　パンターⅢと呼ばれる機体に備えられた高性能カメラは、映画に出てくる宇宙海兵隊のような重装備の兵士たちの姿を捉とらえた。五十口径の機関銃とグレネードガンを、動くもの全すべてへ向けて手当たり次し第だいに乱射している。

《ヘビーアーマーの連中も問題なさそうだぜ、アドルフ！　ご機き嫌げんだ！》

《今日は威い力りよく偵てい察さつなんてケチなことは言わないんだよね!?　殺やって殺って殺って殺って殺りまくる！　でしょ!?》

「そうだ。俺たちに課せられた任務は、この人工島内における破は壊かいと殺さつ戮りくのみだ。後、襲しゆう来らいを予想される米日両軍、その他あらゆる脅きよう威いを撃げき滅めつする……各機、状じよう況きよう開始！」

《ヤー！　ヤー!!　ヤー!!　待っていたぜこの日をなぁ!!　猿さる！　サル！　サルども!!》

《すごいなぁ！　すごいなぁ！　トマトだってこんなに簡単には潰つぶれないのに！　ねえ、ヨーゼフ!?》

《……ヤ》

　無む作さく為いな照準。気き紛まぐれなトリガー。

　巨人機が放つ桁けた外はずれの硝しよう煙えんと爆音は、後でヘビーアーマーたちをしてクレームを付けさせるほどであった。

　ただし、その関節式機動器の肩かたには、いつかの黒い鉤ハーケ十ンクロ字イツはなかった。代わりにあるのは、ブルーの円に白いマーブル模様。宇宙から見た地球を図案化したマーク。ヘビーアーマーの肩に入っているのも、そのマーク。




《我々はッ!!》




　電子加工を施ほどこした声が、ジャックされた園内、街頭、その他スピーカーからがなり立てられる。




《我々はッ!!　地球環かん境きよう保ほ護ご団体、『Ｔｈｅ　ザ・Ｍｏｔｈｅｒ　マザー・Ｅａｒｔｈアース』だッ!!　母なる地球に代わりその意志決定をここに下すッ!!　目的は!!　行き過ぎた科学文明の象しよう徴ちようであるこの人工島の完全破壊、及およびその全域にいる全人間の抹まつ殺さつであるッ!!　全てを破壊し、殺し尽つくすッ!!　それだけが目的であるッ!!　交こう渉しようの余地はないッ!!　それが、この地球の意志であるッ──[image: !!!]》




　　　　◆




　パリ、ロス、テヘラン、東京、ユニオン、……その後の調査でユニオンの線は消えた。そして新たにテルアビブが加わった。

『Ｔ─ｄａｙ』の意味するところ。Ｔが都市の頭文字である可能性は高まっていた。他の意味かもしれない。都市の頭文字と同時に、他の意味がかかっているのかもしれない。

「あと、四時間ほどで日付が変わりますね。起きるとすればもうすぐです」

　向かいの席のナディヤ・カミンスキー中ちゆう尉いが、小窓から眼下を見下ろしている。もう日が暮れて真っ暗だ。

　計画の開始時刻は年の明けて近く、恐らくは０時00分であることまで絞しぼり込めた。ただし、世界は広い。国々には時差がある。結局、どの標準時を基準とした計画なのかがわからぬまま……ミサキ・カグヤは西アジア上空をヘリに揺ゆられていた。

「ああ。恐らく、間ま違ちがいないはずだ」

　この近辺は宗教的な原理主義者らと、民族的政治派は閥ばつらが国境線を無視して入り乱れているホットスポットだった。数日前からその紛ふん争そうが激化し、会談も不和の一いつ途とを辿たどっていた。件くだんのテヘラン、テルアビブともそう遠くはなく、軍事的緊きん張ちようは周辺各国と国連すら巻き込んで高まっている最中だった。

　何らかのためにそこを戦場と化すような計画なのであれば……西側諸国の都市部よりはリスクは少ない。はずだ。

　もう、そうしてカマをかけるくらいしか猶ゆう予よが許されていなかった。

　いなかったのに。

《ミサキ！　聞こえておるか、ミサキ！》

「ああ、そんな怒ど鳴ならなくても聞こえているとも博士。博士の作った通信機は充じゆう分ぶん高性能だから……」

《衛星放送かインターネットは見られるか!?　貴様が追っているのは、これではないのか……！》

　本国から幾いく分ぶん早く連れん絡らくを受け取ったらしいナディヤが、自分のインカムを押さえたまま端たん末まつのモニターをミサキへ向けた。

　深夜。真っ暗な画面。どこかの都市部。きらきらとした街灯あかりの方々に、火の手が上がっているのが見える。

「どこだ!?」

《東京じゃと言っておる！》

「日本、東京です少しよう佐さ！」

「ッ……馬ば鹿かな……！　機動艦かん隊たいと不ふ沈ちん空母沖オキ縄ナワがあるんだぞ！　やつら、米軍を敵に回しても勝機があるというのか!?　逃にげおおせるつもりか!?　もう……、そこまでテクノロジーが……くそっ!!」

　ミサキが勢い任せに殴なぐったベンチが、歪ゆがむ。

　ひょっとしたらこの一帯の紛争をこじらせたことすら、連中の仕し掛かけたブラフだったのかもしれない。

「私の見立てが甘かった。ずっと早く事態は進行していたのだ。……中尉、すまないがヘリを帰すよう言ってくれ。私は日本へ向かう」

「了りよう解かいしました……！」




　　　　◆




　その映像と。同じような視座でメガフロントを見み詰つめる。

　電話局、水道局、変電所。携けい帯たい電でん話わ基地。

　インフラらしいインフラ設備は、Ｔザ・Ｍマザー・Ｅアースが占せん拠きよした以外は全て破壊された。そして今、木き更さら津づ方面への東京湾わん横断道路が爆音を上げる。闇やみ夜よに鉄骨が悲鳴を上げ、ひしゃげ始める。クラクションと、間に合わない急ブレーキの音が連れん鎖さし、こだまする。

　同時多角的な一いつ斉せい制圧。

　このたった数分で、メガフロントの全てはＴＭＥの手に落ちた。彼らは、あとは、それを破壊し殺し尽くすだけだという。

　それら全てをオートライングループ新社屋の屋上から眺ながめ渡わたしながら、鈍にび色いろの髪かみをなびかせ笑う。

「さあ、始まった！　始まったわ！」

　マックルは笑った。

　指揮者のように手を振ふり笑う。

「戦え！　戦え！　戦え、ニンゲンたちよ！　戦う全てのお前たちに、この私が加護を与あたえる！　銃じゆうを手に取り、走り、狙ねらい、撃うって撃って撃ちまくれ！　マックルイェーガー・ライネル・ベルフ・スツカが、生きとし生ける全てのお前たちに加護を与えよう!!」




　　　　◆




「……」

　最初の着ちやく弾だんの爆ばく風ふうで吹っ飛ばされた。

　転がり、倒たおれ、脳のう震しん盪とうを起こし、耳鳴りの中でいま目を覚ます。

〝五体は無事よ。ちょっと打ち身と擦すり傷きずはあるけど、問題はないわ〟

　……ノアレ、か……。

〝見覚えがあるでしょう、あの巨きよ大だいロボット。あの宇宙海兵隊。そのときが来たのよ、ヒデオ。あなたが生かしたまま帰した連中が、生きたまま戻もどってきたわ〟




　………。




　…………これは。現実なのか。




〝アハハハハハハ！　ええ、現実よ。より厳密には、これがリンデンバーグの言っていた現実。あなたは答えなければいけない。さあ答えてヒデオ！　これが現実よ！　祈いのっても救われないどころか、祈る暇ひますら与えられなかった人間たちがいる！　その差は何!?　あなたは答えなければいけない！　チカラを持つ者として！　あなたのなすべきことは何!?〟




　……………ッ。




〝だから。さあ戦いましょう、閣下〟

〝戦いましょう〟

〝まあ、戦うしかないわよね？〟

〝敵に、悪意に、人生に、自分に負けないために〟

〝だって……あなた自身がそう決めたんだものね、ヒデオ〟




　クソがっ──[image: !!!]
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　あとがき




『ストライクウィッチーズ』の次回作はショートストーリー（各三〇分、三話）のＯＶＡだそうです。公式サイトを開くと大きくキービジュアルが表示されるのですが、これだけでもうゾクッと来ます。ウィッチーズと言えばやはり広大な青空と、この眼まな差ざしの強さです。ただのＯＶＡではなく劇場公開されるそうですから、再びスクリーンいっぱいに映し出されるズボ……ウィッチたちの姿に今から胸が高鳴りますね！

『ガールズ＆パンツァー』もアンツィオ戦が劇場公開ですよ秋あき山やま殿どの！　主しゆ砲ほうの発射音なんかテレビでも迫はく力りよくたっぷりに聞こえましたが映画館の音おん響きようだとどうなるんでしょうね。この本が出る頃ころには封ふう切きりされているようなので、現在とても楽しみにしています。

　そんなわけで萌もえミリは空、陸と見事に劇場進出を果たしたわけです。素す晴ばらしい。

　残るは海です。

『艦これ』です。スニーカー文庫もノベライズを刊行しているので一いつ般ぱんにあるものとして話を進めますが、ご存じない方にもわかりやすい言い方をすると、「長門」で画像検けん索さくして「長なが門と有ゆ希き」の他ほかに出てくる黒くろ髪かみロングの女の子が艦かんこれに登場する戦艦「長門」です。

　ゲーム自体はテーマとメカニクスの整合性に説得力があり、レベルデザインもバランスの取れた非常に良いゲームです。ちなみに前述の「長門」同様、他全すべての艦かん艇ていが女の子の姿だったりしますが、ラノベとか読んでる時点でお前ら好きだろもとい皆みなさんお好きなので問題ないですね。

　前置きが長くなりましたが、その艦これもアニメ化されるそうです。私も大好きなゲームなので、ウィッチーズやガルパンに並ぶアニメになって劇場進出して欲しいと願ってやみません。アニメ以外にもコミカライズにノベライズにとメディアミックスが縦じゆう横おう無む尽じんに展開されていますから、私も仕事の手が空いていれば短編くらいは書かせてもらえそうな気がするのですが……そもそも仕事の手が空いていない。




　というわけで我が左手を封ふうじる『レイセン』（右手は『ミスマルカ』）でした。

　さすがに一年以上空くのはまずいなーと思いながらも、シリーズのシメが近くなるとどうしてもキャラやセリフの精査が多くなるので、いつも以上に遅おそくなってしまいます。お待ち頂いた皆様にはお詫わび申し上げます。というか、長い時間待って頂いて本当にありがとうございます。作家として幸せなことです。

　今年一月に出たミスマルカのあとがきでは触ふれたのですが、端たん的てきに申し上げますと「入院後、療りよう養ようと称しようしてまるっと遊び呆ほうけていたら大変なことに」という次し第だいです。

　そんなわけでこの本の執しつ筆ぴつ中、担当Ｉさんからメールでの催さい促そくを受けました。

『ご執筆のご様子いかがでしょうか？　私も上うえ田ださんも読みたいなー、読みたいなーと待っております!!　待っておりますよ！　一度、目安的な締しめ切きり的なものをきってみたほうがよいでしょうか？　林さんのベストな状態で執筆いただければと思いますのでいつでもご連れん絡らくくださいませ。』

　就活にいそしむ大学生の皆さん、「書け」の一言をここまで婉えん曲きよくかつ丁てい寧ねいに表現できて初めて、角川のような超ちよう一いち流りゆう大手に採用されるのです。大いに参考になさってください。しかしながら私も文章で十年超ちよう仕事をしてきた自じ称しようプロ作家です。遅おくれている手前大きな顔もできませんので「待ちたまえ」を極力遠えん慮りよ気味に、こうしたためました。

『この林トモアキ、こと原げん稿こうに限り虚きよ偽ぎは一切言わぬ。書く……！　書くが……今回、まだ内容と枚数の指定まではしていない。そのことをどうか思い出していただきたい。つまり……私がその気になれば原稿の受うけ渡わたしは、10年20年後ということも可能だろう……ということ……！　なのです。（いなずま）』

　いま読み直したらビジネスのメールとしてはかなり最低な文面だと気付いたのですが、怒おこられるどころか特にツッコミもなく「お待ちしております。」とスルーされました。なので今度は「ドーモ、Ｉ＝サン。」と忍にん殺さつ語でメールを送ってみたのですがこれもスルーされました。真っ当な社会人は振ふられても乗らないのです。

　あ、でもｍ編集長閣下は現担当Ｉさんと旧担当Ｗ氏とイタリア料理のお店に行ったとき、メニューを眺ながめるなり「お、プロシュート。林さん、ここはやはりプロシュートの兄ぃが……」などとおっしゃったことがありまして、それまで『ジョジョ』の話題は一切なかったですし、やはりと言われても集英社じゃなくて角川書店ですし、突とつ然ぜんすぎて私は曖あい昧まいな笑えみを浮うかべるしかありませんでした（ちなみにメニューのプロシュートはハイクオリティな生ハムのことです）。なるほど、突とつ然ぜん振られても困ることもあるかもしれませんね。

　そんなフレンドリーな編集部と、寛かん大だいな読者の皆さんに支えられてきたレイセンも残すところあと一巻。もう一息。なかなか感かん慨がい深いですが、そういうまとめの話は全て終わった次のあとがきに取っておきましょう。

　ここからが本当の地じ獄ごくだ……！（自分が）




　二〇一四年　六月


林　トモアキ　　
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